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坂田　義勝（埼玉県私塾協同組合理事長）

新 年 の ご 挨 拶
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　SSK Report の発送が遅れ、新年のご挨拶が２

月になりましたこと、ご容赦ください。旧年中は、

幣団体 (SSK) に対し多大なるご支援とご協力を賜

り厚く御礼申し上げます。

　早いもので私が塾を創設して今年で47年目を迎

えます。大学を卒業して28歳まで商社マンとして

営業活動をしていましたが、当時出会った某会社

の社長が私の人生を大きく変えるきっかけを作っ

てくれました。話せば長くなりますが、当時川越

で本田技研工業の傘下で専用加工機の開発製造し

ていた某会社から私が在籍していた部署 ( 産業機

械部 / 工作機械課 ) へ商談が持ちかけられました。

工業団地への進出を機に数百万の設備投資を見込

むもので、当時としては高額な出資でした。搬入

時には販売課の営業マンが立ち会うことが慣例で

したので、私がその搬入に立ち合ったわけですが、

それが社長との運命的な出会いでした。

　それから２年ほど経った 1974 年に中東紛争の

あおりを受け、第一次オイルショックが日本経済

に大きな打撃を与えました。原油価格の高騰や物

価上昇がインフレを引き起こし、とりわけ自動車

産業に暗い影を落とすこととなりました。そんな

経済情勢の中、社長が設備投資に充てた数百万の

長期手形が予定通り決済できなくなり、最終的に

手形のジャンプ ( ローンの先延ばし ) 要請を受け、

資金繰りの再調整が始まりました。会社の再建を

期して決済の先延ばしを決めたことから、その後

の経営状態の推移を注視していくことが私の役目

となりました。東京から月に数回の頻度で会社を

訪ねるうちに社長との交流が深まり、弟分のよう

に接していただきました。そんな中、1977年の夏、

社長からこんな依頼を受けたのです。

　「僕の知り合いで、塾をやっている人がいるの

だが、日曜日だけ手伝ってくれないだろうか。」と。

元来教えることが好きだった私は、二つ返事で引

き受けました。夏休みだけのはずが数ヶ月続きま

した。そして、あるとき「塾で教えるのは本当に

楽しいですね。」と口走ったら、すかさず社長は

「じゃ、塾始めたら。僕が全面的に協力するよ。」

と言い放ったのです。大きな会社組織の一歯車で

働くより塾の指導の方に情熱を感じ始めていまし

た。会社の上司からも家内からも猛反対されまし

たが、九州男児の意志は固く、周りの心配をよそ

に頑固にもこの道を選んだのでした。土地も塾舎

も備品も全て社長が準備してくれました。２年後

に手にした土地や建物にかかる資金も銀行と掛け

合ってくれたおかげで融資を受けることができま

した。

　社長との出会いが私の人生に大きな転機を与え

てくれたこと、さらに塾の行く末を案じてあたた

かく見守ってくれたことに深い感謝の念を抱かず

にはいられません。社長の子どもさん３人、さら

にはお孫さん４人まですべて私の塾から巣立って

いきました。残念ながら社長は既に他界されてい

ますが、塾生には、ことあるごとに「人との出会

いの大切さ」を語りながら、心で合掌しています。

謹んで新春のご祝詞を申し上げます
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鎌田　慎太郎（ベネッセコーポレーション　塾・教室開発部グループリーダー）

「新しい時代の塾経営のサポートツール」第2 弾

前号に続き、塾経営のサポートにと資料を用いてご

説明いたします。

①【高 1 生の変化と中高継続の重要性】

コロナ禍の影響を受けながら中学生活を過ごした現

高 1 生たち、ベネッセの「スタディサポート」の調

査（数十万人以上のデータ）では顕著な傾向が出て

います。

⇒コロナの休校があった 2021年は在宅での学習時

間は増えた一方全体的な学力低下が見られました

が、以降年々学習時間そのものが減少、部活動の全

面解禁もあるがコロナ以前に比べても下回っており

平日、休日ともに学習をしていない生徒が増えてき

ている。

また、生徒の自主学習では時間の減少だけでなく「学

習内容が難しく 1 人で取り組めない」の割合が増え

てきており中学までの基礎学力の定着をしないまま

高校受験を越えてしまっている生徒が増えている傾

向があることが見られる。

■学習行動の変化「英語編」

・英語に関しては数学と異なり難しくても諦めずに

英語で表現するという生徒の割合や「英語を話す」

ということへの抵抗感は年々なくなってきており、

英語表現の教科に関しては成績向上にも繋がってい

ると見て取れる。

一方、英文の構造理解や語句の意味を理解している

か？の項目は年々減少してきており、中学までの英

文法、単語がわからないまま高校生になっているこ

とが原因とみられる。

■大学受験への意識変化

・受験意識に関しても年々先送りにしても大丈夫と

いう意識変化が起きている、同様にそもそも何をし

ていいのかわからない、行動するにも何から手をつ

けていいかわからない生徒が増えてきている。

■学習行動の変化「数学編」

・数学に関しては粘り強く問題に取り組む姿勢が低

下していることや疑問点を友人、先生に質問して解

消するといった行動面でも消極的になってきてお

り、中学までの基礎力低下に拍車をかけて苦手意識

を持ったまま高校生活を送っている生徒の割合が増

えてきている。

■塾として何をサポートしていけばいいのか

・少子化、年内入試の増加は今後ますます進んでい

く中で塾としてどんなチャンスがあるのか、ここま

でお伝えし内容からも大切な点は以下となります。

①中高継続の重要性

→様々な学習ツールの充実や情報、選択が自由に

なった時代だからこそ「人」が関わる塾の大切さが

改めて求められています。その中で多くの塾で苦戦

をされている中高継続にこだわることは塾の経営だ

けでなく生徒にとって一番幸せな選択となることは

間違いありません。高校生の基礎学力低下、精神面・

進路面のサポートを高校生でも塾で出来ることは安

心材料になります。

②多様な進路に対応していく柔軟さ

→少子化、大学進路選択での 2 極化に伴い国公立、

私立問わず新学部、学科の設立、個別最適なカリキュ

ラムと新しい学びへの変化が毎年行われています。

生徒が選べなくなってきている時代だからこそ、生

徒に寄り添い、生徒のことをわかっている塾の先生

方からの進路提案はとても説得力があります。とは

いえ毎年変わる情報を正しく理解して伝えないとい

けないのも先生方には大変なのも事実です。ベネッ

セの「マナビジョン」では無料で生徒の進路指導を

サポートできますので詳しい説明を聞きたい方は是

非お問い合わせくださいませ。

■改めておすすめの教材紹介

・前号でも紹介いたしました AI ストライクですが

実際に導入いただいている塾様では中高継続に成果

が出たと大変満足されています。埼玉県入試が終

わったその日から高校予習に取り組めますし、

2025 年 3月10 日には「中学版」がリリースいたし

ます、これにより中学の復習、小学生への予習にも

お使いいただけますので是非ご検討ください。
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・受験意識に関しても年々先送りにしても大丈夫と

いう意識変化が起きている、同様にそもそも何をし

ていいのかわからない、行動するにも何から手をつ

けていいかわからない生徒が増えてきている。

■塾として何をサポートしていけばいいのか

・少子化、年内入試の増加は今後ますます進んでい

く中で塾としてどんなチャンスがあるのか、ここま

でお伝えし内容からも大切な点は以下となります。

①中高継続の重要性

→様々な学習ツールの充実や情報、選択が自由に

なった時代だからこそ「人」が関わる塾の大切さが

改めて求められています。その中で多くの塾で苦戦

をされている中高継続にこだわることは塾の経営だ

けでなく生徒にとって一番幸せな選択となることは

間違いありません。高校生の基礎学力低下、精神面・

進路面のサポートを高校生でも塾で出来ることは安

心材料になります。

②多様な進路に対応していく柔軟さ

→少子化、大学進路選択での 2 極化に伴い国公立、

私立問わず新学部、学科の設立、個別最適なカリキュ

ラムと新しい学びへの変化が毎年行われています。

生徒が選べなくなってきている時代だからこそ、生

徒に寄り添い、生徒のことをわかっている塾の先生

方からの進路提案はとても説得力があります。とは

いえ毎年変わる情報を正しく理解して伝えないとい

けないのも先生方には大変なのも事実です。ベネッ

セの「マナビジョン」では無料で生徒の進路指導を

サポートできますので詳しい説明を聞きたい方は是

非お問い合わせくださいませ。

■改めておすすめの教材紹介

・前号でも紹介いたしました AI ストライクですが

実際に導入いただいている塾様では中高継続に成果

が出たと大変満足されています。埼玉県入試が終

わったその日から高校予習に取り組めますし、

2025 年 3月10 日には「中学版」がリリースいたし

ます、これにより中学の復習、小学生への予習にも

お使いいただけますので是非ご検討ください。

③情報Ⅰ大学受験必修化に伴う「プログラミング教

育の新たな可能性」

最新の進研模試結果でも情報１分野については得点

差が開いている状況です。特にプログラミング領域

で差が開いており、学校の授業だけでは埋まらない

ものとなってきています。来年の必修化に伴い間違

いなく情報対策が塾でも求められます。ベネッセの

プログラミング講座では小学校のうちから情報対策

を楽しく学べて大学受験に向かえるので塾にとって

は長く通ってもらえるという利点もあります。また、

情報を学ぶと他科目への好影響も出ているという調

査結果も出ており、日ごろの塾での学びの支援にも

つながります。

◆どちらの商品も埼玉県私塾協同組合様限定の特別

割引価格にてご提供させていただいております。お

問い合わせ、お申し込みのご相談はお気軽に戸田理

事までご相談くださいませ、すぐにベネッセ担当者

よりご連絡いたします。



神山　達人（東京農業大学第三高等学校・附属中学校校長）

未来を見据えた学校改革（前編）

　「SSKReport」をご購読の学習塾の先生方、い

つも大変お世話になっております。東京農業大学

第三高等学校及び附属中学校の校長、神山達人と

申します。本校は 1985 年に開校し、今年度は高

校創立 40 周年を迎えました。そのような中、私

は本校に着任して 38 年目となり、校長に就任し

て 5 年目となります。生徒募集業務には 30 年近

く携わり、この間、埼玉県私塾協同組合理事長坂

田義勝先生をはじめ、多くの先生方にご指導・ご

支援を賜りましたこと、この場を借りまして厚く

御礼申し上げます。

　2020 年 4 月、校長就任後の最初の職員会議で

先生方に伝えたことあります。「私立中学校・高

校である以上、在校する生徒・保護者の満足度を

高め、その結果として、現在 20 代、30 代の先

生方が私と同じ年齢（当時は 50 代後半）を迎え

たときに、農大三高・三中が存続し、さらに一人

ひとりの先生方やそのご家族の皆さまの生活環境

が向上することを目指します」ということでした。

「国立社会保障・人口問題研究所」の分析による

日本の将来推計人口の資料を鑑みると、2040 年

の本校生徒の通学圏の 15 歳人口は驚くほどの減

少が予測されております。職員会議での言葉は、

結果的には、危機感を共有しながら、一丸となっ

てこの難局を乗り越えようという趣旨でした。し

かしながら、実態としては、2020 年 3 月からコ

ロナによる全国一斉休校→分散登校・時差登校な

ど、学校としては、まさに出鼻をくじかれた感を

否めませんでした。ただ、1918 年に世界規模で

発生したいわゆる「スペイン風邪」も２〜３年で

終息しておりますから、コロナもやがては終息す

るはずだ。その時に農大三高・三中のハード面・

ソフト面での新たな景色を創り出そうという視点

で、先生方、生徒、保護者、OB 等々からいろい

ろとお話をいただきながら、教職員一丸となって

改革を進めていきました。以下、前編は中学での

取り組みを中心にご紹介しまう。

◆教育改革 3 本柱

　中高の共通の教学面では、金田喜明前校長（現

学校法人東京農業大学初等中等教育部統括校長）

の旗振りで、教育改革 3 本柱を打ち出しました。

すなわち「グローバル教育」「実学教育」「学内完

結型教育」です。

◆中学での取り組み

　中学での「グローバル教育」は、中１で外国人

留学生との校内での交流会「イングリッシュワー

クショップ」、中２で外国人留学生との宿泊型研

修「グローバルイングリッシュキャンプ」、そし

て中３は「ニュージーランド語学研修」を行い、

それらの行事での学びの成果を浪漫祭（文化祭）

でプレゼン発表することが最終的なゴールとなり

ます。「実学教育」では、中１ではダイズ栽培に

よる味噌づくり体験、肥料や日照時間等の生育環

境を変えながらダイズの観察記録を蓄積し比較分

析して得た成果を発表する研究体験、中 2 では日

学校紹介
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本養殖振興会の指導により、校内でのヒラメの養

殖と１年間を通して養殖への学びを深め、未来の

養殖の在り方について考察していく養殖体験、中

３では、実学教育の集大成として北海道修学旅行

を実施し、新巻き鮭作り、北方領土、アイヌ文化

への理解を深める文理融合教育が実践されます。

以上のような体験型授業の中に、様々な学びの要

素（科学・技術・機械・芸術・数学）を織り交ぜ、

STEAM 教育と銘打ち、教科融合教育を展開して

おります。「学内完結型教育」では、学習と生活

の両面での支援組織である「EDoM」を導入して

おります。放課後の自習室運営と講習、EDoM

主催の保護者会の開催等々を通じて、生徒一人一

人を保護者・EDoM スタッフ・本校の教員の三

方向から寄り添っていくという新たなシステムが

完成しております。



　「SSKReport」をご購読の学習塾の先生方、い

つも大変お世話になっております。東京農業大学

第三高等学校及び附属中学校の校長、神山達人と

申します。本校は 1985 年に開校し、今年度は高
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結果的には、危機感を共有しながら、一丸となっ

てこの難局を乗り越えようという趣旨でした。し

かしながら、実態としては、2020 年 3 月からコ

ロナによる全国一斉休校→分散登校・時差登校な

ど、学校としては、まさに出鼻をくじかれた感を

否めませんでした。ただ、1918 年に世界規模で

発生したいわゆる「スペイン風邪」も２〜３年で

終息しておりますから、コロナもやがては終息す

るはずだ。その時に農大三高・三中のハード面・

ソフト面での新たな景色を創り出そうという視点
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ろとお話をいただきながら、教職員一丸となって
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学校法人東京農業大学初等中等教育部統括校長）

の旗振りで、教育改革 3 本柱を打ち出しました。

すなわち「グローバル教育」「実学教育」「学内完
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◆中学での取り組み

　中学での「グローバル教育」は、中１で外国人
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編集部では「塾なんでもん」コーナーの原稿を募集します。

学習塾を経営、生徒指導されている方対象。以下の要領でご執筆ください。

日々の生活や仕事などを通じて想うこと、していること（してきたこと）をなんでも自由

気ままにお書きください。塾の仕事に関係しければならない、ということもありません。
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・小説・物語形式や、動画・絵画・書・写真等ビジュアルな形式、作曲等の記号形式での

　作品発表。（閲覧してほしいサイトがあればURLや QRコードを添付）
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⑥原稿〆切：随時。先着順で直近号に掲載。
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本養殖振興会の指導により、校内でのヒラメの養
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を実施し、新巻き鮭作り、北方領土、アイヌ文化

への理解を深める文理融合教育が実践されます。

以上のような体験型授業の中に、様々な学びの要

素（科学・技術・機械・芸術・数学）を織り交ぜ、

STEAM 教育と銘打ち、教科融合教育を展開して

おります。「学内完結型教育」では、学習と生活

の両面での支援組織である「EDoM」を導入して

おります。放課後の自習室運営と講習、EDoM

主催の保護者会の開催等々を通じて、生徒一人一

人を保護者・EDoM スタッフ・本校の教員の三

方向から寄り添っていくという新たなシステムが

完成しております。



神杉　旨宣（城西大学附属城西中学・高等学校校長）

「城西学園の国際交流プログラム」（１）学校紹介
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　城西中学高等学校は 1918（大正七）年、創立当

初から英語教育を重視していた。昭和初期に女性の

ネイティブ教師を採用したのはその一例である。

1934（昭和14）年、城西学園に逓信省で外交文書

の和訳の仕事をしていた新藤富五郎先生が英語教師

として赴任した。新藤先生は戦中戦後の最も困難な

時にも、英語教育を強化し、戦後の新しい学園の土

台を築いた。自由教育の精神が当時の軍国主義の時

勢に合わなかったことを考えると、先人たちの毅然

とした精神に改めて敬服するばかりである。

　こうした、DNA を継承した本校は戦後の高度経

済成長期を経て、グローバル教育へと歩みを進めた。

1982（昭和57）年にアメリカオレゴン州のスイー

トホーム高校から２名の長期（１年間）留学生を受

け入れ、翌年は本校生徒を派遣と、隔年での交換留

学制度がスタートした。直近の留学生受け入れ数

（長・中期留学生）を示すと、コロナ前ではあるが

2015年7名、16年8名、17年11名、18年８名、19年、

5 名となる。

　開始当初の 1982 年から最初の 33 年間で 58 名

だった留学生も 2015 年から 19 年のわずか５年間

で 39 名と急増している。短期留学を含めると

2017 年の一年間で 155 名を受け入れている。アメ

リカのみならず、欧州、オセアニア、アジア、東南

アジア、実に様々な国や地域から多くの留学生を受

け入れている。

　本校では、特に「インターナショナル…」と名が

付くような特別なクラスやコースを設けていない。

留学生を高校１学年すべてのクラスに配置し、全校

生徒にとって留学生との交流が「当たり前」となっ

ている。世界中から集まった「異なる母国語の留学

生たちが日本語で繋がる」面白さが風土として根付

いているのも本校の特徴である。また、当然ながら

短・中・長期の留学生の派遣も同様に行っており中

学生から高校生が毎年数十名、海外へ学びに行って

いる。現在、アメリカ、カナダ、オーストラリア、

ニュージーランド、韓国、中国、台湾の７か国に

13 の姉妹校・提携校をもつ。

　また、中学３年生は全員、オーストラリアに２週

間の研修に行く。現地校に入り、英語で学ぶ。現地

校では一人一人にバディがつき、ホームステイでは

ホストファミリーと寝食を共にする。初めて親元を

離れ、子どもたちが五感をフルに働かせ、自分の力

を試してくる。英語はもとより、異なる文化、価値

観を肌で感じ取ってくる。

　こうした、環境が城西の生徒たちにもたらす教育

効果は目を見張るものがある。2023年度英検取得率

全国私学第１位という実績もその一つであろう。学

園の空気のような自然な流れの中で、英語の必要性

を実感した子どもたちが、自ら資格取得に動いたの

も当然だと思われる。

　校長に就任した 2022 年、新プログラム「ＵＳデュ

アルディプロマプログラム（以下 DDP）」を始動した。

本校に在籍しながら、放課後アメリカのハイスクー

ルの授業をオンラインで受講し、卒業時に城西高校

の卒業資格とアメリカのハイスクールの卒業資格を

同時に取得するプログラムだ。ビジネス学・美術鑑

賞・音楽鑑賞・再生可能エネルギー・メディアとコ

ミュニケーション・海洋学・英文学など授業が実に

魅力的なものばかりである。卒業時には全米ハイラ

ンキングトップ２～８％に位置する大学を含む 30

の大学（アメリカ・イギリス・オーストラリア・

UAE）の入学が保証される。また、国内の難関私

大も帰国生入試や総合型選抜で受験が可能である。

現在、修了生の第１号が誕生した。彼の進路先にも

注目しているが、実は前述した国際交流プログラム

やＤＤＰより、校長として着目しているものがある。

　

　数年前に内閣府が行った我が国と諸外国の若者の

意識に関する調査（日本・韓国・アメリカ・イギリス・

ドイツ・フランス・スウェーデン）において、数あ

る質問の中で、日本人の若者が「そう思う」と回答

した割合が諸外国と比べ、著しく低いものが以下の

ような質問だ。

「私は自分自身に満足している」10.4％　

　　　　　　　　　　　　　（アメリカ 57.9％）

「自分には長所がある」16.3％（韓国 32.4％）

「自分の考えを相手にはっきり伝えることができる」

13.8％　　　　　　　　　　（イギリス 35.4％）

「将来世界で活躍している」3.8％

　　　　　　　　　　　　　（スウェーデン 16.2％）

「多くの人の役に立っている」7.３％

　　　　　　　　　　　　　（フランス 19.5％）

　さらに令和 4 年に行われた OECD の調査では、

「困難に直面した時、たいてい解決策を見つけるこ

とができる」「自分の人生には明確な意義や目的が

ある」「全体としてあなたはあなたの最近の生活全

般に、どのくらい満足していますか」これらの質問

において日本人の高校生が OECD 加盟国中で最下

位の数値をたたいている。

　この要因は、専門家によってさまざまな分析がな

され、見方が異なるかとも思うが、私は日本の若者

の「自己肯定感の低さ」の表れであるのではないか

と考える。

　本校の国際交流の取り組みは、こうした課題を乗

り越えていくために有益であると言いたい。互いの

言語はもとより、価値観や文化の違いに戸惑いなが

らも、留学生とともに授業や部活動、行事、探究プ

ログラム（次号掲載予定）など、学校生活を共にする。

「自分も彼らのように、アグレッシブに行動してよ

い、発言してよい、チャレンジすることは自分の殻

から飛び出せるきっかけになる」。本校の生徒たち

は、多くの気づきを得て、思考や行動に変化が生ま

れるのである。

　前述した若者の意識調査の質問を、本校の内部進

学した高校 1 年生に答えさせた。結果は以下のとお

りである。※（ ）内は日本の平均値。

　22％（10.4）31％（16.3）39％（13.8）

　16％（3.8）26％（7.3）

　様々なプログラムが展開されているため、一概に

は言えないが、その中でも本校の国際交流プログラ

ムが自己肯定感の定着に非常に有効な働きしている

と言えるのではないだろうか。

　最後に、先日行われた高校生合唱祭のコンクール

予選での出来事をご紹介したい。

　三番目に登壇したクラスが課題曲を歌い終え、自

由曲に差し掛かった時、ある男子生徒が突然倒れこ

んだ。すぐさま、隣にいた留学生が右手で彼を抱え

込んだのだが、その留学生は正面を向いたまま、そ

の姿勢で歌い続けた。私も含め客席に居た誰もが動

揺したが、なんと倒れた男子もまた、しゃがんだま

ま片膝をゆっくり立てて、やはり同じく正面に顔を

向けて歌い続けたのである。この日のために、何週

間もともに練習してきたクラスメイトの想いが二人

をそうさせたのかもしれない。不覚にも私は涙が溢

れてしまった。

　人と響きあう感性が豊かな中高生の時期に、そう

した留学生たちとの「何気ない時間の共有」こそ、

城西の生徒たちにとって、理屈ではない、実に貴重

な経験となっていることを校長として実感してい

る。
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「困難に直面した時、たいてい解決策を見つけるこ

とができる」「自分の人生には明確な意義や目的が

ある」「全体としてあなたはあなたの最近の生活全

般に、どのくらい満足していますか」これらの質問

において日本人の高校生が OECD 加盟国中で最下

位の数値をたたいている。

　この要因は、専門家によってさまざまな分析がな

され、見方が異なるかとも思うが、私は日本の若者

の「自己肯定感の低さ」の表れであるのではないか

と考える。

　本校の国際交流の取り組みは、こうした課題を乗

り越えていくために有益であると言いたい。互いの

言語はもとより、価値観や文化の違いに戸惑いなが

らも、留学生とともに授業や部活動、行事、探究プ

ログラム（次号掲載予定）など、学校生活を共にする。

「自分も彼らのように、アグレッシブに行動してよ

い、発言してよい、チャレンジすることは自分の殻

から飛び出せるきっかけになる」。本校の生徒たち

は、多くの気づきを得て、思考や行動に変化が生ま

れるのである。

　前述した若者の意識調査の質問を、本校の内部進

学した高校 1 年生に答えさせた。結果は以下のとお

りである。※（ ）内は日本の平均値。

　22％（10.4）31％（16.3）39％（13.8）

　16％（3.8）26％（7.3）

　様々なプログラムが展開されているため、一概に

は言えないが、その中でも本校の国際交流プログラ

ムが自己肯定感の定着に非常に有効な働きしている

と言えるのではないだろうか。

　最後に、先日行われた高校生合唱祭のコンクール

予選での出来事をご紹介したい。

　三番目に登壇したクラスが課題曲を歌い終え、自

由曲に差し掛かった時、ある男子生徒が突然倒れこ

んだ。すぐさま、隣にいた留学生が右手で彼を抱え

込んだのだが、その留学生は正面を向いたまま、そ

の姿勢で歌い続けた。私も含め客席に居た誰もが動

揺したが、なんと倒れた男子もまた、しゃがんだま

ま片膝をゆっくり立てて、やはり同じく正面に顔を

向けて歌い続けたのである。この日のために、何週

間もともに練習してきたクラスメイトの想いが二人

をそうさせたのかもしれない。不覚にも私は涙が溢

れてしまった。

　人と響きあう感性が豊かな中高生の時期に、そう

した留学生たちとの「何気ない時間の共有」こそ、

城西の生徒たちにとって、理屈ではない、実に貴重

な経験となっていることを校長として実感してい

る。

HP QR コード



深澤　一博（西武台新座中学校・西武台高等学校 校長）

３年間のその先へ！ー未来を見据えた教育でなりたい自分になるー（１）学校紹介
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  本校はここ新座の地に、昭和 56 年開校し今年で

44 年目になります。中学校は平成 24 年に開校し今

年で 13 年目になる比較的若い学校です。

　創立以来の本校の校訓に「豊かに知性を磨き　美

しく心情を養い　たくましく体を鍛えよ」とありま

す。最後の体力は一番活動の基礎となるもので、受

験でも最後は体力勝負になってしまいます。

　さて皆さんが現役で一番活躍する年頃にこの社会

はどうなるのか全くと言っていいくらい予測がつき

ません。情報化の中でも特に AI に象徴される変化

は激しく、住みにくいのか住みやすいのか、見当が

つきにくい時代となります。しかし皆さんはそうし

た社会でも自分の足でしっかり立ち活躍をしていか

なければなりません。そのためにも高校生活におい

て自分を磨き、未来の時代でも応用力の効く学びか

たを身につけ多少のことでもめげない逞しく生きる

精神力の基礎を作る必要があります。まさしく十代

の若く柔軟な頭脳を具えた高校の３年間はそうした

時なのです。

　西武台高校のここで学ぶ３年間で様々な体験を自

分一人だけでなく、友人達と一緒に経験し、お互い

の知力を鍛えるだけで無く、そうした学びの土台を

作れる、豊かな体験が実感できる環境を大切にして

おります。揺れ動く日々のなかで精神的にも体力に

ついても、自分一人だけでなくお互い切磋琢磨し、

将来にわたる大切な友達にも出会える場所でもあり

ます。

　更に皆さん一人一人を大切にし、ここで３年間を

送って良かったとの思いが実感できる先生方も待っ

ております。在学している生徒の皆さん達も、明る

く気持ちよい挨拶と共に心配りの出来る心穏やかで

安心できる環境を作り出している仲間達です。

　皆さん一人一人には自分のありのままを大切にで

きる自己肯定感と共に未来を見据えた教育で自分は

出来るのだと自信を持ち、将来多少の困難に遭遇し

てもその覚悟の上で目標とするなりたい自分になる

努力をして欲しいと願っています。

　本校で展開する学校の具体的な学びは、全学年で

コース制を取っております。特進 S コース、２年前

に発足した探究の学びを一層具体化した STEAM

コースの１クラス、このコースはいわゆる中間、期

末試験はしておりません。そして中核をなす選抜Ⅰ

コース、選抜Ⅱコース、そして進学コースの５つの

コースがあります。どのような学びと目標があるか

細かいことは学校案内を是非一読して下さい。

  21世紀に入り世界中で情報化が加速度的に進展す

る社会で、教育の行く末に人間そのものがどのよう

な社会を作り出そうとしているか、まさに戸惑いの

中にいます。

　人工知能 AI が大きな関心を持たれたのがほんの

10 数年前でした。それが我々でも簡単に使える

チャット GPT の出現により、そのあまりにも急激

な進展に意識が追いついていません。

　人が出来ることの最大の利点は、学んだことから

新しい発想による創造的な仕事を推し進めていける

ことでもあります。本校は全教室に電子黒板を備え、

どの教室からでも 1500人が同時にインターネット

に双方向で接続できる大容量のシステムが備えられ

ています。日常的には板書の時間を短縮し得られた

時間を活用しアクティブラーニング形式の学びを導

入し、自分の考えを自ら他の人に理解してもらう方

法を学び、友達と共にその中から考えたことをどう

工夫しクリエイティブなものに変えていくか、その

ような授業を大切にした教育内容を展開しておりま

す。

　新しいものを生み出す力を、仲間と共に作り上げ

ていく、理解してもらう喜びを実感とし、その手法

を身につけていく。そうしたことを是非本校で学ん

で欲しいのです。



山口　直也（埼玉平成中学校・高等学校　校長・理事長）

埼玉平成の改革への挑戦〜新校長の抱負と覚悟～（１）学校紹介
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　私は令和４年１月より学校法人山口学院理事長、

令和５年４月より埼玉平成中学・高等学校長を務め

ております、どうぞよろしくお願い申し上げます。

この度は学校紹介コーナーに連載させて頂く機会を

頂戴いたしましたので、今回は校長紹介ということ

で私自身のことを紹介させていただけたらと思いま

す。

「育む」。祖父であり、本校創設者である故山口茂先

生が大切にしていた言葉です。墓参りに行き、墓石

に刻まれたこの言葉を見るたびに、私はいつも教育

の在り方について考えます。

　元々家業に興味がなく、父は学校に勤めているよ

うだが、どこで働き、どのような仕事をしているか

を全く知りませんでした。そんな父に「一緒に仕事

をしてほしい」と話をされたのは高校２年生だった

ことを覚えています。この会話が教育について考え

る１つ目の岐路だったと思います。

　それから教育職について考えるようになり、学生時

代には学習塾でアルバイトや非常勤講師として教壇に

立つ経験をしました。当時はまだまだ私自身も青く「教

えることはわからせること」と思っており、教えるこ

との難しさを感じていました。学生時代も終わりいよ

いよ就職をするというタイミングで祖父の墓参りに

行った際に、墓石に刻まれた「育む」という言葉を見

て深く考え、自分のやり方に優しさや愛情が欠けてい

たことに気づかされました。これが自身の教育の在り

方の原点であり、２つ目の岐路です。

　埼玉平成高等学校に入職し、過去の反省を生かし

て「教育とは導くこと」をモットーに教鞭をとって

いましたが、世代交代の準備ということで法人職員

へ異動となりました。教育現場からは離れてしまい

寂しい日々を過ごしていましたが、この間に結婚を

して子供を授かり、愛情というものについて考える

ことができました。初めての子育てで右も左もわか

らず疲弊した日々を過ごしていましたが、子供の成

長を見ることを通して「愛情とはなんだろう」「何

もわからない子供に教えるとはなんだろう」と日々

考えるようになり、生徒に対する愛情がこちらから

一方的に伝えるものだけであり、受け入れることが

できていなかったことに気が付きました。これが３

つ目の岐路です。

　令和４年１月より学校法人山口学院の理事長に着

任し、令和４年度より埼玉県私立中学高等学校協会

の理事職を仰せつかっております。最初は経験豊富

な理事長先生、校長先生がいらっしゃる中で私なん

かがなんの役に立つのだろうかと思いながらも、ど

んな理由があろうとも選ばれたからにはやれること

はやろうと心に誓いました。中高協会での活動を通

じて、私学教育の特徴や難しさ、様々な方々の考え

方に触れることで多くのことを学び、私学教育の一

端を担っているという自覚と責任を感じるようにな

りました。今までは目の前にいる生徒のことだけを

考えていましたが、これからは中学生や高校生が後

悔しない進路選択をしてほしいと、もっと広い意味

での教育について考えることができるようになった

ことが４つ目の岐路です。

　30代半ばの私にとってまだまだ学びの途中ではあ

りますが、私もこれからの学校のためにどんどん貢

献しなければならない、そのような気概を持ってこ

れからも「育む」を大切に学校運営にあたり、学校

改革に取り組んでいきたいと考えております。また、

学校の職員も世代交代が進んでいく中、新しいこと

に取り組むことを大切にしていきます。

　次回からは、埼玉平成中学・高等学校の学校改革

への挑戦についてお話しさせていただければと思い

ます。

HP QR コード
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　アメリカのトランプ現象が日本でも起こりつつあ
ります。経済資本の格差が拡大してくると、分断化
した社会に向かっていくことは、経済の先進諸国や
発展途上国を問わないようです。このような時、反
リベラルで自分中心主義の思想がもてはやされ、エ
ビデンスをもとにした論理を展開していく知識人は
けむたがれる雰囲気になっていきます。SNS のよう
な情報発信手段を、だれもが手にする時代になって
きました。このような時、私たちはどのような学び
方や知識が求められるのだろうかという視点から執
筆した本です。
　この難問を解決するキーワードが、非認知能力と
認知能力ではないかと考えました。
　認 知 能 力 は、認 知 的 能 力 と も 称 し cognitive 
ability（skills）と英語で表記しています。それに非
をつけて、非認知能力（noncognitive ability(skills)）
という用語を広めたのは、「幼児教育の経済学」（東
洋経済新報社）などで知られている、アメリカの労
働経済学者 J・J Heckman（ヘックマン）です。そ
の用語が 2021 年の中央教育審議会初等中等教育分
科分でいつのまにか取り上げられ、一気に広まった
という経緯がありそうです。
　よく考えると何を認知能力か何を非認知能力かと
いう定義らしきものは、ヘックマンの論文をチェッ
クしても出てきません。
　このような事実を知ったうえで、非認知能力とい
う用語を拙著では使っています。この認知能力と非
認知能力という二項対立の概念は、分断化した社会
を考える上で便利ですから。
　2022 年に認知能力と非認知能力を、私なりに定
義しました。今考えると冷汗ものです。　
　私は認知能力を測定できる能力、非認知能力を測
定できない能力と、とりあえず強引に定義して、全
体集合と補集合の図で解説しました。

　次に非認知能力と認知能力を 4 分類してみまし
た。たて軸を非認知能力（の量）、横軸を認知能力（の
量）とします。

Ⅰは非認知能力、認知能力共に秀でているので、自
学自習ができ、自己肯定感が高く、自分で自分の道
を切り開ける可能性が高い。
　　　　　　　　　　　　　Ⅱ非認知能力は高いが
　　　　　　　　　　　　　認知能力が今一つ。知
　　　　　　　　　　　　　識量は少ないが知的好
　　　　　　　　　　　　　奇心は旺盛。この場合
　　　　　　　　　　　　　は、きっかけがあれば、
　　　　　　　　　　　　　猛烈にチャレンジする
　　　　　　　　　　　　　可能性が高い。
Ⅲ非認知能力・認知能力ともに今一つの場合は、行
政などが税金などを活用してフォローして学び直す
機会を提供する。
Ⅳ認知能力が高くて非認知能力が不足していると、
様々な問題行動をする人がふえ、社会が分断化する
可能性が高い。学歴だけにこだわる、マウントをと
ることだけに夢中になる、株で一人勝ちを常に夢見
ている、見栄で文化資本を豊かにしようとする、数
え上げたら切りがない。
　
　何かを学ぶ時、その内容が「わかる」ようになり、
そしてそれを活用して「できる」ようにすることが
重要であることは言うまでもありません。この時の
学びが継続するには、非認知能力の意欲・関心・態度・
計画性・持続性と関係があることは容易に想像でき
ます。しかも「できる」という成功体験によって自
己肯定感も向上します。非認知能力によって計測で
きる認知能力もふえ続けるのがⅠの領域です。一般
的には学歴・経済力とも高い階層と思われます。
　Ⅱは、非認知能力が高くても何らかの要因で認知
能力が伸ばせなかった場合です。成人になって学び
直してみたいと思っている市民のために、その場を
行政が提供することが求められます。中間層が多く、
日本の場合多くの善良な市民がここに属し、リカレ
ント教育に関心を持っていると思われます。
　図のⅢは何らかの要因で「わからない」「できない」
状況が続いたので、非認知能力及び認知能力が不足
していると考えられます。行政を中心とした経済資

本や文化資本の増強対策が求められます。Ⅲの貧困
層の市民をバックアップすることは、人道的な面だ
けでなく、安心して住める市民社会が成立するため
にも必要なケアであることは明白です。分断化した
社会を緩和することが可能となってきます。
　図のⅣは、社会を分断化する富裕層・高学歴層の
存在が気になります。認知能力が高いと高学歴・高
所得の割合が高いことがわかっています。しかし、
非認知能力が不足していると様々な現象が起きま
す。家庭や学校で何かをきっかけにコンプレックス
をもつと、協調性がなく協働で何かをなしとげるの
が苦手、お金を稼ぐのは好きだけど夢中になれるも
のがなく、計画的に仕事はできない、しかも長続き
しない、となってしまうことがあります。そのよう
な市民は社会に出ると、挫折の連続に直面した時、
自己肯定感はゼロに近くなってしまうのではないで
しょうか。この自己肯定感を回復させるために、大
学の授業で身につけたふつうの人があまり知らない
用語を多用してマウントをとろうとすると、さらに
周りから浮いてしまうことがあります。わかってい
るのに衒学趣味の底無しの沼からなかなか脱出でき
ない、ヘイトスピーチをくり返す善良な市民も、こ
の領域にいるのではないでしょうか。
　社交的ではないので、社会関係資本をふやすこと
は難しく、人間関係がギクシャクしてくると、まず
図のⅢの領域の経済的・文化的に恵まれない市民へ、
SNS などを利用してヘイトスピーチをして、ストレ
スを発散しようとする人々が出てきます。弱者を追
いつめることに快感を覚えるのでしょうか。Ⅰの領
域で社会的に活躍している著名人（経済資本や社会
関係資本に十分恵まれている）がもし不祥事を起こ
せば、その部分を拡大して、ストレス発散の標的を
ⅢからⅠへ移したりしています。インターネット上
での誹謗中傷が、どこかで起こっているという報道
を常に耳にします。最近では兵庫の知事選挙では、
マスコミだけでなく、SNS 上でも炎上しているよう
です。
　このように考えてくると、Ⅳの領域の市民を少数
派にすることが、分断化した社会を縮小する方法の
1 つであることは明らかです。Ⅳに属している人を
できるだけⅠに移動させるには、中間層が多いと思
われるⅡや貧困層がいると思われるⅢに位置してい
る市民も、庶民のリベラルアーツに関心を持つこと
が重要なカギになるような気がするのですが。
　このような思いで書いたのが「知識・技能・教養
を育むリベラルアーツ」です。以下、目次を書き並
べておきます。

序章　世の中で求められている能力と知恵
日本の現状を考える / 戦後の教育の成功と失敗 /OECD の
PISA って何？ /2024 年以降の教育はどうなっていくのか /
中学の主要教科と受験

第 1 章　日本の生活と文化
伝統工芸品 / 都市と農村の人口問題 / 食生活の変化 / 稲作を
考える / 日本の農業を考える / 大都市の市街地化 / 地産地消
のエコな社会 / 万葉集と日本の文化 / 都市の人口増加
第 2 章　日本の歴史を知り今を知る

江戸時代の蘭学とは？ / 大正時代の日本経済 / 江戸時代は旅
する人がふえた / 日本の昭和初期の財政 / 鎌倉幕府と元軍 /
日清戦争 / 明治・大正の政治 / 朝鮮戦争と日本の復興 / 経済
発展と都市と農村の格差

第 3 章　今の日本の経済を知る
〜もの作りと消費の関係〜
クレジットカードのしくみ / 製造物責任法 / 金融政策 / 経済
と環境 / 国債の問題点 / 国債と景気対策 / 出版・印刷業と文
化の関係 / 日本の産業構造 / 日本の終身雇用を考える / 価格
と景気 / 経済発展と乗用車 / 食料生産とエネルギー問題 / 日
本の農業の実態 / 株の公開と MBO/ 石油ショック時の日本
経済 / バーコード・POS システム

第 4 章　日本の政治を知る
〜住みやすい社会をつくる〜
日本国憲法 / 民主主義を考える / 三権分立 / 議院内閣制を考
える / 明治・大正時代の選挙制度 / 現在の選挙制度を考える
/ 二院制の利点 / 選挙と政治参加の歴史 / 社会保障制度 / 消
費者の保護 / 地域の政治 / 労働者の働き方改革 / 女性の労働
力率 / 非正規労働者 / 日本の雇用の問題点

第 5 章　未来の社会を考える
〜持続可能な社会って何？〜
バイオ燃料 / 日本の貿易相手国の変化 / 世界の食料問題 / 世
界のコメと小麦の生産 / 世界の大豆の生産 / 発展途上の国ブ
ラジル / 各国の気候 / 持続可能な社会 / 気候変動 / フェアト
レードのチョコレート

第 6 章　地球規模の話
〜グローバル化した社会を知ろう〜
アメリカ合衆国の農業 / アメリカ合衆国の酪農 / アメリカ合
衆国の交通 / アメリカ合衆国の貿易 / アメリカ合衆国の外国
人労働者 / 日本と欧米諸国の経済発展史 / 世界恐慌時のイギ
リス経済 / 世界の人口問題 / 国際社会 / 日本と中国の経済を
比べる / 各国のワーク・ライフ・バランス / 為替と観光 / 観
光と GDP/EU と関税 / オーストラリアの貿易 / インドの援
助 /APEC を知る / ナイジェリアの原油 / 南アメリカの国を
考える

終章　豊かな人生を育むリベラルアーツとは
従来のリベラルアーツを考える / 今なぜ庶民のリベラルアー
ツなのか / 何が庶民のリベラルアーツなのか / 庶民のリベラ
ルアーツのふやし方 / 庶民のリベラルアーツと学び方の関係
/ 補論１：庶民のリベラルアーツと関連する情報収集の方法
/ 補論２：紅茶と砂糖で社会を読み解く〜フカボリの一例〜
/ 補論３：文化資本の相互提供とシェアリング

「分断化しつつある社会での学びとは」
特別寄稿

小宮山　博仁



　アメリカのトランプ現象が日本でも起こりつつあ
ります。経済資本の格差が拡大してくると、分断化
した社会に向かっていくことは、経済の先進諸国や
発展途上国を問わないようです。このような時、反
リベラルで自分中心主義の思想がもてはやされ、エ
ビデンスをもとにした論理を展開していく知識人は
けむたがれる雰囲気になっていきます。SNS のよう
な情報発信手段を、だれもが手にする時代になって
きました。このような時、私たちはどのような学び
方や知識が求められるのだろうかという視点から執
筆した本です。
　この難問を解決するキーワードが、非認知能力と
認知能力ではないかと考えました。
　認 知 能 力 は、認 知 的 能 力 と も 称 し cognitive 
ability（skills）と英語で表記しています。それに非
をつけて、非認知能力（noncognitive ability(skills)）
という用語を広めたのは、「幼児教育の経済学」（東
洋経済新報社）などで知られている、アメリカの労
働経済学者 J・J Heckman（ヘックマン）です。そ
の用語が 2021 年の中央教育審議会初等中等教育分
科分でいつのまにか取り上げられ、一気に広まった
という経緯がありそうです。
　よく考えると何を認知能力か何を非認知能力かと
いう定義らしきものは、ヘックマンの論文をチェッ
クしても出てきません。
　このような事実を知ったうえで、非認知能力とい
う用語を拙著では使っています。この認知能力と非
認知能力という二項対立の概念は、分断化した社会
を考える上で便利ですから。
　2022 年に認知能力と非認知能力を、私なりに定
義しました。今考えると冷汗ものです。　
　私は認知能力を測定できる能力、非認知能力を測
定できない能力と、とりあえず強引に定義して、全
体集合と補集合の図で解説しました。

　次に非認知能力と認知能力を 4 分類してみまし
た。たて軸を非認知能力（の量）、横軸を認知能力（の
量）とします。

Ⅰは非認知能力、認知能力共に秀でているので、自
学自習ができ、自己肯定感が高く、自分で自分の道
を切り開ける可能性が高い。
　　　　　　　　　　　　　Ⅱ非認知能力は高いが
　　　　　　　　　　　　　認知能力が今一つ。知
　　　　　　　　　　　　　識量は少ないが知的好
　　　　　　　　　　　　　奇心は旺盛。この場合
　　　　　　　　　　　　　は、きっかけがあれば、
　　　　　　　　　　　　　猛烈にチャレンジする
　　　　　　　　　　　　　可能性が高い。
Ⅲ非認知能力・認知能力ともに今一つの場合は、行
政などが税金などを活用してフォローして学び直す
機会を提供する。
Ⅳ認知能力が高くて非認知能力が不足していると、
様々な問題行動をする人がふえ、社会が分断化する
可能性が高い。学歴だけにこだわる、マウントをと
ることだけに夢中になる、株で一人勝ちを常に夢見
ている、見栄で文化資本を豊かにしようとする、数
え上げたら切りがない。
　
　何かを学ぶ時、その内容が「わかる」ようになり、
そしてそれを活用して「できる」ようにすることが
重要であることは言うまでもありません。この時の
学びが継続するには、非認知能力の意欲・関心・態度・
計画性・持続性と関係があることは容易に想像でき
ます。しかも「できる」という成功体験によって自
己肯定感も向上します。非認知能力によって計測で
きる認知能力もふえ続けるのがⅠの領域です。一般
的には学歴・経済力とも高い階層と思われます。
　Ⅱは、非認知能力が高くても何らかの要因で認知
能力が伸ばせなかった場合です。成人になって学び
直してみたいと思っている市民のために、その場を
行政が提供することが求められます。中間層が多く、
日本の場合多くの善良な市民がここに属し、リカレ
ント教育に関心を持っていると思われます。
　図のⅢは何らかの要因で「わからない」「できない」
状況が続いたので、非認知能力及び認知能力が不足
していると考えられます。行政を中心とした経済資
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本や文化資本の増強対策が求められます。Ⅲの貧困
層の市民をバックアップすることは、人道的な面だ
けでなく、安心して住める市民社会が成立するため
にも必要なケアであることは明白です。分断化した
社会を緩和することが可能となってきます。
　図のⅣは、社会を分断化する富裕層・高学歴層の
存在が気になります。認知能力が高いと高学歴・高
所得の割合が高いことがわかっています。しかし、
非認知能力が不足していると様々な現象が起きま
す。家庭や学校で何かをきっかけにコンプレックス
をもつと、協調性がなく協働で何かをなしとげるの
が苦手、お金を稼ぐのは好きだけど夢中になれるも
のがなく、計画的に仕事はできない、しかも長続き
しない、となってしまうことがあります。そのよう
な市民は社会に出ると、挫折の連続に直面した時、
自己肯定感はゼロに近くなってしまうのではないで
しょうか。この自己肯定感を回復させるために、大
学の授業で身につけたふつうの人があまり知らない
用語を多用してマウントをとろうとすると、さらに
周りから浮いてしまうことがあります。わかってい
るのに衒学趣味の底無しの沼からなかなか脱出でき
ない、ヘイトスピーチをくり返す善良な市民も、こ
の領域にいるのではないでしょうか。
　社交的ではないので、社会関係資本をふやすこと
は難しく、人間関係がギクシャクしてくると、まず
図のⅢの領域の経済的・文化的に恵まれない市民へ、
SNS などを利用してヘイトスピーチをして、ストレ
スを発散しようとする人々が出てきます。弱者を追
いつめることに快感を覚えるのでしょうか。Ⅰの領
域で社会的に活躍している著名人（経済資本や社会
関係資本に十分恵まれている）がもし不祥事を起こ
せば、その部分を拡大して、ストレス発散の標的を
ⅢからⅠへ移したりしています。インターネット上
での誹謗中傷が、どこかで起こっているという報道
を常に耳にします。最近では兵庫の知事選挙では、
マスコミだけでなく、SNS 上でも炎上しているよう
です。
　このように考えてくると、Ⅳの領域の市民を少数
派にすることが、分断化した社会を縮小する方法の
1 つであることは明らかです。Ⅳに属している人を
できるだけⅠに移動させるには、中間層が多いと思
われるⅡや貧困層がいると思われるⅢに位置してい
る市民も、庶民のリベラルアーツに関心を持つこと
が重要なカギになるような気がするのですが。
　このような思いで書いたのが「知識・技能・教養
を育むリベラルアーツ」です。以下、目次を書き並
べておきます。

序章　世の中で求められている能力と知恵
日本の現状を考える / 戦後の教育の成功と失敗 /OECD の
PISA って何？ /2024 年以降の教育はどうなっていくのか /
中学の主要教科と受験

第 1 章　日本の生活と文化
伝統工芸品 / 都市と農村の人口問題 / 食生活の変化 / 稲作を
考える / 日本の農業を考える / 大都市の市街地化 / 地産地消
のエコな社会 / 万葉集と日本の文化 / 都市の人口増加
第 2 章　日本の歴史を知り今を知る

江戸時代の蘭学とは？ / 大正時代の日本経済 / 江戸時代は旅
する人がふえた / 日本の昭和初期の財政 / 鎌倉幕府と元軍 /
日清戦争 / 明治・大正の政治 / 朝鮮戦争と日本の復興 / 経済
発展と都市と農村の格差

第 3 章　今の日本の経済を知る
〜もの作りと消費の関係〜
クレジットカードのしくみ / 製造物責任法 / 金融政策 / 経済
と環境 / 国債の問題点 / 国債と景気対策 / 出版・印刷業と文
化の関係 / 日本の産業構造 / 日本の終身雇用を考える / 価格
と景気 / 経済発展と乗用車 / 食料生産とエネルギー問題 / 日
本の農業の実態 / 株の公開と MBO/ 石油ショック時の日本
経済 / バーコード・POS システム

第 4 章　日本の政治を知る
〜住みやすい社会をつくる〜
日本国憲法 / 民主主義を考える / 三権分立 / 議院内閣制を考
える / 明治・大正時代の選挙制度 / 現在の選挙制度を考える
/ 二院制の利点 / 選挙と政治参加の歴史 / 社会保障制度 / 消
費者の保護 / 地域の政治 / 労働者の働き方改革 / 女性の労働
力率 / 非正規労働者 / 日本の雇用の問題点

第 5 章　未来の社会を考える
〜持続可能な社会って何？〜
バイオ燃料 / 日本の貿易相手国の変化 / 世界の食料問題 / 世
界のコメと小麦の生産 / 世界の大豆の生産 / 発展途上の国ブ
ラジル / 各国の気候 / 持続可能な社会 / 気候変動 / フェアト
レードのチョコレート

第 6 章　地球規模の話
〜グローバル化した社会を知ろう〜
アメリカ合衆国の農業 / アメリカ合衆国の酪農 / アメリカ合
衆国の交通 / アメリカ合衆国の貿易 / アメリカ合衆国の外国
人労働者 / 日本と欧米諸国の経済発展史 / 世界恐慌時のイギ
リス経済 / 世界の人口問題 / 国際社会 / 日本と中国の経済を
比べる / 各国のワーク・ライフ・バランス / 為替と観光 / 観
光と GDP/EU と関税 / オーストラリアの貿易 / インドの援
助 /APEC を知る / ナイジェリアの原油 / 南アメリカの国を
考える

終章　豊かな人生を育むリベラルアーツとは
従来のリベラルアーツを考える / 今なぜ庶民のリベラルアー
ツなのか / 何が庶民のリベラルアーツなのか / 庶民のリベラ
ルアーツのふやし方 / 庶民のリベラルアーツと学び方の関係
/ 補論１：庶民のリベラルアーツと関連する情報収集の方法
/ 補論２：紅茶と砂糖で社会を読み解く〜フカボリの一例〜
/ 補論３：文化資本の相互提供とシェアリング

1949年生まれ。前放送大学非常勤講師、教育社会学会会員、
教育評論家学生の頃から小中高生を約40年教えて、10年ほど
前から執筆、講演活動に専念。
主な著書
『学歴社会と塾』(新評論1993年)、『塾の力』(文春新書1999
年) 、『塾ー学校スリム化時代を前に』(岩波書店2000年) 、
『活用型学力を育てる本』(ぎょうせい2014年) 、『眠れなくな
るほど面白い数学の定理』(日本文芸社2018年)、『眠れなくな
るほど面白い数と数式の話』(日本文芸社2018年)、『大人に役
立つ算数』(角川ソフィア文庫2019年)、『眠れなくなるほど面
白い統計学の話』(日本文芸社2019年) 、『持続可能な社会を考
えるための66冊』(明石書店2020年) 、『危機に対応できる学
力』(明石書店2022年)、『文化資本とリベラルアーツ』（明石
書店2022年など）

プロフィール

新刊紹介　
『知識・技能・教養を育むリベラルアーツ　
公立高校社会科入試問題から読み解く
社会の姿』
　　　　　　　　　　小宮山博仁著
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学習よりも大切にしていること

長原　糸惠（のびのび学習教室）

　

　自転車を歩行者に邪魔にならないように置く。

普通のことが親子でできない今日このごろ。

　午後 4 時、「よろしくお願いいたします」

低学年と幼稚園児のクラスの生徒がきちんと挨拶

を。体を斜めにまた、頭がきちんと下がっていな

い生徒は「はい、やり直し」。

　普通のことから指導をしていくのが「のびのび

学習教室」の指導方針です。

　着席をしたらまず、自分用のごみ箱を裏紙でお

ります。折れるようになるのに１か月かかる子も

います。しかし、自分で折れた時のあの笑顔は、

最高です。次に 10 問漢字テスト。

その後各自の課題を学習します。

　長原の実家は、昭和 35 年から食品小売業を営

んでおりました。その後、個性豊かなお店へと展

開し、今では普通であるポップを作成しお客様が

足を止めて、買いたくなる店づくりを心掛けまし

た。多くのマスコミの取材もありました。

　ある日、母子家庭のお子さんの英語指導を依頼

されボランテイアで指導しているうちに何故か生

徒が集まってきてしまいました。6 畳一間の部屋

では狭くなりお店を閉めて学習教室へと転職をい

たしました。小売りをしていた時と同じように何

が子供たちに必要か、何をしてあげなければいけ

ないかを常に頭のてっぺんに置いていました。

　そうです、挨拶から生まれる「笑顔」。「笑顔」

から生まれるコミュニケーション。それを大切に

今でも指導しています。「わかった！」を生む

　手をかけず　目をかける　これがのびのび学習

教室です。

　美容院での会話、30 代のお母さんが「うちの子、

ゲームを全く知らない人とやっているのよ。すご

いでしょ。時代よねえ」。あっ。怖い時代に突入

している。保護者の意識についていきながら保護

者を子供のために良かれとなる道へと導かなけれ

ばいけない塾にのびのび学習教室は、今後なって

いきます。いいえなります。

　現在 76 歳、自動車免許の更新前に認知機能検

査を受けなければなりません。絶対満点を取りた

い！毎日模擬テストで練習をしています。そんな

私を見て「何歳になっても勉強だね」小学4 年生

に言われてしまいました。

　「糸惠先生、いくつまで勉強するの？」

　100 歳まで指導ができたらと、その為には心と

体が健康でいな

ければなりませ

ん。今までと同

じように好きな

ことだけをやら

せていただきま

す。それが健康

の秘訣だからで

す。

塾 な ん で も ん

1948年3月東京都目黒区生まれ

趣味　5匹の犬と戯れる

セントポーリアを愛でる

プロフィール

9 題目
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Math and Science Kaleidoscope vol.16

「共有地の悲劇」に学ぶ
浅沼　渉（専門学校東京ビジネス外語カレッジ・学習塾ファインズ講師）
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百済・新羅から大和国へ

布浦　万代（万葉集研究家）

　2024年10月、万葉集と深い関わりのある 1300

年前のかつての百済（現在の扶余郡）・新羅（現

在の慶州市）を初め、韓国の６つの古代都市と２

つの大学を訪問した。

　百済と新羅の地は２度目の訪問である。今回は

20年来の交流がある国立全北大学の教授がご案内

してくださった。アメリカのニューヨーク大学か

ら本国に戻られたばかりの教授には、１週間と言

う案内の日にちを設定するのは大変だったに違い

ない。しかし、教授は非常に細かく日程を組んで

くださった。お陰で観光旅行では行けない貴重な

韓国の地を北から南の地へと車でご案内して頂い

た。教授ともう１人私の韓国の友人と３人同行の

旅であった。

　特に印象深かった訪問の地を記してみたい。坡

州市は、板門店のある軍事境界線（38度線）を隔

てて北朝鮮と接する最前線の DMZ（非武装地帯）

がある唯一の市である。ゴンドラに乗り、真下に

イムジン河を見ながら烏頭山展望台に登る。展望

台から見える北朝鮮は蛇行して流れるイムジン河

を挟み有刺鉄線の向うに意外と近くに見える。晴

れた日には北朝鮮の人が歩くのが見えるという。

展望台の近くに米軍基地もあり緊張感を少なから

ず感じた。朝鮮戦争は国を南北に分断したが、未

だ戦争は休戦中で終戦には至っていない。現在、

韓国の成人男性には兵役義務があり、19歳になる

年に徴兵検査を受け、28歳の誕生日を迎えるまで

に入隊が義務づけられているとのことであるが、

教授も若い時この徴兵制度に入隊したとのことで

あった。

　かつてザ・フォーク・クルセターゼが歌った「イ

ムジン河」を思い出した。

①イムジン河水清く　とうとうと流る　

　水鳥自由にむらがり飛びかうよ

　我が祖国南の地　おもいははるか　

　イムジン河水清く　とうとうと流る

②北の大地から南の空へ　飛びゆく鳥よ　

　自由の使者よ　だれが祖国を

　二つに分けてしまったの　誰が祖国を分けてし

　まったの

③イムジン河空遠く　虹よかかっておくれ　

　河よおもいを伝えておくれ

　ふるさとをいつまでも　忘れはしない　

　イムジン河　水清くとうとうと流る

何度聞いても感動し、そして胸が痛む歌である。

翌日、ソウル市を経て龍仁市にある「韓国民族村」

を訪ねた。ここは朝鮮半島に古くから伝わる生活

様式や歴史を学べる野外施設があるテーマパーク

である。広大な敷地を歩いていると、目を見張っ

たのが古民家である。屋根は藁で葺かれ、家の外

側の土壁には吊るされ沢山のとうもろこしが干さ

れていた。そして傍には牛に引かせて田畑を耕す

犂が置かれていた。かつて日本の農家でも見受け
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られた風景である。動力耕耘機が普及する1960 

年代まで広く使われていたと言われている農機具

であるが、朝鮮半島や中国から日本に伝来したも

ので唐犂と呼ばれる田畑を耕す道具である。つく

ば市の資料館で見たことがある為か懐かしさを覚

えた。一巡し帰ろうとしたら、ここで結婚式も挙

げられるらしく、古典民族音楽隊を先頭にこちら

にその一行が行進してきた。すぐ後には美しいチ

マジョゴリを着た沢山の若い女性たちが踊りなが

ら行列でやって来た。続いて新郎が伝統的な韓服

を着て馬に乗り、新婦も古式豊かな美しい韓服を

着て篭に乗ってやって来た。まるで映画のワン

シーンを観ているようであった。そして道の両側

にはたちまち大勢のギャラリーが集まり、新郎、

新婦の写真を撮るのも儘ならない状態であった。

今でも若い人たちが伝統文化を守り、自分の門出
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プロフィール

＊萬葉学会会員

＊万葉集・まほろばの会」主宰

＊アメリカ・ホノルルで万葉集を講演

＊国連（スイス・ジュネーブ）で万葉集を講演

＊アメリカ・ボストンで万葉集を講演

＊茨城県民大学万葉集講師の他、各地の講師

パジュ

ヨンイン

を多くの人に祝って頂いていることに驚きを禁じ

得なかった。因みに教授に伺ったところ彼も伝統

的な韓服で挙式したとのことであった。あの緊張

感のある DMZ の坡州市とは、格段の違いがある

龍仁市であった。また、ここは日本でお馴染みの

「チャングムの誓い」や「イ・サン」「善徳女王」「ト

ンイ」などの人気ドラマもここで撮影された所で

ある。目指す百済・新羅にはなかなか到着しそう

にないが、次号は待ちに待った百済へと駒を進め

たい。

からすき



家 紋 作 り に 挑 戦  

sin15ｸ× sin165ｸ
sin15ｸ× Psin195ｸ

sinｵ×sin（180Pｵ）

教科書

版

大水　秀樹（東星学園中学校高等学校）
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少子化と教育資金

由紀　草一（元茨城県公立高校教諭）

　かなり前から、重要な政治的イシューとして、

少子化が世界的な話題になっている。

　ロシアではチャイルドフリー（子どもなし）を

奨めるＳＮＳ記事を禁止する法律がじきに成立し

そうだ。チャイナは35年続けた一人っ子政策を

2015年に廃止して、今や「子どもは三人産め。

それが国家のためだ」なんて言っているとのこと。

　いかに独裁国家でも、こんな話を素直に聴く人

はそういないだろう。子どもをいつ作るか、何人

作るか、それは、普通は夫婦の、カップルに委ね

るしかない。これは大原則である。自由主義とか

個人主義とかの、主義主張の問題ではない。子ど

もの養育は両親が最終責任を負うしかない、とい

う単純な事実からして、そうなる。

　例しにこういうことを考えてみよう。「自分は

子どもなんて欲しくない。しかし、それでは国の

ためにならないから、産んで育てるんだ」なんて

言う母親に子どもを育ててもらいたいか？　私は

御免だ。

　イスラエルのキブツや日本のヤマギシ会のよう

に、家族ではない大集団で子どもを養育する例もあ

るが、それは即ち家族の解体を意味する。それが好

ましいと思う人はそんなに多くはいないだろう。

　などなど、世界中で多くの人が真剣に悩んでい

る、かどうかはよくわからないが、少なくともそう

見せてはいる問題なのだが、翻って考えると、少子

化というのは、本当に悪いことなのだろうか？

　すぐにわかるデメリットは、いわゆる高齢化社

会になると、生産に従事する年齢層が薄くなって、

経済が行き詰まる、というもの。しかしそれが、

ロボットやＡＩの発達によって（いわゆる技術革

新によって）、これまで必要とされた人間の労働

力が減少しても、生産性はかなりの程度保持でき

るとしたら、壊滅的な事態は避けられるのではな

いか、と考えられる。いや、楽観的すぎるかも知

れないが……。

　それに第一、人類の歴史を考えると、今の状態

は異常とは言わないまでも、かなり特殊で、しか

も急激にこうなったのである。

「1950年におよそ25億人だった世界の人口は、

2000年にはおよそ61億人と、この50年の間に

2.4倍に増加した。現在は、1.2％の割合で年間

7700万人増加している。（中略）2050年までに、

世界人口は、国連の中位推計で93億人に達する

ものと予想される。」（『国土交通白書平成14年

度』）

　だから地球全体では、人口増こそ依然として問

題なのである。

　そこで、両者を含めて最適な状態を考えると、

現在の文明の状態を保つため（今更農耕社会にも

どるのは、私のためにも、私の子孫のためにも望

まないので）には、

　①労働力不足を補うＡＩ技術の開発発展

　②その技術革新の成果を現在の開発途上国にも

　　及ぼす

ことを目標とすべきであろう。

　そこから逆転して考えると、地球全体での出生

率1.8程度の、緩やかな少子化こそ望ましいので

はないだろうか。

　それでもやっぱり、日本の平成５年度の合計特

殊出生率（1人の女性が産む子どもの数の指標と

なる割合）は昨年1.20（厚生労働省調べ）とい

うのは少なすぎるようだ。有効な方策はあるのだ

ろうか。

「経済的な不安があるから、思うように子ども

を作れないんだ」という夫婦は多いのだから、

政府にできることは、そういう外部的な条件を、

なるべく子どもを増やすことが有利になるよう

に、少なくとも不利はなるべく減らすように、

整えることだろう。というか、外部からの有効

な働きかけとしては、それしかない。

　しかし、ここには抑えておくべきポイントがあ

る、と思う。何も特別なことではない。漠然とな

ら誰でも知っていることだが、教育問題に触れる

ので、あまり露骨に語るのは憚られるような雰囲

気があり、うっかりしていると、百田尚樹氏のよ

うな、見当外れの暴論を言うことになってしまい

かねない。

　以下、ネット上で手に入る統計数値をなるべく

細かく挙げて、実態をみていこう。

　まず家族を作る大前提に関わる晩婚化・未婚化

問題。

　社会保障・人口問題研究所の「出生動向基本調

査」令和３年度（18～34歳未婚男女者対象）に

よると、「いずれ結婚するつもり」の男性は

81.4%（前回85.7%）女性は84.3%（前回 89.3%）

で、「一生結婚するつもりはない」男性17.3%（前

回12.0％）女性14.6%（前回8.0％）を大きく上

回っている。

　ただ結婚願望は前回の調査（５年前）より減っ

てはいる。そしてまた、実際の婚姻数もそうなっ

ている。昭和47（1972）年の約110万組をピー

クとして、平成12（2000）年からは減少傾向が

続き、昨年はついに50万組を割り込んだ（約47

万組。こども家庭庁調べ）。

　なぜ結婚しないのかについては、24歳までは

「結婚するにはまだ若すぎるから」が男女ともに

40％台で最も多い。25歳以降は「適当な相手に

まだめぐり会わないから」が男性43.3％（前回

45.8％）女性48.1％（前回51.2％）が最高にな

る。しかし男女双方で前回より僅かに割合が減っ

ている。その代り、「今は、趣味や娯楽を楽しみ

たいから」「異性とうまくつき合えないから」が

少し増えている。「今は、仕事（または学業）に

うちこみたいから」は、男性14.3％（前回17.9

％）女性14.4％（前回19.1％）で、むしろ減っ

ている。

　これらをまとめると、結婚が家同士の契約関係

の面が薄れ、実際に本人同士の決意のみに拠ると

なると（日本国憲法第二十四条「婚姻は、両性の

合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を有

することを基本として、相互の協力により、維持

されなければならない」）、ある特定の異性（適

当な相手）と夫婦関係になることは新たな家を作

ることに他ならず、そのための決意が、そして、

そのように決意する「理由」が必要になるのだ。

そう感じられること自体が、結婚の敷居を高くする。

　改めて考えてみれば、それまで他人だった者と

ずっといっしょに、新たな生活を築くというのは、

かなり途方もない試みだとも言える。

　一方で、一生独身、というのもまた、重大過ぎ

る決意で、そうする理由もまた、簡単には見つか

らない。人は依然として、家庭を持って生きるの

が普通だと一般に考えられている。その「普通」

を捨ててまで打ち込むべき仕事や学問研究がいつ

でも、いつまでもある人のほうがごく稀だろう。

　この社会通念のみが、今のところ結婚難に歯止

めをかけている。

　というのはさすがに汚く言い過ぎであって、未

婚男女が結婚のメリットとして、「自分の子ども

や家庭をもてる」が男性31.1％（前回35.8％）

女性39.4％（前回49.8％）で、減ってはいるが、

かなり上位を占めているのは当然でもあり、良い

ことだと言うべきだろう（因みに、女性では結婚

する理由中これが第一位。男性では「精神的な安

らぎの場が得られる」33.8％に次ぐ第二位。こ

れは男性のほうが、「安らぎの場」としての家庭

が、タダではないにしろ、より楽に手に入ると思

っている証左であろう）。

　そして、結婚後の夫婦が持ちたい子ども数（平

均理想子ども数）としては2.25人（前回2.32人）

だが、実際問題を考えた場合の子ども予定数は平

均2.01人（前回と同じ）になっている。

　この差はどこから来るか。「子育てや教育にお

金がかかりすぎるから」という理由が52.6%でダ

ントツである。これが、妻が35歳未満の、最も

出産が期待される若夫婦に限ると77.8％で、大

多数となる。少子化解消を政治課題とするなら、

ここにこそ焦点を合わせるべきであろう。

　日本の教育費は高い、というのは有名であり、

個人的に20年ほど前に、外国人にも「そうなん

だろ？」と訊かれたことがある。「子どもを一人、

一人前にするのにだいたい1,000万円かかるんだ

ろ？」と言う日本人もいた。すると三人なら

3,000万円。おいそれと子どもは持てないと思う

のも無理はない。

　この金額はそんなに間違っていない。文科省の

「令和３年度子供の学習費調査」によると、幼稚

園から高等学校まで、すべて国公立へ通った場合

の学習費総額は574万円、すべて私立だと1,838

万円で、ここに今や６割以上が進む大学など上級

学校の資金が加わる。

　問題はその中身である。公立小中学校では授業

料は無償、学校内でかかる費用は制服代や教材費、

部活動などの費用で、学習費にかかる費用は年間、

小学校で18.7％､中学校で24.6％に過ぎない（給

食費は別）。小学校で70.2％（約25万円）、中学

校で68.4％（約37万円）が、塾や習い事など、

学校外の費用に充てられている。なお、私立だと、

小学校の学校外活動費は、割合は39.6％で少な

いが、金額の平均66万円で、公立の三倍近くに

なっている。私立小学校は学費も高い（総額約

961万円）が、校外活動にも多くの金額をかける

ということで、子どもを私立の小学校に入れるの

は富裕層の特権だと感じられるのも無理はない。

　そして幼稚園。文部科学省の管轄だから（保育

園は厚生労働省）学校ではあるのだが、義務化さ

れているわけではない。子どもを行かせなくても、

制度上問題はないということだ。しかし現在、ど

ちらにも行かせない、というのは、未就園児とい

う言葉もできたぐらい特殊で、令和５年のこども

家庭庁設立準備室の発表では1.8％（5.4万人）が

そうだという。

　そして現在、３歳から就園する３年保育が主流

を占めている。これは地域にも拠るが、せいぜい

この20年ほどの傾向であって、例えば私自身は
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幼稚園に３ヶ月ほど通ってなんとなく行かなくな

った話を、軽い調子で、小さい頃父母からされて

いた。

　そして国公立と私立の別だと、圧倒的に私立が

多い。幼稚園は学校数で69.7％、在園者数で

88.2％が私立だ（令和６年度学校基本調査によ

る）。その費用は前掲の調査で平均135万円。こ

れが多くの場合、「当然のこと」として教育費の

中に含まれる。

　これは近い将来変ることが見込まれる。公立高

校の授業料は昨年までは収入の条件付きで無料だ

ったが、東京都や大阪府では、今年度の入学生か

ら、私立を含めて、実質すべて無償となると同時

に、就学前の幼児教育も無償にすることになって

いる。

　これらの施策が無意味とは言わない。政府は、

この点ではかなり懸命に、少子化最大の原因であ

る「教育にお金がかかり過ぎる」情況を改善しよ

うとしていると評価すべきであろう。その上で、

我ながら厭な予測を申し上げるのだが、これは無

駄ではないにしても、決定的な方向転換の効果は

そんなにあるとは思えない。

　理由を手短に言えば、子どもの教育は個々の家

庭の事業として行われるからだ。この事業の最終

目標は、自分の子どもの社会的な成功である。一

流企業や上級公務員がそのわかりやすい例。その

他、芸術芸能やスポーツの分野で成功する人はい

わゆる学習の分野よりずっと少ないが、それでも

「子どもの隠れた才能を引き出す」ために習い事

をさせる親は少なくない。そのための学校外活動

費が、前述のように、公立小学校で248万円、私

立で661万円なのである。

　日本人は子どもの教育に金を惜しまない、とも

よく言われるが、目に見えない才能を引き出し、

伸ばす、ことのためにはどれくらいの金額が必要

なのか、誰にも言うことはできないであろう。そ

れを賄う財力があるなら、限界は、子ども自身の

時間と体力にしかない。我が子にずいぶん無理を

させているな、と思える親はしばらく前から決し

て少なくない。

　問題は、このような傾向が、社会の隅々にまで

及ぶ、ということである。今後見込める夫婦の年

収が、上に見たような教育費を賄うには不安だ、

と思えたら、結婚する理由は確実に、一つはなく

なるであろう。そこは妥協して、我が子が、社会

の上位層に入れないのはしかたないとしても、人

並み以下は耐えられない。そこで、幼稚園にも入

れるし、塾にも行かせる。第一、ほとんどの子が

そうするなら、これをやめたら他の子どもたちと

一緒に遊べないのだから、もう選択の余地はない

　そして、このような情況では、公立学校の質の

向上などには、ほとんど魅力が感じられないであ

ろう。そこは、誰でも入れる、というか、私立学

校にも行かないとしたら、入らなければならない

場所だ。ないのは困る、なぜなら、子どもを昼間

どこへ置いたらいいのか分からなくなってしまう

から（その理由で、保育園はかなりの地域でまだ

増設が望まれている）。

　そして学級崩壊の無秩序状態はさすがに困るが、

そうでなければ、何か一定のことを生徒に強制し

過ぎるのはむしろ迷惑だ。義務教育ではないが、

今や進学率が98.8％に達して、行くのが当り前

になっている高等学校では、「勉強をしないから

という理由で留年や退学させるなんてひどい」と、

普通に言われるようになっている。

　最後に、この分野でも参照すべき数値を挙げて

おこう。ＯＥＣＤが2022年に発表した公財政教

育支出（国の総支出のうち教育のために出してい

る部分）は、対ＧＤＰ比だと、ＯＥＣＤ37カ国

の平均4.3％のところ、日本は3.0％で、36位で

ある。もちろんＧＤＰ世界第四位の国なのだから、

金額では小学校から高校までの生徒一人あたり年

間約12,500米ドル（１ドル150円として約188万

円）支出していることになり、これはＧＤＰ各国

平均12,000ドルよりは高い。が、日本は全体と

して公教育にお金をかけているほうだとは言えな

い。

　そのことの結果が一番顕著なのは学級規模、つ

まり一クラスの生徒数である。ＯＥＣＤの平均は

21.1人のところ、日本の公立小学校は平均27.2

人で、ＯＥＣＤ諸国中イギリスと並んで第二位の

人数になっている。

　諸外国に比べて日本のクラスの生徒数は多すぎ

ることは、私が教員になった40年ほど前から話

題になっていた。しかし昭和55（1980）年から

平成３（1991）年までで小学校でようやく40人

学級（一クラスの上限を40人にする、というこ

と。実際の編成には弾力性が認められているので、

地域差がある）が完成し、令和2（2020）年か

ら、コロナを慮って、ようやく35人学級に引き

下げられた。

　クラスの人数は少ないほうが学習効率はよいし、

生徒一人一人への教師の目も届くと、確証はない

が、普通に思える。しかしそれは、官僚も政治家

も、一般国民もあまり望まないようだ。

　子どもの学力が上がるのは好ましいに決まって

いる、ただし自分の子どもなら。他所の子どもの

ために、なぜ多額の税金や社会保障費が使わなけ

ればならないのか。優秀かそうでないかは、所詮

比較相対上の話だ。学力が全体として底上げされ

るなら、むしろ我が子のライバルに塩を送ること

になってしまいかねないではないか。エゴと言え

ばそうだが、子作り・子育てが各家庭の事業であ

る以上、このような思いが根絶されることはない。

　なんだか、どうしようもないという見通しだけ

を述べて終わりになりそうだが、「教育にお金が

かかりすぎる」情況は、特定の個人や集団のせい

ではなく、国民全体の思惑や欲望が絡み合ってこ

うなったのだ、ということは最初に心得ておくべ

きだろうと思う。

　そのうえで、子育て支援金を出す以上の施策は、

私にも思いつかない。今年度から、三歳までは月

額15,000円、その後高校卒業時点までは10,000

円支給することになっている（一人親や、低所得

家庭の場合は増額される。また第三子以降は全期

間30,000円）。ざっと計算して、第一子、二子は

234万円、第三子以降は648万円総額で貰えるこ

とになる。

　この金額の多寡についてはいろいろ議論がある

ところだろう。もう一つのポイントは、この金が

親に渡される、というところである。何にどう使

ったか、報告の義務があるわけではないので、生

活費に充てても、貯金しても、つまり子どものた

めに使わなくても自由。

　再三述べたように、子作り・子育てが各家庭固

有の事業である面からすれば、それでよい。しか

し、自由である場合には、必ず、機会を生かすだ

けの賢明さがある人とそうでない人の差が出てき

てしまう。またこの場合、塾やスポーツクラブな

ど、学校以外の教育機関がどれくらいあるかの地

域差も大きく関係してくる。

　だから私はこれによって、少子化には少しは歯

止めがかかるかも知れないが、それ以上に、いわ

ゆる階層化を進める結果のほうが大きいのではな

いか、と予想している。それでもかまわない、と

思うか、その弊害が顕著になったら他に対策を立

てればよい、と思うか、それぞれではあるだろう

が、今後の日本社会の在り方を考えるためには、

けっこう大きなポイントだと思う。

＊知り合いで元塾講師、現在は一人で出版事業に携

わっている白崎一裕さんが、高校教師佐々木賢と共

同通信社の記者・松田博公の対談による『果てしな

い教育？』と『教育という謎』いう昭和と平成の変

わり目ぐらいに出た二著の再刊を企画しています。

私見によるとこの二冊は、日本における脱学校論最

大の成果です。白崎さんは現在、これについてのメ

ールマガジンを出しておりますので、興味のある方

は連絡してみて下さい。

 

(株)那須里山舎　白崎一裕

〒324-0235 栃木県大田原市堀之内625-24

tel: 0287-47-7620　fax: 0287-54-4824

携帯：090-3688-2431

livetoge@yahoo.co.jp　HP:https://nasu-satoya-

masya.com/



　かなり前から、重要な政治的イシューとして、

少子化が世界的な話題になっている。

　ロシアではチャイルドフリー（子どもなし）を

奨めるＳＮＳ記事を禁止する法律がじきに成立し

そうだ。チャイナは35年続けた一人っ子政策を

2015年に廃止して、今や「子どもは三人産め。

それが国家のためだ」なんて言っているとのこと。

　いかに独裁国家でも、こんな話を素直に聴く人

はそういないだろう。子どもをいつ作るか、何人

作るか、それは、普通は夫婦の、カップルに委ね

るしかない。これは大原則である。自由主義とか

個人主義とかの、主義主張の問題ではない。子ど

もの養育は両親が最終責任を負うしかない、とい

う単純な事実からして、そうなる。

　例しにこういうことを考えてみよう。「自分は

子どもなんて欲しくない。しかし、それでは国の

ためにならないから、産んで育てるんだ」なんて

言う母親に子どもを育ててもらいたいか？　私は

御免だ。

　イスラエルのキブツや日本のヤマギシ会のよう

に、家族ではない大集団で子どもを養育する例もあ

るが、それは即ち家族の解体を意味する。それが好

ましいと思う人はそんなに多くはいないだろう。

　などなど、世界中で多くの人が真剣に悩んでい

る、かどうかはよくわからないが、少なくともそう

見せてはいる問題なのだが、翻って考えると、少子

化というのは、本当に悪いことなのだろうか？

　すぐにわかるデメリットは、いわゆる高齢化社

会になると、生産に従事する年齢層が薄くなって、

経済が行き詰まる、というもの。しかしそれが、

ロボットやＡＩの発達によって（いわゆる技術革

新によって）、これまで必要とされた人間の労働

力が減少しても、生産性はかなりの程度保持でき

るとしたら、壊滅的な事態は避けられるのではな

いか、と考えられる。いや、楽観的すぎるかも知

れないが……。

　それに第一、人類の歴史を考えると、今の状態

は異常とは言わないまでも、かなり特殊で、しか

も急激にこうなったのである。

「1950年におよそ25億人だった世界の人口は、

2000年にはおよそ61億人と、この50年の間に

2.4倍に増加した。現在は、1.2％の割合で年間

7700万人増加している。（中略）2050年までに、

世界人口は、国連の中位推計で93億人に達する

ものと予想される。」（『国土交通白書平成14年

度』）

　だから地球全体では、人口増こそ依然として問

題なのである。

　そこで、両者を含めて最適な状態を考えると、

現在の文明の状態を保つため（今更農耕社会にも

どるのは、私のためにも、私の子孫のためにも望

まないので）には、

　①労働力不足を補うＡＩ技術の開発発展

　②その技術革新の成果を現在の開発途上国にも

　　及ぼす

ことを目標とすべきであろう。

　そこから逆転して考えると、地球全体での出生

率1.8程度の、緩やかな少子化こそ望ましいので

はないだろうか。

　それでもやっぱり、日本の平成５年度の合計特

殊出生率（1人の女性が産む子どもの数の指標と

なる割合）は昨年1.20（厚生労働省調べ）とい

うのは少なすぎるようだ。有効な方策はあるのだ

ろうか。

「経済的な不安があるから、思うように子ども

を作れないんだ」という夫婦は多いのだから、

政府にできることは、そういう外部的な条件を、

なるべく子どもを増やすことが有利になるよう

に、少なくとも不利はなるべく減らすように、

整えることだろう。というか、外部からの有効

な働きかけとしては、それしかない。

　しかし、ここには抑えておくべきポイントがあ

る、と思う。何も特別なことではない。漠然とな

ら誰でも知っていることだが、教育問題に触れる

ので、あまり露骨に語るのは憚られるような雰囲

気があり、うっかりしていると、百田尚樹氏のよ

うな、見当外れの暴論を言うことになってしまい

かねない。

　以下、ネット上で手に入る統計数値をなるべく

細かく挙げて、実態をみていこう。

　まず家族を作る大前提に関わる晩婚化・未婚化

問題。

　社会保障・人口問題研究所の「出生動向基本調

査」令和３年度（18～34歳未婚男女者対象）に

よると、「いずれ結婚するつもり」の男性は

81.4%（前回85.7%）女性は84.3%（前回 89.3%）

で、「一生結婚するつもりはない」男性17.3%（前

回12.0％）女性14.6%（前回8.0％）を大きく上

回っている。

　ただ結婚願望は前回の調査（５年前）より減っ

てはいる。そしてまた、実際の婚姻数もそうなっ

ている。昭和47（1972）年の約110万組をピー

クとして、平成12（2000）年からは減少傾向が

続き、昨年はついに50万組を割り込んだ（約47

万組。こども家庭庁調べ）。

　なぜ結婚しないのかについては、24歳までは

「結婚するにはまだ若すぎるから」が男女ともに

40％台で最も多い。25歳以降は「適当な相手に

まだめぐり会わないから」が男性43.3％（前回

45.8％）女性48.1％（前回51.2％）が最高にな

る。しかし男女双方で前回より僅かに割合が減っ

ている。その代り、「今は、趣味や娯楽を楽しみ

たいから」「異性とうまくつき合えないから」が

少し増えている。「今は、仕事（または学業）に

うちこみたいから」は、男性14.3％（前回17.9

％）女性14.4％（前回19.1％）で、むしろ減っ

ている。

　これらをまとめると、結婚が家同士の契約関係

の面が薄れ、実際に本人同士の決意のみに拠ると

なると（日本国憲法第二十四条「婚姻は、両性の

合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を有

することを基本として、相互の協力により、維持

されなければならない」）、ある特定の異性（適

当な相手）と夫婦関係になることは新たな家を作

ることに他ならず、そのための決意が、そして、

そのように決意する「理由」が必要になるのだ。

そう感じられること自体が、結婚の敷居を高くする。

　改めて考えてみれば、それまで他人だった者と

ずっといっしょに、新たな生活を築くというのは、

かなり途方もない試みだとも言える。

　一方で、一生独身、というのもまた、重大過ぎ

る決意で、そうする理由もまた、簡単には見つか

らない。人は依然として、家庭を持って生きるの

が普通だと一般に考えられている。その「普通」

を捨ててまで打ち込むべき仕事や学問研究がいつ

でも、いつまでもある人のほうがごく稀だろう。

　この社会通念のみが、今のところ結婚難に歯止

めをかけている。

　というのはさすがに汚く言い過ぎであって、未

婚男女が結婚のメリットとして、「自分の子ども

や家庭をもてる」が男性31.1％（前回35.8％）

女性39.4％（前回49.8％）で、減ってはいるが、

かなり上位を占めているのは当然でもあり、良い

ことだと言うべきだろう（因みに、女性では結婚

する理由中これが第一位。男性では「精神的な安

らぎの場が得られる」33.8％に次ぐ第二位。こ

れは男性のほうが、「安らぎの場」としての家庭

が、タダではないにしろ、より楽に手に入ると思

っている証左であろう）。

　そして、結婚後の夫婦が持ちたい子ども数（平

均理想子ども数）としては2.25人（前回2.32人）

だが、実際問題を考えた場合の子ども予定数は平

均2.01人（前回と同じ）になっている。

　この差はどこから来るか。「子育てや教育にお

金がかかりすぎるから」という理由が52.6%でダ

ントツである。これが、妻が35歳未満の、最も

出産が期待される若夫婦に限ると77.8％で、大

多数となる。少子化解消を政治課題とするなら、

ここにこそ焦点を合わせるべきであろう。

　日本の教育費は高い、というのは有名であり、

個人的に20年ほど前に、外国人にも「そうなん

だろ？」と訊かれたことがある。「子どもを一人、

一人前にするのにだいたい1,000万円かかるんだ

ろ？」と言う日本人もいた。すると三人なら

3,000万円。おいそれと子どもは持てないと思う

のも無理はない。

　この金額はそんなに間違っていない。文科省の

「令和３年度子供の学習費調査」によると、幼稚

園から高等学校まで、すべて国公立へ通った場合

の学習費総額は574万円、すべて私立だと1,838

万円で、ここに今や６割以上が進む大学など上級

学校の資金が加わる。

　問題はその中身である。公立小中学校では授業

料は無償、学校内でかかる費用は制服代や教材費、

部活動などの費用で、学習費にかかる費用は年間、

小学校で18.7％､中学校で24.6％に過ぎない（給

食費は別）。小学校で70.2％（約25万円）、中学

校で68.4％（約37万円）が、塾や習い事など、

学校外の費用に充てられている。なお、私立だと、

小学校の学校外活動費は、割合は39.6％で少な

いが、金額の平均66万円で、公立の三倍近くに

なっている。私立小学校は学費も高い（総額約

961万円）が、校外活動にも多くの金額をかける

ということで、子どもを私立の小学校に入れるの

は富裕層の特権だと感じられるのも無理はない。

　そして幼稚園。文部科学省の管轄だから（保育

園は厚生労働省）学校ではあるのだが、義務化さ

れているわけではない。子どもを行かせなくても、

制度上問題はないということだ。しかし現在、ど

ちらにも行かせない、というのは、未就園児とい

う言葉もできたぐらい特殊で、令和５年のこども

家庭庁設立準備室の発表では1.8％（5.4万人）が

そうだという。

　そして現在、３歳から就園する３年保育が主流

を占めている。これは地域にも拠るが、せいぜい

この20年ほどの傾向であって、例えば私自身は

25

幼稚園に３ヶ月ほど通ってなんとなく行かなくな

った話を、軽い調子で、小さい頃父母からされて

いた。

　そして国公立と私立の別だと、圧倒的に私立が

多い。幼稚園は学校数で69.7％、在園者数で

88.2％が私立だ（令和６年度学校基本調査によ

る）。その費用は前掲の調査で平均135万円。こ

れが多くの場合、「当然のこと」として教育費の

中に含まれる。

　これは近い将来変ることが見込まれる。公立高

校の授業料は昨年までは収入の条件付きで無料だ

ったが、東京都や大阪府では、今年度の入学生か

ら、私立を含めて、実質すべて無償となると同時

に、就学前の幼児教育も無償にすることになって

いる。

　これらの施策が無意味とは言わない。政府は、

この点ではかなり懸命に、少子化最大の原因であ

る「教育にお金がかかり過ぎる」情況を改善しよ

うとしていると評価すべきであろう。その上で、

我ながら厭な予測を申し上げるのだが、これは無

駄ではないにしても、決定的な方向転換の効果は

そんなにあるとは思えない。

　理由を手短に言えば、子どもの教育は個々の家

庭の事業として行われるからだ。この事業の最終

目標は、自分の子どもの社会的な成功である。一

流企業や上級公務員がそのわかりやすい例。その

他、芸術芸能やスポーツの分野で成功する人はい

わゆる学習の分野よりずっと少ないが、それでも

「子どもの隠れた才能を引き出す」ために習い事

をさせる親は少なくない。そのための学校外活動

費が、前述のように、公立小学校で248万円、私

立で661万円なのである。

　日本人は子どもの教育に金を惜しまない、とも

よく言われるが、目に見えない才能を引き出し、

伸ばす、ことのためにはどれくらいの金額が必要

なのか、誰にも言うことはできないであろう。そ

れを賄う財力があるなら、限界は、子ども自身の

時間と体力にしかない。我が子にずいぶん無理を

させているな、と思える親はしばらく前から決し

て少なくない。

　問題は、このような傾向が、社会の隅々にまで

及ぶ、ということである。今後見込める夫婦の年

収が、上に見たような教育費を賄うには不安だ、

と思えたら、結婚する理由は確実に、一つはなく

なるであろう。そこは妥協して、我が子が、社会

の上位層に入れないのはしかたないとしても、人

並み以下は耐えられない。そこで、幼稚園にも入

れるし、塾にも行かせる。第一、ほとんどの子が

そうするなら、これをやめたら他の子どもたちと

一緒に遊べないのだから、もう選択の余地はない

　そして、このような情況では、公立学校の質の

向上などには、ほとんど魅力が感じられないであ

ろう。そこは、誰でも入れる、というか、私立学

校にも行かないとしたら、入らなければならない

場所だ。ないのは困る、なぜなら、子どもを昼間

どこへ置いたらいいのか分からなくなってしまう

から（その理由で、保育園はかなりの地域でまだ

増設が望まれている）。

　そして学級崩壊の無秩序状態はさすがに困るが、

そうでなければ、何か一定のことを生徒に強制し

過ぎるのはむしろ迷惑だ。義務教育ではないが、

今や進学率が98.8％に達して、行くのが当り前

になっている高等学校では、「勉強をしないから

という理由で留年や退学させるなんてひどい」と、

普通に言われるようになっている。

　最後に、この分野でも参照すべき数値を挙げて

おこう。ＯＥＣＤが2022年に発表した公財政教

育支出（国の総支出のうち教育のために出してい

る部分）は、対ＧＤＰ比だと、ＯＥＣＤ37カ国

の平均4.3％のところ、日本は3.0％で、36位で

ある。もちろんＧＤＰ世界第四位の国なのだから、

金額では小学校から高校までの生徒一人あたり年

間約12,500米ドル（１ドル150円として約188万

円）支出していることになり、これはＧＤＰ各国

平均12,000ドルよりは高い。が、日本は全体と

して公教育にお金をかけているほうだとは言えな

い。

　そのことの結果が一番顕著なのは学級規模、つ

まり一クラスの生徒数である。ＯＥＣＤの平均は

21.1人のところ、日本の公立小学校は平均27.2

人で、ＯＥＣＤ諸国中イギリスと並んで第二位の

人数になっている。

　諸外国に比べて日本のクラスの生徒数は多すぎ

ることは、私が教員になった40年ほど前から話

題になっていた。しかし昭和55（1980）年から

平成３（1991）年までで小学校でようやく40人

学級（一クラスの上限を40人にする、というこ

と。実際の編成には弾力性が認められているので、

地域差がある）が完成し、令和2（2020）年か

ら、コロナを慮って、ようやく35人学級に引き

下げられた。

　クラスの人数は少ないほうが学習効率はよいし、

生徒一人一人への教師の目も届くと、確証はない

が、普通に思える。しかしそれは、官僚も政治家

も、一般国民もあまり望まないようだ。

　子どもの学力が上がるのは好ましいに決まって

いる、ただし自分の子どもなら。他所の子どもの

ために、なぜ多額の税金や社会保障費が使わなけ

ればならないのか。優秀かそうでないかは、所詮

比較相対上の話だ。学力が全体として底上げされ

るなら、むしろ我が子のライバルに塩を送ること

になってしまいかねないではないか。エゴと言え

ばそうだが、子作り・子育てが各家庭の事業であ

る以上、このような思いが根絶されることはない。

　なんだか、どうしようもないという見通しだけ

を述べて終わりになりそうだが、「教育にお金が

かかりすぎる」情況は、特定の個人や集団のせい

ではなく、国民全体の思惑や欲望が絡み合ってこ

うなったのだ、ということは最初に心得ておくべ

きだろうと思う。

　そのうえで、子育て支援金を出す以上の施策は、

私にも思いつかない。今年度から、三歳までは月

額15,000円、その後高校卒業時点までは10,000

円支給することになっている（一人親や、低所得

家庭の場合は増額される。また第三子以降は全期

間30,000円）。ざっと計算して、第一子、二子は

234万円、第三子以降は648万円総額で貰えるこ

とになる。

　この金額の多寡についてはいろいろ議論がある

ところだろう。もう一つのポイントは、この金が

親に渡される、というところである。何にどう使

ったか、報告の義務があるわけではないので、生

活費に充てても、貯金しても、つまり子どものた

めに使わなくても自由。

　再三述べたように、子作り・子育てが各家庭固

有の事業である面からすれば、それでよい。しか

し、自由である場合には、必ず、機会を生かすだ

けの賢明さがある人とそうでない人の差が出てき

てしまう。またこの場合、塾やスポーツクラブな

ど、学校以外の教育機関がどれくらいあるかの地

域差も大きく関係してくる。

　だから私はこれによって、少子化には少しは歯

止めがかかるかも知れないが、それ以上に、いわ

ゆる階層化を進める結果のほうが大きいのではな

いか、と予想している。それでもかまわない、と

思うか、その弊害が顕著になったら他に対策を立

てればよい、と思うか、それぞれではあるだろう

が、今後の日本社会の在り方を考えるためには、

けっこう大きなポイントだと思う。

＊知り合いで元塾講師、現在は一人で出版事業に携

わっている白崎一裕さんが、高校教師佐々木賢と共

同通信社の記者・松田博公の対談による『果てしな

い教育？』と『教育という謎』いう昭和と平成の変

わり目ぐらいに出た二著の再刊を企画しています。

私見によるとこの二冊は、日本における脱学校論最

大の成果です。白崎さんは現在、これについてのメ

ールマガジンを出しておりますので、興味のある方

は連絡してみて下さい。

 

(株)那須里山舎　白崎一裕

〒324-0235 栃木県大田原市堀之内625-24

tel: 0287-47-7620　fax: 0287-54-4824

携帯：090-3688-2431

livetoge@yahoo.co.jp　HP:https://nasu-satoya-

masya.com/



　かなり前から、重要な政治的イシューとして、

少子化が世界的な話題になっている。

　ロシアではチャイルドフリー（子どもなし）を

奨めるＳＮＳ記事を禁止する法律がじきに成立し

そうだ。チャイナは35年続けた一人っ子政策を

2015年に廃止して、今や「子どもは三人産め。

それが国家のためだ」なんて言っているとのこと。

　いかに独裁国家でも、こんな話を素直に聴く人

はそういないだろう。子どもをいつ作るか、何人

作るか、それは、普通は夫婦の、カップルに委ね

るしかない。これは大原則である。自由主義とか

個人主義とかの、主義主張の問題ではない。子ど

もの養育は両親が最終責任を負うしかない、とい

う単純な事実からして、そうなる。

　例しにこういうことを考えてみよう。「自分は

子どもなんて欲しくない。しかし、それでは国の

ためにならないから、産んで育てるんだ」なんて

言う母親に子どもを育ててもらいたいか？　私は

御免だ。

　イスラエルのキブツや日本のヤマギシ会のよう

に、家族ではない大集団で子どもを養育する例もあ

るが、それは即ち家族の解体を意味する。それが好

ましいと思う人はそんなに多くはいないだろう。

　などなど、世界中で多くの人が真剣に悩んでい

る、かどうかはよくわからないが、少なくともそう

見せてはいる問題なのだが、翻って考えると、少子

化というのは、本当に悪いことなのだろうか？

　すぐにわかるデメリットは、いわゆる高齢化社

会になると、生産に従事する年齢層が薄くなって、

経済が行き詰まる、というもの。しかしそれが、

ロボットやＡＩの発達によって（いわゆる技術革

新によって）、これまで必要とされた人間の労働

力が減少しても、生産性はかなりの程度保持でき

るとしたら、壊滅的な事態は避けられるのではな

いか、と考えられる。いや、楽観的すぎるかも知

れないが……。

　それに第一、人類の歴史を考えると、今の状態

は異常とは言わないまでも、かなり特殊で、しか

も急激にこうなったのである。

「1950年におよそ25億人だった世界の人口は、

2000年にはおよそ61億人と、この50年の間に

2.4倍に増加した。現在は、1.2％の割合で年間

7700万人増加している。（中略）2050年までに、

世界人口は、国連の中位推計で93億人に達する

ものと予想される。」（『国土交通白書平成14年

度』）

　だから地球全体では、人口増こそ依然として問

題なのである。

　そこで、両者を含めて最適な状態を考えると、

現在の文明の状態を保つため（今更農耕社会にも

どるのは、私のためにも、私の子孫のためにも望

まないので）には、

　①労働力不足を補うＡＩ技術の開発発展

　②その技術革新の成果を現在の開発途上国にも

　　及ぼす

ことを目標とすべきであろう。

　そこから逆転して考えると、地球全体での出生

率1.8程度の、緩やかな少子化こそ望ましいので

はないだろうか。

　それでもやっぱり、日本の平成５年度の合計特

殊出生率（1人の女性が産む子どもの数の指標と

なる割合）は昨年1.20（厚生労働省調べ）とい

うのは少なすぎるようだ。有効な方策はあるのだ

ろうか。

「経済的な不安があるから、思うように子ども

を作れないんだ」という夫婦は多いのだから、

政府にできることは、そういう外部的な条件を、

なるべく子どもを増やすことが有利になるよう

に、少なくとも不利はなるべく減らすように、

整えることだろう。というか、外部からの有効

な働きかけとしては、それしかない。

　しかし、ここには抑えておくべきポイントがあ

る、と思う。何も特別なことではない。漠然とな

ら誰でも知っていることだが、教育問題に触れる

ので、あまり露骨に語るのは憚られるような雰囲

気があり、うっかりしていると、百田尚樹氏のよ

うな、見当外れの暴論を言うことになってしまい

かねない。

　以下、ネット上で手に入る統計数値をなるべく

細かく挙げて、実態をみていこう。

　まず家族を作る大前提に関わる晩婚化・未婚化

問題。

　社会保障・人口問題研究所の「出生動向基本調

査」令和３年度（18～34歳未婚男女者対象）に

よると、「いずれ結婚するつもり」の男性は

81.4%（前回85.7%）女性は84.3%（前回 89.3%）

で、「一生結婚するつもりはない」男性17.3%（前

回12.0％）女性14.6%（前回8.0％）を大きく上

回っている。

　ただ結婚願望は前回の調査（５年前）より減っ

てはいる。そしてまた、実際の婚姻数もそうなっ

ている。昭和47（1972）年の約110万組をピー

クとして、平成12（2000）年からは減少傾向が

続き、昨年はついに50万組を割り込んだ（約47

万組。こども家庭庁調べ）。

　なぜ結婚しないのかについては、24歳までは

「結婚するにはまだ若すぎるから」が男女ともに

40％台で最も多い。25歳以降は「適当な相手に

まだめぐり会わないから」が男性43.3％（前回

45.8％）女性48.1％（前回51.2％）が最高にな

る。しかし男女双方で前回より僅かに割合が減っ

ている。その代り、「今は、趣味や娯楽を楽しみ

たいから」「異性とうまくつき合えないから」が

少し増えている。「今は、仕事（または学業）に

うちこみたいから」は、男性14.3％（前回17.9

％）女性14.4％（前回19.1％）で、むしろ減っ

ている。

　これらをまとめると、結婚が家同士の契約関係

の面が薄れ、実際に本人同士の決意のみに拠ると

なると（日本国憲法第二十四条「婚姻は、両性の

合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を有

することを基本として、相互の協力により、維持

されなければならない」）、ある特定の異性（適

当な相手）と夫婦関係になることは新たな家を作

ることに他ならず、そのための決意が、そして、

そのように決意する「理由」が必要になるのだ。

そう感じられること自体が、結婚の敷居を高くする。

　改めて考えてみれば、それまで他人だった者と

ずっといっしょに、新たな生活を築くというのは、

かなり途方もない試みだとも言える。

　一方で、一生独身、というのもまた、重大過ぎ

る決意で、そうする理由もまた、簡単には見つか

らない。人は依然として、家庭を持って生きるの

が普通だと一般に考えられている。その「普通」

を捨ててまで打ち込むべき仕事や学問研究がいつ

でも、いつまでもある人のほうがごく稀だろう。

　この社会通念のみが、今のところ結婚難に歯止

めをかけている。

　というのはさすがに汚く言い過ぎであって、未

婚男女が結婚のメリットとして、「自分の子ども

や家庭をもてる」が男性31.1％（前回35.8％）

女性39.4％（前回49.8％）で、減ってはいるが、

かなり上位を占めているのは当然でもあり、良い

ことだと言うべきだろう（因みに、女性では結婚

する理由中これが第一位。男性では「精神的な安

らぎの場が得られる」33.8％に次ぐ第二位。こ

れは男性のほうが、「安らぎの場」としての家庭

が、タダではないにしろ、より楽に手に入ると思

っている証左であろう）。

　そして、結婚後の夫婦が持ちたい子ども数（平

均理想子ども数）としては2.25人（前回2.32人）

だが、実際問題を考えた場合の子ども予定数は平

均2.01人（前回と同じ）になっている。

　この差はどこから来るか。「子育てや教育にお

金がかかりすぎるから」という理由が52.6%でダ

ントツである。これが、妻が35歳未満の、最も

出産が期待される若夫婦に限ると77.8％で、大

多数となる。少子化解消を政治課題とするなら、

ここにこそ焦点を合わせるべきであろう。

　日本の教育費は高い、というのは有名であり、

個人的に20年ほど前に、外国人にも「そうなん

だろ？」と訊かれたことがある。「子どもを一人、

一人前にするのにだいたい1,000万円かかるんだ

ろ？」と言う日本人もいた。すると三人なら

3,000万円。おいそれと子どもは持てないと思う

のも無理はない。

　この金額はそんなに間違っていない。文科省の

「令和３年度子供の学習費調査」によると、幼稚

園から高等学校まで、すべて国公立へ通った場合

の学習費総額は574万円、すべて私立だと1,838

万円で、ここに今や６割以上が進む大学など上級

学校の資金が加わる。

　問題はその中身である。公立小中学校では授業

料は無償、学校内でかかる費用は制服代や教材費、

部活動などの費用で、学習費にかかる費用は年間、

小学校で18.7％､中学校で24.6％に過ぎない（給

食費は別）。小学校で70.2％（約25万円）、中学

校で68.4％（約37万円）が、塾や習い事など、

学校外の費用に充てられている。なお、私立だと、

小学校の学校外活動費は、割合は39.6％で少な

いが、金額の平均66万円で、公立の三倍近くに

なっている。私立小学校は学費も高い（総額約

961万円）が、校外活動にも多くの金額をかける

ということで、子どもを私立の小学校に入れるの

は富裕層の特権だと感じられるのも無理はない。

　そして幼稚園。文部科学省の管轄だから（保育

園は厚生労働省）学校ではあるのだが、義務化さ

れているわけではない。子どもを行かせなくても、

制度上問題はないということだ。しかし現在、ど

ちらにも行かせない、というのは、未就園児とい

う言葉もできたぐらい特殊で、令和５年のこども

家庭庁設立準備室の発表では1.8％（5.4万人）が

そうだという。

　そして現在、３歳から就園する３年保育が主流

を占めている。これは地域にも拠るが、せいぜい

この20年ほどの傾向であって、例えば私自身は
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幼稚園に３ヶ月ほど通ってなんとなく行かなくな

った話を、軽い調子で、小さい頃父母からされて

いた。

　そして国公立と私立の別だと、圧倒的に私立が

多い。幼稚園は学校数で69.7％、在園者数で

88.2％が私立だ（令和６年度学校基本調査によ

る）。その費用は前掲の調査で平均135万円。こ

れが多くの場合、「当然のこと」として教育費の

中に含まれる。

　これは近い将来変ることが見込まれる。公立高

校の授業料は昨年までは収入の条件付きで無料だ

ったが、東京都や大阪府では、今年度の入学生か

ら、私立を含めて、実質すべて無償となると同時

に、就学前の幼児教育も無償にすることになって

いる。

　これらの施策が無意味とは言わない。政府は、

この点ではかなり懸命に、少子化最大の原因であ

る「教育にお金がかかり過ぎる」情況を改善しよ

うとしていると評価すべきであろう。その上で、

我ながら厭な予測を申し上げるのだが、これは無

駄ではないにしても、決定的な方向転換の効果は

そんなにあるとは思えない。

　理由を手短に言えば、子どもの教育は個々の家

庭の事業として行われるからだ。この事業の最終

目標は、自分の子どもの社会的な成功である。一

流企業や上級公務員がそのわかりやすい例。その

他、芸術芸能やスポーツの分野で成功する人はい

わゆる学習の分野よりずっと少ないが、それでも

「子どもの隠れた才能を引き出す」ために習い事

をさせる親は少なくない。そのための学校外活動

費が、前述のように、公立小学校で248万円、私

立で661万円なのである。

　日本人は子どもの教育に金を惜しまない、とも

よく言われるが、目に見えない才能を引き出し、

伸ばす、ことのためにはどれくらいの金額が必要

なのか、誰にも言うことはできないであろう。そ

れを賄う財力があるなら、限界は、子ども自身の

時間と体力にしかない。我が子にずいぶん無理を

させているな、と思える親はしばらく前から決し

て少なくない。

　問題は、このような傾向が、社会の隅々にまで

及ぶ、ということである。今後見込める夫婦の年

収が、上に見たような教育費を賄うには不安だ、

と思えたら、結婚する理由は確実に、一つはなく

なるであろう。そこは妥協して、我が子が、社会

の上位層に入れないのはしかたないとしても、人

並み以下は耐えられない。そこで、幼稚園にも入

れるし、塾にも行かせる。第一、ほとんどの子が

そうするなら、これをやめたら他の子どもたちと

一緒に遊べないのだから、もう選択の余地はない

　そして、このような情況では、公立学校の質の

向上などには、ほとんど魅力が感じられないであ

ろう。そこは、誰でも入れる、というか、私立学

校にも行かないとしたら、入らなければならない

場所だ。ないのは困る、なぜなら、子どもを昼間

どこへ置いたらいいのか分からなくなってしまう

から（その理由で、保育園はかなりの地域でまだ

増設が望まれている）。

　そして学級崩壊の無秩序状態はさすがに困るが、

そうでなければ、何か一定のことを生徒に強制し

過ぎるのはむしろ迷惑だ。義務教育ではないが、

今や進学率が98.8％に達して、行くのが当り前

になっている高等学校では、「勉強をしないから

という理由で留年や退学させるなんてひどい」と、

普通に言われるようになっている。

　最後に、この分野でも参照すべき数値を挙げて

おこう。ＯＥＣＤが2022年に発表した公財政教

育支出（国の総支出のうち教育のために出してい

る部分）は、対ＧＤＰ比だと、ＯＥＣＤ37カ国

の平均4.3％のところ、日本は3.0％で、36位で

ある。もちろんＧＤＰ世界第四位の国なのだから、

金額では小学校から高校までの生徒一人あたり年

間約12,500米ドル（１ドル150円として約188万

円）支出していることになり、これはＧＤＰ各国

平均12,000ドルよりは高い。が、日本は全体と

して公教育にお金をかけているほうだとは言えな

い。

　そのことの結果が一番顕著なのは学級規模、つ

まり一クラスの生徒数である。ＯＥＣＤの平均は

21.1人のところ、日本の公立小学校は平均27.2

人で、ＯＥＣＤ諸国中イギリスと並んで第二位の

人数になっている。

　諸外国に比べて日本のクラスの生徒数は多すぎ

ることは、私が教員になった40年ほど前から話

題になっていた。しかし昭和55（1980）年から

平成３（1991）年までで小学校でようやく40人

学級（一クラスの上限を40人にする、というこ

と。実際の編成には弾力性が認められているので、

地域差がある）が完成し、令和2（2020）年か

ら、コロナを慮って、ようやく35人学級に引き

下げられた。

　クラスの人数は少ないほうが学習効率はよいし、

生徒一人一人への教師の目も届くと、確証はない

が、普通に思える。しかしそれは、官僚も政治家

も、一般国民もあまり望まないようだ。

　子どもの学力が上がるのは好ましいに決まって

いる、ただし自分の子どもなら。他所の子どもの

ために、なぜ多額の税金や社会保障費が使わなけ

ればならないのか。優秀かそうでないかは、所詮

比較相対上の話だ。学力が全体として底上げされ

るなら、むしろ我が子のライバルに塩を送ること

になってしまいかねないではないか。エゴと言え

ばそうだが、子作り・子育てが各家庭の事業であ

る以上、このような思いが根絶されることはない。

　なんだか、どうしようもないという見通しだけ

を述べて終わりになりそうだが、「教育にお金が

かかりすぎる」情況は、特定の個人や集団のせい

ではなく、国民全体の思惑や欲望が絡み合ってこ

うなったのだ、ということは最初に心得ておくべ

きだろうと思う。

　そのうえで、子育て支援金を出す以上の施策は、

私にも思いつかない。今年度から、三歳までは月

額15,000円、その後高校卒業時点までは10,000

円支給することになっている（一人親や、低所得

家庭の場合は増額される。また第三子以降は全期

間30,000円）。ざっと計算して、第一子、二子は

234万円、第三子以降は648万円総額で貰えるこ

とになる。

　この金額の多寡についてはいろいろ議論がある

ところだろう。もう一つのポイントは、この金が

親に渡される、というところである。何にどう使

ったか、報告の義務があるわけではないので、生

活費に充てても、貯金しても、つまり子どものた

めに使わなくても自由。

　再三述べたように、子作り・子育てが各家庭固

有の事業である面からすれば、それでよい。しか

し、自由である場合には、必ず、機会を生かすだ

けの賢明さがある人とそうでない人の差が出てき

てしまう。またこの場合、塾やスポーツクラブな

ど、学校以外の教育機関がどれくらいあるかの地

域差も大きく関係してくる。

　だから私はこれによって、少子化には少しは歯

止めがかかるかも知れないが、それ以上に、いわ

ゆる階層化を進める結果のほうが大きいのではな

いか、と予想している。それでもかまわない、と

思うか、その弊害が顕著になったら他に対策を立

てればよい、と思うか、それぞれではあるだろう

が、今後の日本社会の在り方を考えるためには、

けっこう大きなポイントだと思う。

＊知り合いで元塾講師、現在は一人で出版事業に携

わっている白崎一裕さんが、高校教師佐々木賢と共

同通信社の記者・松田博公の対談による『果てしな

い教育？』と『教育という謎』いう昭和と平成の変

わり目ぐらいに出た二著の再刊を企画しています。

私見によるとこの二冊は、日本における脱学校論最

大の成果です。白崎さんは現在、これについてのメ

ールマガジンを出しておりますので、興味のある方

は連絡してみて下さい。

 

(株)那須里山舎　白崎一裕

〒324-0235 栃木県大田原市堀之内625-24

tel: 0287-47-7620　fax: 0287-54-4824

携帯：090-3688-2431

livetoge@yahoo.co.jp　HP:https://nasu-satoya-

masya.com/



　かなり前から、重要な政治的イシューとして、

少子化が世界的な話題になっている。

　ロシアではチャイルドフリー（子どもなし）を

奨めるＳＮＳ記事を禁止する法律がじきに成立し

そうだ。チャイナは35年続けた一人っ子政策を

2015年に廃止して、今や「子どもは三人産め。

それが国家のためだ」なんて言っているとのこと。

　いかに独裁国家でも、こんな話を素直に聴く人

はそういないだろう。子どもをいつ作るか、何人

作るか、それは、普通は夫婦の、カップルに委ね

るしかない。これは大原則である。自由主義とか

個人主義とかの、主義主張の問題ではない。子ど

もの養育は両親が最終責任を負うしかない、とい

う単純な事実からして、そうなる。

　例しにこういうことを考えてみよう。「自分は

子どもなんて欲しくない。しかし、それでは国の

ためにならないから、産んで育てるんだ」なんて

言う母親に子どもを育ててもらいたいか？　私は

御免だ。

　イスラエルのキブツや日本のヤマギシ会のよう

に、家族ではない大集団で子どもを養育する例もあ

るが、それは即ち家族の解体を意味する。それが好

ましいと思う人はそんなに多くはいないだろう。

　などなど、世界中で多くの人が真剣に悩んでい

る、かどうかはよくわからないが、少なくともそう

見せてはいる問題なのだが、翻って考えると、少子

化というのは、本当に悪いことなのだろうか？

　すぐにわかるデメリットは、いわゆる高齢化社

会になると、生産に従事する年齢層が薄くなって、

経済が行き詰まる、というもの。しかしそれが、

ロボットやＡＩの発達によって（いわゆる技術革

新によって）、これまで必要とされた人間の労働

力が減少しても、生産性はかなりの程度保持でき

るとしたら、壊滅的な事態は避けられるのではな

いか、と考えられる。いや、楽観的すぎるかも知

れないが……。

　それに第一、人類の歴史を考えると、今の状態

は異常とは言わないまでも、かなり特殊で、しか

も急激にこうなったのである。

「1950年におよそ25億人だった世界の人口は、

2000年にはおよそ61億人と、この50年の間に

2.4倍に増加した。現在は、1.2％の割合で年間

7700万人増加している。（中略）2050年までに、

世界人口は、国連の中位推計で93億人に達する

ものと予想される。」（『国土交通白書平成14年

度』）

　だから地球全体では、人口増こそ依然として問

題なのである。

　そこで、両者を含めて最適な状態を考えると、

現在の文明の状態を保つため（今更農耕社会にも

どるのは、私のためにも、私の子孫のためにも望

まないので）には、

　①労働力不足を補うＡＩ技術の開発発展

　②その技術革新の成果を現在の開発途上国にも

　　及ぼす

ことを目標とすべきであろう。

　そこから逆転して考えると、地球全体での出生

率1.8程度の、緩やかな少子化こそ望ましいので

はないだろうか。

　それでもやっぱり、日本の平成５年度の合計特

殊出生率（1人の女性が産む子どもの数の指標と

なる割合）は昨年1.20（厚生労働省調べ）とい

うのは少なすぎるようだ。有効な方策はあるのだ

ろうか。

「経済的な不安があるから、思うように子ども

を作れないんだ」という夫婦は多いのだから、

政府にできることは、そういう外部的な条件を、

なるべく子どもを増やすことが有利になるよう

に、少なくとも不利はなるべく減らすように、

整えることだろう。というか、外部からの有効

な働きかけとしては、それしかない。

　しかし、ここには抑えておくべきポイントがあ

る、と思う。何も特別なことではない。漠然とな

ら誰でも知っていることだが、教育問題に触れる

ので、あまり露骨に語るのは憚られるような雰囲

気があり、うっかりしていると、百田尚樹氏のよ

うな、見当外れの暴論を言うことになってしまい

かねない。

　以下、ネット上で手に入る統計数値をなるべく

細かく挙げて、実態をみていこう。

　まず家族を作る大前提に関わる晩婚化・未婚化

問題。

　社会保障・人口問題研究所の「出生動向基本調

査」令和３年度（18～34歳未婚男女者対象）に

よると、「いずれ結婚するつもり」の男性は

81.4%（前回85.7%）女性は84.3%（前回 89.3%）

で、「一生結婚するつもりはない」男性17.3%（前

回12.0％）女性14.6%（前回8.0％）を大きく上

回っている。

　ただ結婚願望は前回の調査（５年前）より減っ

てはいる。そしてまた、実際の婚姻数もそうなっ

ている。昭和47（1972）年の約110万組をピー

クとして、平成12（2000）年からは減少傾向が

続き、昨年はついに50万組を割り込んだ（約47

万組。こども家庭庁調べ）。

　なぜ結婚しないのかについては、24歳までは

「結婚するにはまだ若すぎるから」が男女ともに

40％台で最も多い。25歳以降は「適当な相手に

まだめぐり会わないから」が男性43.3％（前回

45.8％）女性48.1％（前回51.2％）が最高にな

る。しかし男女双方で前回より僅かに割合が減っ

ている。その代り、「今は、趣味や娯楽を楽しみ

たいから」「異性とうまくつき合えないから」が

少し増えている。「今は、仕事（または学業）に

うちこみたいから」は、男性14.3％（前回17.9

％）女性14.4％（前回19.1％）で、むしろ減っ

ている。

　これらをまとめると、結婚が家同士の契約関係

の面が薄れ、実際に本人同士の決意のみに拠ると

なると（日本国憲法第二十四条「婚姻は、両性の

合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を有

することを基本として、相互の協力により、維持

されなければならない」）、ある特定の異性（適

当な相手）と夫婦関係になることは新たな家を作

ることに他ならず、そのための決意が、そして、

そのように決意する「理由」が必要になるのだ。

そう感じられること自体が、結婚の敷居を高くする。

　改めて考えてみれば、それまで他人だった者と

ずっといっしょに、新たな生活を築くというのは、

かなり途方もない試みだとも言える。

　一方で、一生独身、というのもまた、重大過ぎ

る決意で、そうする理由もまた、簡単には見つか

らない。人は依然として、家庭を持って生きるの

が普通だと一般に考えられている。その「普通」

を捨ててまで打ち込むべき仕事や学問研究がいつ

でも、いつまでもある人のほうがごく稀だろう。

　この社会通念のみが、今のところ結婚難に歯止

めをかけている。

　というのはさすがに汚く言い過ぎであって、未

婚男女が結婚のメリットとして、「自分の子ども

や家庭をもてる」が男性31.1％（前回35.8％）

女性39.4％（前回49.8％）で、減ってはいるが、

かなり上位を占めているのは当然でもあり、良い

ことだと言うべきだろう（因みに、女性では結婚

する理由中これが第一位。男性では「精神的な安

らぎの場が得られる」33.8％に次ぐ第二位。こ

れは男性のほうが、「安らぎの場」としての家庭

が、タダではないにしろ、より楽に手に入ると思

っている証左であろう）。

　そして、結婚後の夫婦が持ちたい子ども数（平

均理想子ども数）としては2.25人（前回2.32人）

だが、実際問題を考えた場合の子ども予定数は平

均2.01人（前回と同じ）になっている。

　この差はどこから来るか。「子育てや教育にお

金がかかりすぎるから」という理由が52.6%でダ

ントツである。これが、妻が35歳未満の、最も

出産が期待される若夫婦に限ると77.8％で、大

多数となる。少子化解消を政治課題とするなら、

ここにこそ焦点を合わせるべきであろう。

　日本の教育費は高い、というのは有名であり、

個人的に20年ほど前に、外国人にも「そうなん

だろ？」と訊かれたことがある。「子どもを一人、

一人前にするのにだいたい1,000万円かかるんだ

ろ？」と言う日本人もいた。すると三人なら

3,000万円。おいそれと子どもは持てないと思う

のも無理はない。

　この金額はそんなに間違っていない。文科省の

「令和３年度子供の学習費調査」によると、幼稚

園から高等学校まで、すべて国公立へ通った場合

の学習費総額は574万円、すべて私立だと1,838

万円で、ここに今や６割以上が進む大学など上級

学校の資金が加わる。

　問題はその中身である。公立小中学校では授業

料は無償、学校内でかかる費用は制服代や教材費、

部活動などの費用で、学習費にかかる費用は年間、

小学校で18.7％､中学校で24.6％に過ぎない（給

食費は別）。小学校で70.2％（約25万円）、中学

校で68.4％（約37万円）が、塾や習い事など、

学校外の費用に充てられている。なお、私立だと、

小学校の学校外活動費は、割合は39.6％で少な

いが、金額の平均66万円で、公立の三倍近くに

なっている。私立小学校は学費も高い（総額約

961万円）が、校外活動にも多くの金額をかける

ということで、子どもを私立の小学校に入れるの

は富裕層の特権だと感じられるのも無理はない。

　そして幼稚園。文部科学省の管轄だから（保育

園は厚生労働省）学校ではあるのだが、義務化さ

れているわけではない。子どもを行かせなくても、

制度上問題はないということだ。しかし現在、ど

ちらにも行かせない、というのは、未就園児とい

う言葉もできたぐらい特殊で、令和５年のこども

家庭庁設立準備室の発表では1.8％（5.4万人）が

そうだという。

　そして現在、３歳から就園する３年保育が主流

を占めている。これは地域にも拠るが、せいぜい

この20年ほどの傾向であって、例えば私自身は
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幼稚園に３ヶ月ほど通ってなんとなく行かなくな

った話を、軽い調子で、小さい頃父母からされて

いた。

　そして国公立と私立の別だと、圧倒的に私立が

多い。幼稚園は学校数で69.7％、在園者数で

88.2％が私立だ（令和６年度学校基本調査によ

る）。その費用は前掲の調査で平均135万円。こ

れが多くの場合、「当然のこと」として教育費の

中に含まれる。

　これは近い将来変ることが見込まれる。公立高

校の授業料は昨年までは収入の条件付きで無料だ

ったが、東京都や大阪府では、今年度の入学生か

ら、私立を含めて、実質すべて無償となると同時

に、就学前の幼児教育も無償にすることになって

いる。

　これらの施策が無意味とは言わない。政府は、

この点ではかなり懸命に、少子化最大の原因であ

る「教育にお金がかかり過ぎる」情況を改善しよ

うとしていると評価すべきであろう。その上で、

我ながら厭な予測を申し上げるのだが、これは無

駄ではないにしても、決定的な方向転換の効果は

そんなにあるとは思えない。

　理由を手短に言えば、子どもの教育は個々の家

庭の事業として行われるからだ。この事業の最終

目標は、自分の子どもの社会的な成功である。一

流企業や上級公務員がそのわかりやすい例。その

他、芸術芸能やスポーツの分野で成功する人はい

わゆる学習の分野よりずっと少ないが、それでも

「子どもの隠れた才能を引き出す」ために習い事

をさせる親は少なくない。そのための学校外活動

費が、前述のように、公立小学校で248万円、私

立で661万円なのである。

　日本人は子どもの教育に金を惜しまない、とも

よく言われるが、目に見えない才能を引き出し、

伸ばす、ことのためにはどれくらいの金額が必要

なのか、誰にも言うことはできないであろう。そ

れを賄う財力があるなら、限界は、子ども自身の

時間と体力にしかない。我が子にずいぶん無理を

させているな、と思える親はしばらく前から決し

て少なくない。

　問題は、このような傾向が、社会の隅々にまで

及ぶ、ということである。今後見込める夫婦の年

収が、上に見たような教育費を賄うには不安だ、

と思えたら、結婚する理由は確実に、一つはなく

なるであろう。そこは妥協して、我が子が、社会

の上位層に入れないのはしかたないとしても、人

並み以下は耐えられない。そこで、幼稚園にも入

れるし、塾にも行かせる。第一、ほとんどの子が

そうするなら、これをやめたら他の子どもたちと

一緒に遊べないのだから、もう選択の余地はない

　そして、このような情況では、公立学校の質の

向上などには、ほとんど魅力が感じられないであ

ろう。そこは、誰でも入れる、というか、私立学

校にも行かないとしたら、入らなければならない

場所だ。ないのは困る、なぜなら、子どもを昼間

どこへ置いたらいいのか分からなくなってしまう

から（その理由で、保育園はかなりの地域でまだ

増設が望まれている）。

　そして学級崩壊の無秩序状態はさすがに困るが、

そうでなければ、何か一定のことを生徒に強制し

過ぎるのはむしろ迷惑だ。義務教育ではないが、

今や進学率が98.8％に達して、行くのが当り前

になっている高等学校では、「勉強をしないから

という理由で留年や退学させるなんてひどい」と、

普通に言われるようになっている。

　最後に、この分野でも参照すべき数値を挙げて

おこう。ＯＥＣＤが2022年に発表した公財政教

育支出（国の総支出のうち教育のために出してい

る部分）は、対ＧＤＰ比だと、ＯＥＣＤ37カ国

の平均4.3％のところ、日本は3.0％で、36位で

ある。もちろんＧＤＰ世界第四位の国なのだから、

金額では小学校から高校までの生徒一人あたり年

間約12,500米ドル（１ドル150円として約188万

円）支出していることになり、これはＧＤＰ各国

平均12,000ドルよりは高い。が、日本は全体と

して公教育にお金をかけているほうだとは言えな

い。

　そのことの結果が一番顕著なのは学級規模、つ

まり一クラスの生徒数である。ＯＥＣＤの平均は

21.1人のところ、日本の公立小学校は平均27.2

人で、ＯＥＣＤ諸国中イギリスと並んで第二位の

人数になっている。

　諸外国に比べて日本のクラスの生徒数は多すぎ

ることは、私が教員になった40年ほど前から話

題になっていた。しかし昭和55（1980）年から

平成３（1991）年までで小学校でようやく40人

学級（一クラスの上限を40人にする、というこ

と。実際の編成には弾力性が認められているので、

地域差がある）が完成し、令和2（2020）年か

ら、コロナを慮って、ようやく35人学級に引き

下げられた。

　クラスの人数は少ないほうが学習効率はよいし、

生徒一人一人への教師の目も届くと、確証はない

が、普通に思える。しかしそれは、官僚も政治家

も、一般国民もあまり望まないようだ。

　子どもの学力が上がるのは好ましいに決まって

いる、ただし自分の子どもなら。他所の子どもの

ために、なぜ多額の税金や社会保障費が使わなけ

ればならないのか。優秀かそうでないかは、所詮

比較相対上の話だ。学力が全体として底上げされ

るなら、むしろ我が子のライバルに塩を送ること

になってしまいかねないではないか。エゴと言え

ばそうだが、子作り・子育てが各家庭の事業であ

る以上、このような思いが根絶されることはない。

　なんだか、どうしようもないという見通しだけ

を述べて終わりになりそうだが、「教育にお金が

かかりすぎる」情況は、特定の個人や集団のせい

ではなく、国民全体の思惑や欲望が絡み合ってこ

うなったのだ、ということは最初に心得ておくべ

きだろうと思う。

　そのうえで、子育て支援金を出す以上の施策は、

私にも思いつかない。今年度から、三歳までは月

額15,000円、その後高校卒業時点までは10,000

円支給することになっている（一人親や、低所得

家庭の場合は増額される。また第三子以降は全期

間30,000円）。ざっと計算して、第一子、二子は

234万円、第三子以降は648万円総額で貰えるこ

とになる。

　この金額の多寡についてはいろいろ議論がある

ところだろう。もう一つのポイントは、この金が

親に渡される、というところである。何にどう使

ったか、報告の義務があるわけではないので、生

活費に充てても、貯金しても、つまり子どものた

めに使わなくても自由。

　再三述べたように、子作り・子育てが各家庭固

有の事業である面からすれば、それでよい。しか

し、自由である場合には、必ず、機会を生かすだ

けの賢明さがある人とそうでない人の差が出てき

てしまう。またこの場合、塾やスポーツクラブな

ど、学校以外の教育機関がどれくらいあるかの地

域差も大きく関係してくる。

　だから私はこれによって、少子化には少しは歯

止めがかかるかも知れないが、それ以上に、いわ

ゆる階層化を進める結果のほうが大きいのではな

いか、と予想している。それでもかまわない、と

思うか、その弊害が顕著になったら他に対策を立

てればよい、と思うか、それぞれではあるだろう

が、今後の日本社会の在り方を考えるためには、

けっこう大きなポイントだと思う。

＊知り合いで元塾講師、現在は一人で出版事業に携

わっている白崎一裕さんが、高校教師佐々木賢と共

同通信社の記者・松田博公の対談による『果てしな

い教育？』と『教育という謎』いう昭和と平成の変

わり目ぐらいに出た二著の再刊を企画しています。

私見によるとこの二冊は、日本における脱学校論最

大の成果です。白崎さんは現在、これについてのメ

ールマガジンを出しておりますので、興味のある方

は連絡してみて下さい。

 

(株)那須里山舎　白崎一裕

〒324-0235 栃木県大田原市堀之内625-24

tel: 0287-47-7620　fax: 0287-54-4824

携帯：090-3688-2431

livetoge@yahoo.co.jp　HP:https://nasu-satoya-

masya.com/



　かなり前から、重要な政治的イシューとして、

少子化が世界的な話題になっている。

　ロシアではチャイルドフリー（子どもなし）を

奨めるＳＮＳ記事を禁止する法律がじきに成立し

そうだ。チャイナは35年続けた一人っ子政策を

2015年に廃止して、今や「子どもは三人産め。

それが国家のためだ」なんて言っているとのこと。

　いかに独裁国家でも、こんな話を素直に聴く人

はそういないだろう。子どもをいつ作るか、何人

作るか、それは、普通は夫婦の、カップルに委ね

るしかない。これは大原則である。自由主義とか

個人主義とかの、主義主張の問題ではない。子ど

もの養育は両親が最終責任を負うしかない、とい

う単純な事実からして、そうなる。

　例しにこういうことを考えてみよう。「自分は

子どもなんて欲しくない。しかし、それでは国の

ためにならないから、産んで育てるんだ」なんて

言う母親に子どもを育ててもらいたいか？　私は

御免だ。

　イスラエルのキブツや日本のヤマギシ会のよう

に、家族ではない大集団で子どもを養育する例もあ

るが、それは即ち家族の解体を意味する。それが好

ましいと思う人はそんなに多くはいないだろう。

　などなど、世界中で多くの人が真剣に悩んでい

る、かどうかはよくわからないが、少なくともそう

見せてはいる問題なのだが、翻って考えると、少子

化というのは、本当に悪いことなのだろうか？

　すぐにわかるデメリットは、いわゆる高齢化社

会になると、生産に従事する年齢層が薄くなって、

経済が行き詰まる、というもの。しかしそれが、

ロボットやＡＩの発達によって（いわゆる技術革

新によって）、これまで必要とされた人間の労働

力が減少しても、生産性はかなりの程度保持でき

るとしたら、壊滅的な事態は避けられるのではな

いか、と考えられる。いや、楽観的すぎるかも知

れないが……。

　それに第一、人類の歴史を考えると、今の状態

は異常とは言わないまでも、かなり特殊で、しか

も急激にこうなったのである。

「1950年におよそ25億人だった世界の人口は、

2000年にはおよそ61億人と、この50年の間に

2.4倍に増加した。現在は、1.2％の割合で年間

7700万人増加している。（中略）2050年までに、

世界人口は、国連の中位推計で93億人に達する

ものと予想される。」（『国土交通白書平成14年

度』）

　だから地球全体では、人口増こそ依然として問

題なのである。

　そこで、両者を含めて最適な状態を考えると、

現在の文明の状態を保つため（今更農耕社会にも

どるのは、私のためにも、私の子孫のためにも望

まないので）には、

　①労働力不足を補うＡＩ技術の開発発展

　②その技術革新の成果を現在の開発途上国にも

　　及ぼす

ことを目標とすべきであろう。

　そこから逆転して考えると、地球全体での出生

率1.8程度の、緩やかな少子化こそ望ましいので

はないだろうか。

　それでもやっぱり、日本の平成５年度の合計特

殊出生率（1人の女性が産む子どもの数の指標と

なる割合）は昨年1.20（厚生労働省調べ）とい

うのは少なすぎるようだ。有効な方策はあるのだ

ろうか。

「経済的な不安があるから、思うように子ども

を作れないんだ」という夫婦は多いのだから、

政府にできることは、そういう外部的な条件を、

なるべく子どもを増やすことが有利になるよう

に、少なくとも不利はなるべく減らすように、

整えることだろう。というか、外部からの有効

な働きかけとしては、それしかない。

　しかし、ここには抑えておくべきポイントがあ

る、と思う。何も特別なことではない。漠然とな

ら誰でも知っていることだが、教育問題に触れる

ので、あまり露骨に語るのは憚られるような雰囲

気があり、うっかりしていると、百田尚樹氏のよ

うな、見当外れの暴論を言うことになってしまい

かねない。

　以下、ネット上で手に入る統計数値をなるべく

細かく挙げて、実態をみていこう。

　まず家族を作る大前提に関わる晩婚化・未婚化

問題。

　社会保障・人口問題研究所の「出生動向基本調

査」令和３年度（18～34歳未婚男女者対象）に

よると、「いずれ結婚するつもり」の男性は

81.4%（前回85.7%）女性は84.3%（前回 89.3%）

で、「一生結婚するつもりはない」男性17.3%（前

回12.0％）女性14.6%（前回8.0％）を大きく上

回っている。

　ただ結婚願望は前回の調査（５年前）より減っ

てはいる。そしてまた、実際の婚姻数もそうなっ

ている。昭和47（1972）年の約110万組をピー

クとして、平成12（2000）年からは減少傾向が

続き、昨年はついに50万組を割り込んだ（約47

万組。こども家庭庁調べ）。

　なぜ結婚しないのかについては、24歳までは

「結婚するにはまだ若すぎるから」が男女ともに

40％台で最も多い。25歳以降は「適当な相手に

まだめぐり会わないから」が男性43.3％（前回

45.8％）女性48.1％（前回51.2％）が最高にな

る。しかし男女双方で前回より僅かに割合が減っ

ている。その代り、「今は、趣味や娯楽を楽しみ

たいから」「異性とうまくつき合えないから」が

少し増えている。「今は、仕事（または学業）に

うちこみたいから」は、男性14.3％（前回17.9

％）女性14.4％（前回19.1％）で、むしろ減っ

ている。

　これらをまとめると、結婚が家同士の契約関係

の面が薄れ、実際に本人同士の決意のみに拠ると

なると（日本国憲法第二十四条「婚姻は、両性の

合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を有

することを基本として、相互の協力により、維持

されなければならない」）、ある特定の異性（適

当な相手）と夫婦関係になることは新たな家を作

ることに他ならず、そのための決意が、そして、

そのように決意する「理由」が必要になるのだ。

そう感じられること自体が、結婚の敷居を高くする。

　改めて考えてみれば、それまで他人だった者と

ずっといっしょに、新たな生活を築くというのは、

かなり途方もない試みだとも言える。

　一方で、一生独身、というのもまた、重大過ぎ

る決意で、そうする理由もまた、簡単には見つか

らない。人は依然として、家庭を持って生きるの

が普通だと一般に考えられている。その「普通」

を捨ててまで打ち込むべき仕事や学問研究がいつ

でも、いつまでもある人のほうがごく稀だろう。

　この社会通念のみが、今のところ結婚難に歯止

めをかけている。

　というのはさすがに汚く言い過ぎであって、未

婚男女が結婚のメリットとして、「自分の子ども

や家庭をもてる」が男性31.1％（前回35.8％）

女性39.4％（前回49.8％）で、減ってはいるが、

かなり上位を占めているのは当然でもあり、良い

ことだと言うべきだろう（因みに、女性では結婚

する理由中これが第一位。男性では「精神的な安

らぎの場が得られる」33.8％に次ぐ第二位。こ

れは男性のほうが、「安らぎの場」としての家庭

が、タダではないにしろ、より楽に手に入ると思

っている証左であろう）。

　そして、結婚後の夫婦が持ちたい子ども数（平

均理想子ども数）としては2.25人（前回2.32人）

だが、実際問題を考えた場合の子ども予定数は平

均2.01人（前回と同じ）になっている。

　この差はどこから来るか。「子育てや教育にお

金がかかりすぎるから」という理由が52.6%でダ

ントツである。これが、妻が35歳未満の、最も

出産が期待される若夫婦に限ると77.8％で、大

多数となる。少子化解消を政治課題とするなら、

ここにこそ焦点を合わせるべきであろう。

　日本の教育費は高い、というのは有名であり、

個人的に20年ほど前に、外国人にも「そうなん

だろ？」と訊かれたことがある。「子どもを一人、

一人前にするのにだいたい1,000万円かかるんだ

ろ？」と言う日本人もいた。すると三人なら

3,000万円。おいそれと子どもは持てないと思う

のも無理はない。

　この金額はそんなに間違っていない。文科省の

「令和３年度子供の学習費調査」によると、幼稚

園から高等学校まで、すべて国公立へ通った場合

の学習費総額は574万円、すべて私立だと1,838

万円で、ここに今や６割以上が進む大学など上級

学校の資金が加わる。

　問題はその中身である。公立小中学校では授業

料は無償、学校内でかかる費用は制服代や教材費、

部活動などの費用で、学習費にかかる費用は年間、

小学校で18.7％､中学校で24.6％に過ぎない（給

食費は別）。小学校で70.2％（約25万円）、中学

校で68.4％（約37万円）が、塾や習い事など、

学校外の費用に充てられている。なお、私立だと、

小学校の学校外活動費は、割合は39.6％で少な

いが、金額の平均66万円で、公立の三倍近くに

なっている。私立小学校は学費も高い（総額約

961万円）が、校外活動にも多くの金額をかける

ということで、子どもを私立の小学校に入れるの

は富裕層の特権だと感じられるのも無理はない。

　そして幼稚園。文部科学省の管轄だから（保育

園は厚生労働省）学校ではあるのだが、義務化さ

れているわけではない。子どもを行かせなくても、

制度上問題はないということだ。しかし現在、ど

ちらにも行かせない、というのは、未就園児とい

う言葉もできたぐらい特殊で、令和５年のこども

家庭庁設立準備室の発表では1.8％（5.4万人）が

そうだという。

　そして現在、３歳から就園する３年保育が主流

を占めている。これは地域にも拠るが、せいぜい

この20年ほどの傾向であって、例えば私自身は

プロフィール

本名鈴木敏男。茨城県の公立高校教諭（令和2年3月まで）。

かたわら、文章を書く。単行本に『学校はいかに語られた

か』『思想以前』『団塊の世代とは何だったのか』『軟弱

者の戦争論』など。

幼稚園に３ヶ月ほど通ってなんとなく行かなくな

った話を、軽い調子で、小さい頃父母からされて

いた。

　そして国公立と私立の別だと、圧倒的に私立が

多い。幼稚園は学校数で69.7％、在園者数で

88.2％が私立だ（令和６年度学校基本調査によ

る）。その費用は前掲の調査で平均135万円。こ

れが多くの場合、「当然のこと」として教育費の

中に含まれる。

　これは近い将来変ることが見込まれる。公立高

校の授業料は昨年までは収入の条件付きで無料だ

ったが、東京都や大阪府では、今年度の入学生か

ら、私立を含めて、実質すべて無償となると同時

に、就学前の幼児教育も無償にすることになって

いる。

　これらの施策が無意味とは言わない。政府は、

この点ではかなり懸命に、少子化最大の原因であ

る「教育にお金がかかり過ぎる」情況を改善しよ

うとしていると評価すべきであろう。その上で、

我ながら厭な予測を申し上げるのだが、これは無

駄ではないにしても、決定的な方向転換の効果は

そんなにあるとは思えない。

　理由を手短に言えば、子どもの教育は個々の家

庭の事業として行われるからだ。この事業の最終

目標は、自分の子どもの社会的な成功である。一

流企業や上級公務員がそのわかりやすい例。その

他、芸術芸能やスポーツの分野で成功する人はい

わゆる学習の分野よりずっと少ないが、それでも

「子どもの隠れた才能を引き出す」ために習い事

をさせる親は少なくない。そのための学校外活動

費が、前述のように、公立小学校で248万円、私

立で661万円なのである。

　日本人は子どもの教育に金を惜しまない、とも

よく言われるが、目に見えない才能を引き出し、

伸ばす、ことのためにはどれくらいの金額が必要

なのか、誰にも言うことはできないであろう。そ

れを賄う財力があるなら、限界は、子ども自身の

時間と体力にしかない。我が子にずいぶん無理を

させているな、と思える親はしばらく前から決し

て少なくない。

　問題は、このような傾向が、社会の隅々にまで

及ぶ、ということである。今後見込める夫婦の年

収が、上に見たような教育費を賄うには不安だ、

と思えたら、結婚する理由は確実に、一つはなく

なるであろう。そこは妥協して、我が子が、社会

の上位層に入れないのはしかたないとしても、人

並み以下は耐えられない。そこで、幼稚園にも入

れるし、塾にも行かせる。第一、ほとんどの子が

そうするなら、これをやめたら他の子どもたちと

一緒に遊べないのだから、もう選択の余地はない

　そして、このような情況では、公立学校の質の

向上などには、ほとんど魅力が感じられないであ

ろう。そこは、誰でも入れる、というか、私立学

校にも行かないとしたら、入らなければならない

場所だ。ないのは困る、なぜなら、子どもを昼間

どこへ置いたらいいのか分からなくなってしまう

から（その理由で、保育園はかなりの地域でまだ

増設が望まれている）。

　そして学級崩壊の無秩序状態はさすがに困るが、

そうでなければ、何か一定のことを生徒に強制し

過ぎるのはむしろ迷惑だ。義務教育ではないが、

今や進学率が98.8％に達して、行くのが当り前

になっている高等学校では、「勉強をしないから

という理由で留年や退学させるなんてひどい」と、

普通に言われるようになっている。

　最後に、この分野でも参照すべき数値を挙げて

おこう。ＯＥＣＤが2022年に発表した公財政教

育支出（国の総支出のうち教育のために出してい

る部分）は、対ＧＤＰ比だと、ＯＥＣＤ37カ国

の平均4.3％のところ、日本は3.0％で、36位で

ある。もちろんＧＤＰ世界第四位の国なのだから、

金額では小学校から高校までの生徒一人あたり年

間約12,500米ドル（１ドル150円として約188万

円）支出していることになり、これはＧＤＰ各国

平均12,000ドルよりは高い。が、日本は全体と

して公教育にお金をかけているほうだとは言えな

い。

　そのことの結果が一番顕著なのは学級規模、つ

まり一クラスの生徒数である。ＯＥＣＤの平均は

21.1人のところ、日本の公立小学校は平均27.2

人で、ＯＥＣＤ諸国中イギリスと並んで第二位の

人数になっている。
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　諸外国に比べて日本のクラスの生徒数は多すぎ

ることは、私が教員になった40年ほど前から話

題になっていた。しかし昭和55（1980）年から

平成３（1991）年までで小学校でようやく40人

学級（一クラスの上限を40人にする、というこ

と。実際の編成には弾力性が認められているので、

地域差がある）が完成し、令和2（2020）年か

ら、コロナを慮って、ようやく35人学級に引き

下げられた。

　クラスの人数は少ないほうが学習効率はよいし、

生徒一人一人への教師の目も届くと、確証はない

が、普通に思える。しかしそれは、官僚も政治家

も、一般国民もあまり望まないようだ。

　子どもの学力が上がるのは好ましいに決まって

いる、ただし自分の子どもなら。他所の子どもの

ために、なぜ多額の税金や社会保障費が使わなけ

ればならないのか。優秀かそうでないかは、所詮

比較相対上の話だ。学力が全体として底上げされ

るなら、むしろ我が子のライバルに塩を送ること

になってしまいかねないではないか。エゴと言え

ばそうだが、子作り・子育てが各家庭の事業であ

る以上、このような思いが根絶されることはない。

　なんだか、どうしようもないという見通しだけ

を述べて終わりになりそうだが、「教育にお金が

かかりすぎる」情況は、特定の個人や集団のせい

ではなく、国民全体の思惑や欲望が絡み合ってこ

うなったのだ、ということは最初に心得ておくべ

きだろうと思う。

　そのうえで、子育て支援金を出す以上の施策は、

私にも思いつかない。今年度から、三歳までは月

額15,000円、その後高校卒業時点までは10,000

円支給することになっている（一人親や、低所得

家庭の場合は増額される。また第三子以降は全期

間30,000円）。ざっと計算して、第一子、二子は

234万円、第三子以降は648万円総額で貰えるこ

とになる。

　この金額の多寡についてはいろいろ議論がある

ところだろう。もう一つのポイントは、この金が

親に渡される、というところである。何にどう使

ったか、報告の義務があるわけではないので、生

活費に充てても、貯金しても、つまり子どものた

めに使わなくても自由。

　再三述べたように、子作り・子育てが各家庭固

有の事業である面からすれば、それでよい。しか

し、自由である場合には、必ず、機会を生かすだ

けの賢明さがある人とそうでない人の差が出てき

てしまう。またこの場合、塾やスポーツクラブな

ど、学校以外の教育機関がどれくらいあるかの地

域差も大きく関係してくる。

　だから私はこれによって、少子化には少しは歯

止めがかかるかも知れないが、それ以上に、いわ

ゆる階層化を進める結果のほうが大きいのではな

いか、と予想している。それでもかまわない、と

思うか、その弊害が顕著になったら他に対策を立

てればよい、と思うか、それぞれではあるだろう

が、今後の日本社会の在り方を考えるためには、

けっこう大きなポイントだと思う。

＊知り合いで元塾講師、現在は一人で出版事業に携

わっている白崎一裕さんが、高校教師佐々木賢と共

同通信社の記者・松田博公の対談による『果てしな

い教育？』と『教育という謎』いう昭和と平成の変

わり目ぐらいに出た二著の再刊を企画しています。

私見によるとこの二冊は、日本における脱学校論最

大の成果です。白崎さんは現在、これについてのメ

ールマガジンを出しておりますので、興味のある方

は連絡してみて下さい。

 

(株)那須里山舎　白崎一裕

〒324-0235 栃木県大田原市堀之内625-24

tel: 0287-47-7620　fax: 0287-54-4824

携帯：090-3688-2431

livetoge@yahoo.co.jp　HP:https://nasu-satoya-

masya.com/
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春降る雪は音もなく⑿
  

　みんなは、急いで食器を片付けて席に戻った。川

野辺は、みんなを見まわし着席を確認してから言っ

た。

「今、園長先生が見えるから、黙禱をして待って

いてください」

　次郎と修は視線を交わした。それを見ていた明彦

が、“なに？”と視線で次郎に尋ねた。次郎は両方

の眉と眼で“さあね”とジェスチャーを返した。

　少し経つと、ゆっくりとした靴音がして、それは

みんなの前で止まった。

「では、目を開けてください」

　川野辺の声にみんなが目を開けると、そこには園

長がいつものにこやかな表情で立っていた。

「おはよう」

　園長の優しい声に、みんなもにこやかにあいさつ

を返した。

「おはようございます」

「ああ、元気があっていいね」

　園長は、ゴホンと口に手を当てて咳をして、にっ

こりしてから続けた。みんな、園長先生の慈愛に満

ちた笑顔が大好きだ。

「明日の午後に、知事が、上野知事がこの園におい

でになります。そこで、皆さんには、いつも練習を

している鼓笛を披露してもらいます。普段の練習の

成果をしっかり披露してください。川野辺先生がご

指導に当たります」

「あ、園長、鼓笛は小学校の鈴原先生に来ていただ

いていますので」

「こんな、春休みにも来てくださるのか」

「はい。今日も練習に来てくださいますし、明日も

鈴原先生のご指導になります」

「川野辺先生も、ついていてくださるのでしょうね」

「はい。もちろんです」

　そこで、生徒たちにクスクス笑いが起きたので、

園長が怪訝な顔をした。生徒たちは、一層愉快そう

にしていた。川野辺は、心なしか少し声を張り上げ

て言った。

　「ええと、今から９時半までは自習学習をしてい

てください。その後、10時から１時間半鼓笛の練

習をします。10分前になったら、鼓笛の服装に着

替えて、講堂に集合してください。それまで、先輩

たち三人はみんなの勉強をみてやってください」

「はい」

三人が同時に返事をした。

「解散」

　みんながワイワイしながら、食堂から出て行った。

それを見計らって、修が言った。

「なあ、オレ等、もう最後だからさ、３人で食器洗

いに入らないか」

　意気投合して三人は、笑いながら炊事場に入った。

何も知らない明彦は、普段通りだ。その時、炊事場

の斎藤のおばちゃんが誰にというわけではなく言っ

た。

「なんかな、どうしたんだべ」

「何が？」

　明彦が聞いた。

「うんだってな、今日は茎津先生の日だべ。日岡さ

んもおらんしな」

「そういやあそうだな。ま、その方がいいや」

　明彦がするっと言ったので、次郎と修は声を立て

て笑った。

「だけどな、いよいよ次郎や修と一緒にやれるのも

最後だなあ」

　明彦は本当に寂しそうだ。

「そうだ、明彦。あのさ、俺と修は今日の夜は寺橋

のおばちゃんチに泊まりに行くことになってんだ」

「そうなのか。じゃあさ、また後で話すべ。さあて

と、オレは先に勉強を見に行かんとな」

　明彦は、タオルで手を拭くと出て行った。

明彦の後ろ姿を見送ってから修がボソッといった。

「次郎サ、あの後、どうなったんだろな」

山　　しだれ

「…わからん」

　二人は無言のまま、手際よく大鍋や食器を洗った。

とりあえず、大阪行きの準備をしなければならない。

今日の炊事場のおばちゃんは、斎藤のおばちゃんと、

もう一人は、この近くに住んでいる若い北口のおば

さんだった。

　食器の片づけが終った。次郎と修は並んで二人の

おばちゃんの前に立った。おばちゃんたちは慌てて

エプロンで手を拭いた。二人のおばちゃんに丁寧に

頭を下げてから言った。

　「おばちゃん、オレと修は明後日の朝、大阪に行き

ます。長い間いろいろありがとうございました」

　次郎が言って頭を下げると、修も“ありがとうご

ざいました”と言って、丁寧に頭を下げた。

「うん…そっか、二人共、いよいよだな。次郎は何

年ここにいたことになるんだ」

「なんか、10年位らしいけど、オレは小さかったか

らさ、はっきりと覚えていないんだ」

「そうかい、長かったな。…次郎は、ちっちゃくて

な、メンコかったんだぞ。ここに来たときはな、人

一倍泣き虫でな、よ〜く泣いてたさ。それが、こん

なに大きくなってな、10年か、長かったな。大阪に

行ってしまうんか、そうか、寂しいな。がんばれや」

　斎藤のおばちゃんは感慨深げに言った。

「で、修は何年になるんだ」

　北口のおばちゃんは、汚れたエプロンで早くも、

目頭を押さえながら尋ねた。

「オレは、3年です」

「そうか、お前たちがいってしまうと本当に寂しく

なるな」

　二人のおばちゃんは、優しく二人を見つめた。

「ありがとうございました」

　もう一度声をそろえてから二人が炊事場を出よう

とした時、斎藤のおばちゃんが声をかけた。

「な、二人とも、また顔見せてな。なんかあったら

戻って来いな」

　二人は、深く頭を下げた。思わず、次郎の胸にグ

ッと強く迫りくるものがあった。

　二人が炊事場を出るのと川野辺が炊事場に入るの

が入れ替えになった。川野辺は、後ろ手に炊事場の

ドアを閉めた。

「あ、ご苦労様。これから職員会議が始まりますの

で、職員室に集まっていただけますか」

「あれま、何時からかい？」

「今からです」

「すぐかい？」

「はい。すぐにお願いします」

　そんな会話を耳にしながら、次郎と修は二階に上

がろうとすると、川野辺が追い駆けてきた。

「ちょっと、いいかな…」

　寝不足らしく、川野辺の疲れた目が赤い。

「え〜と、君等は昨日の夜、全部見ていたのかい」

　二人は顔を見合せた。

「…全部か、よくわかんないけど、なんかさ、おっ

きい音がしてさ…びっくりして飛び起きてさ、なっ」

　修は、そう言って次郎を振り返った。

「で、どうなんだ、次郎は」

「…」

「…次郎、…修」

「あのサ、全部かどうかわかんない。…見てたって

言ったってサ、オレらは離れていたし、何やってる

のか、なんかよくわかんなかった」

　次郎がボソッと言うと、続けて修が言った。

「そうだよ、大きな音がしてびっくりして、本当い

うと、日岡先生を助けなきゃって、二人で行ったん

だけどサ、そしたら、川野辺先生がいたのでびっく

りしてさ」

「そうか…で、昨日の女子は何か言ってたか」

「女子って？あ〜あ、あいつ等。なんにも。だけど

さ、なんかさ、泣きそうな顔をしててさ」

　修の言葉を受けて、次郎が言った。

「あいつらにさ、オレらが帰って寝ろって怒ったの

で、それで泣きそうだったのかもしれない」

「いやいや、わかった。ありがとう、もういいよ。

これから職員会議が始まるんだ。園長も見えて打ち

合わせがあるんだ」

　川野辺は少し天を仰ぐようにして続けた。

「ボクはね、実は日岡さんに前からいろいろなこと

を相談されててね、昨日はそっと様子を見に行った

ところだったんだ」

　それから、まじまじと二人を見つめて、川野辺は

話しを止めた。

「まあ、いい。今日は、二人共寺橋さんのところに

泊りに行くんだったな。それに、大阪に行く用意も

あるし、忙しいな」

「泊りに行くっても、夕食の後に風呂入ってから行

くから、パジャマを持っていけばいいだけなんだ、

30

なあ」

　次郎はぶっきらぼうに言った。

「オレは、初めてだから楽しみだよ」

　修は笑顔を作った。

「そうか」

　川野辺は優しく二人を見てから言った。

「時間あったら、最後だからな、みんなの勉強もみ

てやってな」

「はい」

　そのとき、日岡がタオルで顔を隠すように抑えな

がら職員室に入っていくのが見えた。川野辺が続け

た。

「ああ、それと…明日は知事が見えるから、その時

ちょっと紹介することになっている。その時は、学

生服を着ているほうがいい。それと、明後日の朝、

ボクが君等を空港まで送って行く」

「はい」

　二階に上がると、子供たちはそれぞれ机に勉強道

具を広げていた。

―児童養護施設の子供たち―
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　斎藤のおばちゃんは感慨深げに言った。

「で、修は何年になるんだ」

　北口のおばちゃんは、汚れたエプロンで早くも、

目頭を押さえながら尋ねた。

「オレは、3年です」

「そうか、お前たちがいってしまうと本当に寂しく

なるな」

　二人のおばちゃんは、優しく二人を見つめた。

「ありがとうございました」

　もう一度声をそろえてから二人が炊事場を出よう

とした時、斎藤のおばちゃんが声をかけた。

「な、二人とも、また顔見せてな。なんかあったら

戻って来いな」

　二人は、深く頭を下げた。思わず、次郎の胸にグ

ッと強く迫りくるものがあった。

　二人が炊事場を出るのと川野辺が炊事場に入るの

が入れ替えになった。川野辺は、後ろ手に炊事場の

ドアを閉めた。

「あ、ご苦労様。これから職員会議が始まりますの

で、職員室に集まっていただけますか」

　かなり前から、重要な政治的イシューとして、

少子化が世界的な話題になっている。

　ロシアではチャイルドフリー（子どもなし）を

奨めるＳＮＳ記事を禁止する法律がじきに成立し

そうだ。チャイナは35年続けた一人っ子政策を

2015年に廃止して、今や「子どもは三人産め。

それが国家のためだ」なんて言っているとのこと。

　いかに独裁国家でも、こんな話を素直に聴く人

はそういないだろう。子どもをいつ作るか、何人

作るか、それは、普通は夫婦の、カップルに委ね

るしかない。これは大原則である。自由主義とか

個人主義とかの、主義主張の問題ではない。子ど

もの養育は両親が最終責任を負うしかない、とい

う単純な事実からして、そうなる。

　例しにこういうことを考えてみよう。「自分は

子どもなんて欲しくない。しかし、それでは国の

ためにならないから、産んで育てるんだ」なんて

言う母親に子どもを育ててもらいたいか？　私は

御免だ。

　イスラエルのキブツや日本のヤマギシ会のよう

に、家族ではない大集団で子どもを養育する例もあ

るが、それは即ち家族の解体を意味する。それが好

ましいと思う人はそんなに多くはいないだろう。

　などなど、世界中で多くの人が真剣に悩んでい

る、かどうかはよくわからないが、少なくともそう

見せてはいる問題なのだが、翻って考えると、少子

化というのは、本当に悪いことなのだろうか？

　すぐにわかるデメリットは、いわゆる高齢化社

会になると、生産に従事する年齢層が薄くなって、

経済が行き詰まる、というもの。しかしそれが、

ロボットやＡＩの発達によって（いわゆる技術革

新によって）、これまで必要とされた人間の労働

力が減少しても、生産性はかなりの程度保持でき

るとしたら、壊滅的な事態は避けられるのではな

いか、と考えられる。いや、楽観的すぎるかも知

れないが……。

　それに第一、人類の歴史を考えると、今の状態

は異常とは言わないまでも、かなり特殊で、しか

も急激にこうなったのである。

「1950年におよそ25億人だった世界の人口は、

2000年にはおよそ61億人と、この50年の間に

2.4倍に増加した。現在は、1.2％の割合で年間

7700万人増加している。（中略）2050年までに、

世界人口は、国連の中位推計で93億人に達する

ものと予想される。」（『国土交通白書平成14年

度』）

　だから地球全体では、人口増こそ依然として問

題なのである。

　そこで、両者を含めて最適な状態を考えると、

現在の文明の状態を保つため（今更農耕社会にも

どるのは、私のためにも、私の子孫のためにも望

まないので）には、

　①労働力不足を補うＡＩ技術の開発発展

　②その技術革新の成果を現在の開発途上国にも

　　及ぼす

ことを目標とすべきであろう。

　そこから逆転して考えると、地球全体での出生

率1.8程度の、緩やかな少子化こそ望ましいので

はないだろうか。

　それでもやっぱり、日本の平成５年度の合計特

殊出生率（1人の女性が産む子どもの数の指標と

なる割合）は昨年1.20（厚生労働省調べ）とい

うのは少なすぎるようだ。有効な方策はあるのだ

ろうか。

「経済的な不安があるから、思うように子ども

を作れないんだ」という夫婦は多いのだから、

政府にできることは、そういう外部的な条件を、

なるべく子どもを増やすことが有利になるよう

に、少なくとも不利はなるべく減らすように、

整えることだろう。というか、外部からの有効

な働きかけとしては、それしかない。

　しかし、ここには抑えておくべきポイントがあ

る、と思う。何も特別なことではない。漠然とな

ら誰でも知っていることだが、教育問題に触れる

ので、あまり露骨に語るのは憚られるような雰囲

気があり、うっかりしていると、百田尚樹氏のよ

うな、見当外れの暴論を言うことになってしまい

かねない。

　以下、ネット上で手に入る統計数値をなるべく

細かく挙げて、実態をみていこう。

　まず家族を作る大前提に関わる晩婚化・未婚化

問題。

　社会保障・人口問題研究所の「出生動向基本調

査」令和３年度（18～34歳未婚男女者対象）に

よると、「いずれ結婚するつもり」の男性は

81.4%（前回85.7%）女性は84.3%（前回 89.3%）

で、「一生結婚するつもりはない」男性17.3%（前

回12.0％）女性14.6%（前回8.0％）を大きく上

回っている。

　ただ結婚願望は前回の調査（５年前）より減っ

てはいる。そしてまた、実際の婚姻数もそうなっ

ている。昭和47（1972）年の約110万組をピー

クとして、平成12（2000）年からは減少傾向が

続き、昨年はついに50万組を割り込んだ（約47

万組。こども家庭庁調べ）。

　なぜ結婚しないのかについては、24歳までは

「結婚するにはまだ若すぎるから」が男女ともに

40％台で最も多い。25歳以降は「適当な相手に

まだめぐり会わないから」が男性43.3％（前回

45.8％）女性48.1％（前回51.2％）が最高にな

る。しかし男女双方で前回より僅かに割合が減っ

ている。その代り、「今は、趣味や娯楽を楽しみ

たいから」「異性とうまくつき合えないから」が

少し増えている。「今は、仕事（または学業）に

うちこみたいから」は、男性14.3％（前回17.9

％）女性14.4％（前回19.1％）で、むしろ減っ

ている。

　これらをまとめると、結婚が家同士の契約関係

の面が薄れ、実際に本人同士の決意のみに拠ると

なると（日本国憲法第二十四条「婚姻は、両性の

合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を有

することを基本として、相互の協力により、維持

されなければならない」）、ある特定の異性（適

当な相手）と夫婦関係になることは新たな家を作

ることに他ならず、そのための決意が、そして、

そのように決意する「理由」が必要になるのだ。

そう感じられること自体が、結婚の敷居を高くする。

　改めて考えてみれば、それまで他人だった者と

ずっといっしょに、新たな生活を築くというのは、

かなり途方もない試みだとも言える。

　一方で、一生独身、というのもまた、重大過ぎ

る決意で、そうする理由もまた、簡単には見つか

らない。人は依然として、家庭を持って生きるの

が普通だと一般に考えられている。その「普通」

を捨ててまで打ち込むべき仕事や学問研究がいつ

でも、いつまでもある人のほうがごく稀だろう。

　この社会通念のみが、今のところ結婚難に歯止

めをかけている。

　というのはさすがに汚く言い過ぎであって、未

婚男女が結婚のメリットとして、「自分の子ども

や家庭をもてる」が男性31.1％（前回35.8％）

女性39.4％（前回49.8％）で、減ってはいるが、

かなり上位を占めているのは当然でもあり、良い

ことだと言うべきだろう（因みに、女性では結婚

する理由中これが第一位。男性では「精神的な安

らぎの場が得られる」33.8％に次ぐ第二位。こ

れは男性のほうが、「安らぎの場」としての家庭

が、タダではないにしろ、より楽に手に入ると思

っている証左であろう）。

　そして、結婚後の夫婦が持ちたい子ども数（平

均理想子ども数）としては2.25人（前回2.32人）

だが、実際問題を考えた場合の子ども予定数は平

均2.01人（前回と同じ）になっている。

　この差はどこから来るか。「子育てや教育にお

金がかかりすぎるから」という理由が52.6%でダ

ントツである。これが、妻が35歳未満の、最も

出産が期待される若夫婦に限ると77.8％で、大

多数となる。少子化解消を政治課題とするなら、

ここにこそ焦点を合わせるべきであろう。

　日本の教育費は高い、というのは有名であり、

個人的に20年ほど前に、外国人にも「そうなん

だろ？」と訊かれたことがある。「子どもを一人、

一人前にするのにだいたい1,000万円かかるんだ

ろ？」と言う日本人もいた。すると三人なら

3,000万円。おいそれと子どもは持てないと思う

のも無理はない。

　この金額はそんなに間違っていない。文科省の

「令和３年度子供の学習費調査」によると、幼稚

園から高等学校まで、すべて国公立へ通った場合

の学習費総額は574万円、すべて私立だと1,838

万円で、ここに今や６割以上が進む大学など上級

学校の資金が加わる。

　問題はその中身である。公立小中学校では授業

料は無償、学校内でかかる費用は制服代や教材費、

部活動などの費用で、学習費にかかる費用は年間、

小学校で18.7％､中学校で24.6％に過ぎない（給

食費は別）。小学校で70.2％（約25万円）、中学

校で68.4％（約37万円）が、塾や習い事など、

学校外の費用に充てられている。なお、私立だと、

小学校の学校外活動費は、割合は39.6％で少な

いが、金額の平均66万円で、公立の三倍近くに

なっている。私立小学校は学費も高い（総額約

961万円）が、校外活動にも多くの金額をかける

ということで、子どもを私立の小学校に入れるの

は富裕層の特権だと感じられるのも無理はない。

　そして幼稚園。文部科学省の管轄だから（保育

園は厚生労働省）学校ではあるのだが、義務化さ

れているわけではない。子どもを行かせなくても、

制度上問題はないということだ。しかし現在、ど

ちらにも行かせない、というのは、未就園児とい

う言葉もできたぐらい特殊で、令和５年のこども

家庭庁設立準備室の発表では1.8％（5.4万人）が

そうだという。

　そして現在、３歳から就園する３年保育が主流

を占めている。これは地域にも拠るが、せいぜい

この20年ほどの傾向であって、例えば私自身は

「あれま、何時からかい？」

「今からです」

「すぐかい？」

「はい。すぐにお願いします」

　そんな会話を耳にしながら、次郎と修は二階に上

がろうとすると、川野辺が追い駆けてきた。

「ちょっと、いいかな…」

　寝不足らしく、川野辺の疲れた目が赤い。

「え〜と、君等は昨日の夜、全部見ていたのかい」

　二人は顔を見合せた。

「…全部か、よくわかんないけど、なんかさ、おっ

きい音がしてさ…びっくりして飛び起きてさ、なっ」

　修は、そう言って次郎を振り返った。

「で、どうなんだ、次郎は」

「…」

「…次郎、…修」

「あのサ、全部かどうかわかんない。…見てたって

言ったってサ、オレらは離れていたし、何やってる

のか、なんかよくわかんなかった」

　次郎がボソッと言うと、続けて修が言った。

「そうだよ、大きな音がしてびっくりして、本当い

うと、日岡先生を助けなきゃって、二人で行ったん

だけどサ、そしたら、川野辺先生がいたのでびっく

りしてさ」

「そうか…で、昨日の女子は何か言ってたか」

「女子って？あ〜あ、あいつ等。なんにも。だけど

さ、なんかさ、泣きそうな顔をしててさ」

　修の言葉を受けて、次郎が言った。

「あいつらにさ、オレらが帰って寝ろって怒ったの

で、それで泣きそうだったのかもしれない」

「いやいや、わかった。ありがとう、もういいよ。

これから職員会議が始まるんだ。園長も見えて打ち

合わせがあるんだ」

　川野辺は少し天を仰ぐようにして続けた。

「ボクはね、実は日岡さんに前からいろいろなこと

を相談されててね、昨日はそっと様子を見に行った

ところだったんだ」

　それから、まじまじと二人を見つめて、川野辺は

話しを止めた。

「まあ、いい。今日は、二人共寺橋さんのところに

泊りに行くんだったな。それに、大阪に行く用意も

あるし、忙しいな」

「泊りに行くっても、夕食の後に風呂入ってから行

くから、パジャマを持っていけばいいだけなんだ、

31

なあ」

　次郎はぶっきらぼうに言った。

「オレは、初めてだから楽しみだよ」

　修は笑顔を作った。

「そうか」

　川野辺は優しく二人を見てから言った。

「時間あったら、最後だからな、みんなの勉強もみ

てやってな」

「はい」

　そのとき、日岡がタオルで顔を隠すように抑えな

がら職員室に入っていくのが見えた。川野辺が続け

た。

「ああ、それと…明日は知事が見えるから、その時

ちょっと紹介することになっている。その時は、学

生服を着ているほうがいい。それと、明後日の朝、

ボクが君等を空港まで送って行く」

「はい」

　二階に上がると、子供たちはそれぞれ机に勉強道

具を広げていた。

幼稚園に３ヶ月ほど通ってなんとなく行かなくな

った話を、軽い調子で、小さい頃父母からされて

いた。

　そして国公立と私立の別だと、圧倒的に私立が

多い。幼稚園は学校数で69.7％、在園者数で

88.2％が私立だ（令和６年度学校基本調査によ

る）。その費用は前掲の調査で平均135万円。こ

れが多くの場合、「当然のこと」として教育費の

中に含まれる。

　これは近い将来変ることが見込まれる。公立高

校の授業料は昨年までは収入の条件付きで無料だ

ったが、東京都や大阪府では、今年度の入学生か

ら、私立を含めて、実質すべて無償となると同時

に、就学前の幼児教育も無償にすることになって

いる。

　これらの施策が無意味とは言わない。政府は、

この点ではかなり懸命に、少子化最大の原因であ

る「教育にお金がかかり過ぎる」情況を改善しよ

うとしていると評価すべきであろう。その上で、

我ながら厭な予測を申し上げるのだが、これは無

駄ではないにしても、決定的な方向転換の効果は

そんなにあるとは思えない。

　理由を手短に言えば、子どもの教育は個々の家

庭の事業として行われるからだ。この事業の最終

目標は、自分の子どもの社会的な成功である。一

流企業や上級公務員がそのわかりやすい例。その

他、芸術芸能やスポーツの分野で成功する人はい

わゆる学習の分野よりずっと少ないが、それでも

「子どもの隠れた才能を引き出す」ために習い事

をさせる親は少なくない。そのための学校外活動

費が、前述のように、公立小学校で248万円、私

立で661万円なのである。

　日本人は子どもの教育に金を惜しまない、とも

よく言われるが、目に見えない才能を引き出し、

伸ばす、ことのためにはどれくらいの金額が必要

なのか、誰にも言うことはできないであろう。そ

れを賄う財力があるなら、限界は、子ども自身の

時間と体力にしかない。我が子にずいぶん無理を

させているな、と思える親はしばらく前から決し

て少なくない。

　問題は、このような傾向が、社会の隅々にまで

及ぶ、ということである。今後見込める夫婦の年

収が、上に見たような教育費を賄うには不安だ、

と思えたら、結婚する理由は確実に、一つはなく

なるであろう。そこは妥協して、我が子が、社会

の上位層に入れないのはしかたないとしても、人

並み以下は耐えられない。そこで、幼稚園にも入

れるし、塾にも行かせる。第一、ほとんどの子が

そうするなら、これをやめたら他の子どもたちと

一緒に遊べないのだから、もう選択の余地はない

　そして、このような情況では、公立学校の質の

向上などには、ほとんど魅力が感じられないであ

ろう。そこは、誰でも入れる、というか、私立学

校にも行かないとしたら、入らなければならない

場所だ。ないのは困る、なぜなら、子どもを昼間

どこへ置いたらいいのか分からなくなってしまう

から（その理由で、保育園はかなりの地域でまだ

増設が望まれている）。

　そして学級崩壊の無秩序状態はさすがに困るが、

そうでなければ、何か一定のことを生徒に強制し

過ぎるのはむしろ迷惑だ。義務教育ではないが、

今や進学率が98.8％に達して、行くのが当り前

になっている高等学校では、「勉強をしないから

という理由で留年や退学させるなんてひどい」と、

普通に言われるようになっている。

　最後に、この分野でも参照すべき数値を挙げて

おこう。ＯＥＣＤが2022年に発表した公財政教

育支出（国の総支出のうち教育のために出してい

る部分）は、対ＧＤＰ比だと、ＯＥＣＤ37カ国

の平均4.3％のところ、日本は3.0％で、36位で

ある。もちろんＧＤＰ世界第四位の国なのだから、

金額では小学校から高校までの生徒一人あたり年

間約12,500米ドル（１ドル150円として約188万

円）支出していることになり、これはＧＤＰ各国

平均12,000ドルよりは高い。が、日本は全体と

して公教育にお金をかけているほうだとは言えな

い。

　そのことの結果が一番顕著なのは学級規模、つ

まり一クラスの生徒数である。ＯＥＣＤの平均は

21.1人のところ、日本の公立小学校は平均27.2

人で、ＯＥＣＤ諸国中イギリスと並んで第二位の

人数になっている。

　諸外国に比べて日本のクラスの生徒数は多すぎ

ることは、私が教員になった40年ほど前から話

題になっていた。しかし昭和55（1980）年から

平成３（1991）年までで小学校でようやく40人

学級（一クラスの上限を40人にする、というこ

と。実際の編成には弾力性が認められているので、

地域差がある）が完成し、令和2（2020）年か

ら、コロナを慮って、ようやく35人学級に引き

下げられた。

　クラスの人数は少ないほうが学習効率はよいし、

生徒一人一人への教師の目も届くと、確証はない

が、普通に思える。しかしそれは、官僚も政治家

も、一般国民もあまり望まないようだ。

　子どもの学力が上がるのは好ましいに決まって

いる、ただし自分の子どもなら。他所の子どもの

ために、なぜ多額の税金や社会保障費が使わなけ

ればならないのか。優秀かそうでないかは、所詮

比較相対上の話だ。学力が全体として底上げされ

るなら、むしろ我が子のライバルに塩を送ること

になってしまいかねないではないか。エゴと言え

ばそうだが、子作り・子育てが各家庭の事業であ

る以上、このような思いが根絶されることはない。

　なんだか、どうしようもないという見通しだけ

を述べて終わりになりそうだが、「教育にお金が

かかりすぎる」情況は、特定の個人や集団のせい

ではなく、国民全体の思惑や欲望が絡み合ってこ

うなったのだ、ということは最初に心得ておくべ

きだろうと思う。

　そのうえで、子育て支援金を出す以上の施策は、

私にも思いつかない。今年度から、三歳までは月

額15,000円、その後高校卒業時点までは10,000

円支給することになっている（一人親や、低所得

家庭の場合は増額される。また第三子以降は全期

間30,000円）。ざっと計算して、第一子、二子は

234万円、第三子以降は648万円総額で貰えるこ

とになる。

　この金額の多寡についてはいろいろ議論がある

ところだろう。もう一つのポイントは、この金が

親に渡される、というところである。何にどう使

ったか、報告の義務があるわけではないので、生

活費に充てても、貯金しても、つまり子どものた

めに使わなくても自由。

　再三述べたように、子作り・子育てが各家庭固

有の事業である面からすれば、それでよい。しか

し、自由である場合には、必ず、機会を生かすだ

けの賢明さがある人とそうでない人の差が出てき

てしまう。またこの場合、塾やスポーツクラブな

ど、学校以外の教育機関がどれくらいあるかの地

域差も大きく関係してくる。

　だから私はこれによって、少子化には少しは歯

止めがかかるかも知れないが、それ以上に、いわ

ゆる階層化を進める結果のほうが大きいのではな

いか、と予想している。それでもかまわない、と

思うか、その弊害が顕著になったら他に対策を立

てればよい、と思うか、それぞれではあるだろう

が、今後の日本社会の在り方を考えるためには、

けっこう大きなポイントだと思う。

＊知り合いで元塾講師、現在は一人で出版事業に携

わっている白崎一裕さんが、高校教師佐々木賢と共

同通信社の記者・松田博公の対談による『果てしな

い教育？』と『教育という謎』いう昭和と平成の変

わり目ぐらいに出た二著の再刊を企画しています。

私見によるとこの二冊は、日本における脱学校論最

大の成果です。白崎さんは現在、これについてのメ

ールマガジンを出しておりますので、興味のある方

は連絡してみて下さい。

 

(株)那須里山舎　白崎一裕

〒324-0235 栃木県大田原市堀之内625-24

tel: 0287-47-7620　fax: 0287-54-4824

携帯：090-3688-2431

livetoge@yahoo.co.jp　HP:https://nasu-satoya-

masya.com/



　みんなは、急いで食器を片付けて席に戻った。川

野辺は、みんなを見まわし着席を確認してから言っ

た。

「今、園長先生が見えるから、黙禱をして待って

いてください」

　次郎と修は視線を交わした。それを見ていた明彦

が、“なに？”と視線で次郎に尋ねた。次郎は両方

の眉と眼で“さあね”とジェスチャーを返した。

　少し経つと、ゆっくりとした靴音がして、それは

みんなの前で止まった。

「では、目を開けてください」

　川野辺の声にみんなが目を開けると、そこには園

長がいつものにこやかな表情で立っていた。

「おはよう」

　園長の優しい声に、みんなもにこやかにあいさつ

を返した。

「おはようございます」

「ああ、元気があっていいね」

　園長は、ゴホンと口に手を当てて咳をして、にっ

こりしてから続けた。みんな、園長先生の慈愛に満

ちた笑顔が大好きだ。

「明日の午後に、知事が、上野知事がこの園におい

でになります。そこで、皆さんには、いつも練習を

している鼓笛を披露してもらいます。普段の練習の

成果をしっかり披露してください。川野辺先生がご

指導に当たります」

「あ、園長、鼓笛は小学校の鈴原先生に来ていただ

いていますので」

「こんな、春休みにも来てくださるのか」

「はい。今日も練習に来てくださいますし、明日も

鈴原先生のご指導になります」

「川野辺先生も、ついていてくださるのでしょうね」

「はい。もちろんです」

　そこで、生徒たちにクスクス笑いが起きたので、

園長が怪訝な顔をした。生徒たちは、一層愉快そう

にしていた。川野辺は、心なしか少し声を張り上げ

て言った。

　「ええと、今から９時半までは自習学習をしてい

てください。その後、10時から１時間半鼓笛の練

習をします。10分前になったら、鼓笛の服装に着

替えて、講堂に集合してください。それまで、先輩

たち三人はみんなの勉強をみてやってください」

「はい」

三人が同時に返事をした。

「解散」

　みんながワイワイしながら、食堂から出て行った。

それを見計らって、修が言った。

「なあ、オレ等、もう最後だからさ、３人で食器洗

いに入らないか」

　意気投合して三人は、笑いながら炊事場に入った。

何も知らない明彦は、普段通りだ。その時、炊事場

の斎藤のおばちゃんが誰にというわけではなく言っ

た。

「なんかな、どうしたんだべ」

「何が？」

　明彦が聞いた。

「うんだってな、今日は茎津先生の日だべ。日岡さ

んもおらんしな」

「そういやあそうだな。ま、その方がいいや」

　明彦がするっと言ったので、次郎と修は声を立て

て笑った。

「だけどな、いよいよ次郎や修と一緒にやれるのも

最後だなあ」

　明彦は本当に寂しそうだ。

「そうだ、明彦。あのさ、俺と修は今日の夜は寺橋

のおばちゃんチに泊まりに行くことになってんだ」

「そうなのか。じゃあさ、また後で話すべ。さあて

と、オレは先に勉強を見に行かんとな」

　明彦は、タオルで手を拭くと出て行った。

明彦の後ろ姿を見送ってから修がボソッといった。

「次郎サ、あの後、どうなったんだろな」

「…わからん」

　二人は無言のまま、手際よく大鍋や食器を洗った。

とりあえず、大阪行きの準備をしなければならない。

今日の炊事場のおばちゃんは、斎藤のおばちゃんと、

もう一人は、この近くに住んでいる若い北口のおば

さんだった。

　食器の片づけが終った。次郎と修は並んで二人の

おばちゃんの前に立った。おばちゃんたちは慌てて

エプロンで手を拭いた。二人のおばちゃんに丁寧に

頭を下げてから言った。

　「おばちゃん、オレと修は明後日の朝、大阪に行き

ます。長い間いろいろありがとうございました」

　次郎が言って頭を下げると、修も“ありがとうご

ざいました”と言って、丁寧に頭を下げた。

「うん…そっか、二人共、いよいよだな。次郎は何

年ここにいたことになるんだ」

「なんか、10年位らしいけど、オレは小さかったか

らさ、はっきりと覚えていないんだ」

「そうかい、長かったな。…次郎は、ちっちゃくて

な、メンコかったんだぞ。ここに来たときはな、人

一倍泣き虫でな、よ〜く泣いてたさ。それが、こん

なに大きくなってな、10年か、長かったな。大阪に

行ってしまうんか、そうか、寂しいな。がんばれや」

　斎藤のおばちゃんは感慨深げに言った。

「で、修は何年になるんだ」

　北口のおばちゃんは、汚れたエプロンで早くも、

目頭を押さえながら尋ねた。

「オレは、3年です」

「そうか、お前たちがいってしまうと本当に寂しく

なるな」

　二人のおばちゃんは、優しく二人を見つめた。

「ありがとうございました」

　もう一度声をそろえてから二人が炊事場を出よう

とした時、斎藤のおばちゃんが声をかけた。

「な、二人とも、また顔見せてな。なんかあったら

戻って来いな」

　二人は、深く頭を下げた。思わず、次郎の胸にグ

ッと強く迫りくるものがあった。

　二人が炊事場を出るのと川野辺が炊事場に入るの

が入れ替えになった。川野辺は、後ろ手に炊事場の

ドアを閉めた。

「あ、ご苦労様。これから職員会議が始まりますの

で、職員室に集まっていただけますか」

　かなり前から、重要な政治的イシューとして、

少子化が世界的な話題になっている。

　ロシアではチャイルドフリー（子どもなし）を

奨めるＳＮＳ記事を禁止する法律がじきに成立し

そうだ。チャイナは35年続けた一人っ子政策を

2015年に廃止して、今や「子どもは三人産め。

それが国家のためだ」なんて言っているとのこと。

　いかに独裁国家でも、こんな話を素直に聴く人

はそういないだろう。子どもをいつ作るか、何人

作るか、それは、普通は夫婦の、カップルに委ね

るしかない。これは大原則である。自由主義とか

個人主義とかの、主義主張の問題ではない。子ど

もの養育は両親が最終責任を負うしかない、とい

う単純な事実からして、そうなる。

　例しにこういうことを考えてみよう。「自分は

子どもなんて欲しくない。しかし、それでは国の

ためにならないから、産んで育てるんだ」なんて

言う母親に子どもを育ててもらいたいか？　私は

御免だ。

　イスラエルのキブツや日本のヤマギシ会のよう

に、家族ではない大集団で子どもを養育する例もあ

るが、それは即ち家族の解体を意味する。それが好

ましいと思う人はそんなに多くはいないだろう。

　などなど、世界中で多くの人が真剣に悩んでい

る、かどうかはよくわからないが、少なくともそう

見せてはいる問題なのだが、翻って考えると、少子

化というのは、本当に悪いことなのだろうか？

　すぐにわかるデメリットは、いわゆる高齢化社

会になると、生産に従事する年齢層が薄くなって、

経済が行き詰まる、というもの。しかしそれが、

ロボットやＡＩの発達によって（いわゆる技術革

新によって）、これまで必要とされた人間の労働

力が減少しても、生産性はかなりの程度保持でき

るとしたら、壊滅的な事態は避けられるのではな

いか、と考えられる。いや、楽観的すぎるかも知

れないが……。

　それに第一、人類の歴史を考えると、今の状態

は異常とは言わないまでも、かなり特殊で、しか

も急激にこうなったのである。

「1950年におよそ25億人だった世界の人口は、

2000年にはおよそ61億人と、この50年の間に

2.4倍に増加した。現在は、1.2％の割合で年間

7700万人増加している。（中略）2050年までに、

世界人口は、国連の中位推計で93億人に達する

ものと予想される。」（『国土交通白書平成14年

度』）

　だから地球全体では、人口増こそ依然として問

題なのである。

　そこで、両者を含めて最適な状態を考えると、

現在の文明の状態を保つため（今更農耕社会にも

どるのは、私のためにも、私の子孫のためにも望

まないので）には、

　①労働力不足を補うＡＩ技術の開発発展

　②その技術革新の成果を現在の開発途上国にも

　　及ぼす

ことを目標とすべきであろう。

　そこから逆転して考えると、地球全体での出生

率1.8程度の、緩やかな少子化こそ望ましいので

はないだろうか。

　それでもやっぱり、日本の平成５年度の合計特

殊出生率（1人の女性が産む子どもの数の指標と

なる割合）は昨年1.20（厚生労働省調べ）とい

うのは少なすぎるようだ。有効な方策はあるのだ

ろうか。

「経済的な不安があるから、思うように子ども

を作れないんだ」という夫婦は多いのだから、

政府にできることは、そういう外部的な条件を、

なるべく子どもを増やすことが有利になるよう

に、少なくとも不利はなるべく減らすように、

整えることだろう。というか、外部からの有効

な働きかけとしては、それしかない。

　しかし、ここには抑えておくべきポイントがあ

る、と思う。何も特別なことではない。漠然とな

ら誰でも知っていることだが、教育問題に触れる

ので、あまり露骨に語るのは憚られるような雰囲

気があり、うっかりしていると、百田尚樹氏のよ

うな、見当外れの暴論を言うことになってしまい

かねない。

　以下、ネット上で手に入る統計数値をなるべく

細かく挙げて、実態をみていこう。

　まず家族を作る大前提に関わる晩婚化・未婚化

問題。

　社会保障・人口問題研究所の「出生動向基本調

査」令和３年度（18～34歳未婚男女者対象）に

よると、「いずれ結婚するつもり」の男性は

81.4%（前回85.7%）女性は84.3%（前回 89.3%）

で、「一生結婚するつもりはない」男性17.3%（前

回12.0％）女性14.6%（前回8.0％）を大きく上

回っている。

　ただ結婚願望は前回の調査（５年前）より減っ

てはいる。そしてまた、実際の婚姻数もそうなっ

ている。昭和47（1972）年の約110万組をピー

クとして、平成12（2000）年からは減少傾向が

続き、昨年はついに50万組を割り込んだ（約47

万組。こども家庭庁調べ）。

　なぜ結婚しないのかについては、24歳までは

「結婚するにはまだ若すぎるから」が男女ともに

40％台で最も多い。25歳以降は「適当な相手に

まだめぐり会わないから」が男性43.3％（前回

45.8％）女性48.1％（前回51.2％）が最高にな

る。しかし男女双方で前回より僅かに割合が減っ

ている。その代り、「今は、趣味や娯楽を楽しみ

たいから」「異性とうまくつき合えないから」が

少し増えている。「今は、仕事（または学業）に

うちこみたいから」は、男性14.3％（前回17.9

％）女性14.4％（前回19.1％）で、むしろ減っ

ている。

　これらをまとめると、結婚が家同士の契約関係

の面が薄れ、実際に本人同士の決意のみに拠ると

なると（日本国憲法第二十四条「婚姻は、両性の

合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を有

することを基本として、相互の協力により、維持

されなければならない」）、ある特定の異性（適

当な相手）と夫婦関係になることは新たな家を作

ることに他ならず、そのための決意が、そして、

そのように決意する「理由」が必要になるのだ。

そう感じられること自体が、結婚の敷居を高くする。

　改めて考えてみれば、それまで他人だった者と

ずっといっしょに、新たな生活を築くというのは、

かなり途方もない試みだとも言える。

　一方で、一生独身、というのもまた、重大過ぎ

る決意で、そうする理由もまた、簡単には見つか

らない。人は依然として、家庭を持って生きるの

が普通だと一般に考えられている。その「普通」

を捨ててまで打ち込むべき仕事や学問研究がいつ

でも、いつまでもある人のほうがごく稀だろう。

　この社会通念のみが、今のところ結婚難に歯止

めをかけている。

　というのはさすがに汚く言い過ぎであって、未

婚男女が結婚のメリットとして、「自分の子ども

や家庭をもてる」が男性31.1％（前回35.8％）

女性39.4％（前回49.8％）で、減ってはいるが、

かなり上位を占めているのは当然でもあり、良い

ことだと言うべきだろう（因みに、女性では結婚

する理由中これが第一位。男性では「精神的な安

らぎの場が得られる」33.8％に次ぐ第二位。こ

れは男性のほうが、「安らぎの場」としての家庭

が、タダではないにしろ、より楽に手に入ると思

っている証左であろう）。

　そして、結婚後の夫婦が持ちたい子ども数（平

均理想子ども数）としては2.25人（前回2.32人）

だが、実際問題を考えた場合の子ども予定数は平

均2.01人（前回と同じ）になっている。

　この差はどこから来るか。「子育てや教育にお

金がかかりすぎるから」という理由が52.6%でダ

ントツである。これが、妻が35歳未満の、最も

出産が期待される若夫婦に限ると77.8％で、大

多数となる。少子化解消を政治課題とするなら、

ここにこそ焦点を合わせるべきであろう。

　日本の教育費は高い、というのは有名であり、

個人的に20年ほど前に、外国人にも「そうなん

だろ？」と訊かれたことがある。「子どもを一人、

一人前にするのにだいたい1,000万円かかるんだ

ろ？」と言う日本人もいた。すると三人なら

3,000万円。おいそれと子どもは持てないと思う

のも無理はない。

　この金額はそんなに間違っていない。文科省の

「令和３年度子供の学習費調査」によると、幼稚

園から高等学校まで、すべて国公立へ通った場合

の学習費総額は574万円、すべて私立だと1,838

万円で、ここに今や６割以上が進む大学など上級

学校の資金が加わる。

　問題はその中身である。公立小中学校では授業

料は無償、学校内でかかる費用は制服代や教材費、

部活動などの費用で、学習費にかかる費用は年間、

小学校で18.7％､中学校で24.6％に過ぎない（給

食費は別）。小学校で70.2％（約25万円）、中学

校で68.4％（約37万円）が、塾や習い事など、

学校外の費用に充てられている。なお、私立だと、

小学校の学校外活動費は、割合は39.6％で少な

いが、金額の平均66万円で、公立の三倍近くに

なっている。私立小学校は学費も高い（総額約

961万円）が、校外活動にも多くの金額をかける

ということで、子どもを私立の小学校に入れるの

は富裕層の特権だと感じられるのも無理はない。

　そして幼稚園。文部科学省の管轄だから（保育

園は厚生労働省）学校ではあるのだが、義務化さ

れているわけではない。子どもを行かせなくても、

制度上問題はないということだ。しかし現在、ど

ちらにも行かせない、というのは、未就園児とい

う言葉もできたぐらい特殊で、令和５年のこども

家庭庁設立準備室の発表では1.8％（5.4万人）が

そうだという。

　そして現在、３歳から就園する３年保育が主流

を占めている。これは地域にも拠るが、せいぜい

この20年ほどの傾向であって、例えば私自身は

「あれま、何時からかい？」

「今からです」

「すぐかい？」

「はい。すぐにお願いします」

　そんな会話を耳にしながら、次郎と修は二階に上

がろうとすると、川野辺が追い駆けてきた。

「ちょっと、いいかな…」

　寝不足らしく、川野辺の疲れた目が赤い。

「え〜と、君等は昨日の夜、全部見ていたのかい」

　二人は顔を見合せた。

「…全部か、よくわかんないけど、なんかさ、おっ

きい音がしてさ…びっくりして飛び起きてさ、なっ」

　修は、そう言って次郎を振り返った。

「で、どうなんだ、次郎は」

「…」

「…次郎、…修」

「あのサ、全部かどうかわかんない。…見てたって

言ったってサ、オレらは離れていたし、何やってる

のか、なんかよくわかんなかった」

　次郎がボソッと言うと、続けて修が言った。

「そうだよ、大きな音がしてびっくりして、本当い

うと、日岡先生を助けなきゃって、二人で行ったん

だけどサ、そしたら、川野辺先生がいたのでびっく

りしてさ」

「そうか…で、昨日の女子は何か言ってたか」

「女子って？あ〜あ、あいつ等。なんにも。だけど

さ、なんかさ、泣きそうな顔をしててさ」

　修の言葉を受けて、次郎が言った。

「あいつらにさ、オレらが帰って寝ろって怒ったの

で、それで泣きそうだったのかもしれない」

「いやいや、わかった。ありがとう、もういいよ。

これから職員会議が始まるんだ。園長も見えて打ち

合わせがあるんだ」

　川野辺は少し天を仰ぐようにして続けた。

「ボクはね、実は日岡さんに前からいろいろなこと

を相談されててね、昨日はそっと様子を見に行った

ところだったんだ」

　それから、まじまじと二人を見つめて、川野辺は

話しを止めた。

「まあ、いい。今日は、二人共寺橋さんのところに

泊りに行くんだったな。それに、大阪に行く用意も

あるし、忙しいな」

「泊りに行くっても、夕食の後に風呂入ってから行

くから、パジャマを持っていけばいいだけなんだ、
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なあ」

　次郎はぶっきらぼうに言った。

「オレは、初めてだから楽しみだよ」

　修は笑顔を作った。

「そうか」

　川野辺は優しく二人を見てから言った。

「時間あったら、最後だからな、みんなの勉強もみ

てやってな」

「はい」

　そのとき、日岡がタオルで顔を隠すように抑えな

がら職員室に入っていくのが見えた。川野辺が続け

た。

「ああ、それと…明日は知事が見えるから、その時

ちょっと紹介することになっている。その時は、学

生服を着ているほうがいい。それと、明後日の朝、

ボクが君等を空港まで送って行く」

「はい」

　二階に上がると、子供たちはそれぞれ机に勉強道

具を広げていた。

幼稚園に３ヶ月ほど通ってなんとなく行かなくな

った話を、軽い調子で、小さい頃父母からされて

いた。

　そして国公立と私立の別だと、圧倒的に私立が

多い。幼稚園は学校数で69.7％、在園者数で

88.2％が私立だ（令和６年度学校基本調査によ

る）。その費用は前掲の調査で平均135万円。こ

れが多くの場合、「当然のこと」として教育費の

中に含まれる。

　これは近い将来変ることが見込まれる。公立高

校の授業料は昨年までは収入の条件付きで無料だ

ったが、東京都や大阪府では、今年度の入学生か

ら、私立を含めて、実質すべて無償となると同時

に、就学前の幼児教育も無償にすることになって

いる。

　これらの施策が無意味とは言わない。政府は、

この点ではかなり懸命に、少子化最大の原因であ

る「教育にお金がかかり過ぎる」情況を改善しよ

うとしていると評価すべきであろう。その上で、

我ながら厭な予測を申し上げるのだが、これは無

駄ではないにしても、決定的な方向転換の効果は

そんなにあるとは思えない。

　理由を手短に言えば、子どもの教育は個々の家

庭の事業として行われるからだ。この事業の最終

目標は、自分の子どもの社会的な成功である。一

流企業や上級公務員がそのわかりやすい例。その

他、芸術芸能やスポーツの分野で成功する人はい

わゆる学習の分野よりずっと少ないが、それでも

「子どもの隠れた才能を引き出す」ために習い事

をさせる親は少なくない。そのための学校外活動

費が、前述のように、公立小学校で248万円、私

立で661万円なのである。

　日本人は子どもの教育に金を惜しまない、とも

よく言われるが、目に見えない才能を引き出し、

伸ばす、ことのためにはどれくらいの金額が必要

なのか、誰にも言うことはできないであろう。そ

れを賄う財力があるなら、限界は、子ども自身の

時間と体力にしかない。我が子にずいぶん無理を

させているな、と思える親はしばらく前から決し

て少なくない。

　問題は、このような傾向が、社会の隅々にまで

及ぶ、ということである。今後見込める夫婦の年

収が、上に見たような教育費を賄うには不安だ、

と思えたら、結婚する理由は確実に、一つはなく

なるであろう。そこは妥協して、我が子が、社会

の上位層に入れないのはしかたないとしても、人

並み以下は耐えられない。そこで、幼稚園にも入

れるし、塾にも行かせる。第一、ほとんどの子が

そうするなら、これをやめたら他の子どもたちと

一緒に遊べないのだから、もう選択の余地はない

　そして、このような情況では、公立学校の質の

向上などには、ほとんど魅力が感じられないであ

ろう。そこは、誰でも入れる、というか、私立学

校にも行かないとしたら、入らなければならない

場所だ。ないのは困る、なぜなら、子どもを昼間

どこへ置いたらいいのか分からなくなってしまう

から（その理由で、保育園はかなりの地域でまだ

増設が望まれている）。

　そして学級崩壊の無秩序状態はさすがに困るが、

そうでなければ、何か一定のことを生徒に強制し

過ぎるのはむしろ迷惑だ。義務教育ではないが、

今や進学率が98.8％に達して、行くのが当り前

になっている高等学校では、「勉強をしないから

という理由で留年や退学させるなんてひどい」と、

普通に言われるようになっている。

　最後に、この分野でも参照すべき数値を挙げて

おこう。ＯＥＣＤが2022年に発表した公財政教

育支出（国の総支出のうち教育のために出してい

る部分）は、対ＧＤＰ比だと、ＯＥＣＤ37カ国

の平均4.3％のところ、日本は3.0％で、36位で

ある。もちろんＧＤＰ世界第四位の国なのだから、

金額では小学校から高校までの生徒一人あたり年

間約12,500米ドル（１ドル150円として約188万

円）支出していることになり、これはＧＤＰ各国

平均12,000ドルよりは高い。が、日本は全体と

して公教育にお金をかけているほうだとは言えな

い。

　そのことの結果が一番顕著なのは学級規模、つ

まり一クラスの生徒数である。ＯＥＣＤの平均は

21.1人のところ、日本の公立小学校は平均27.2

人で、ＯＥＣＤ諸国中イギリスと並んで第二位の

人数になっている。

　諸外国に比べて日本のクラスの生徒数は多すぎ

ることは、私が教員になった40年ほど前から話

題になっていた。しかし昭和55（1980）年から

平成３（1991）年までで小学校でようやく40人

学級（一クラスの上限を40人にする、というこ

と。実際の編成には弾力性が認められているので、

地域差がある）が完成し、令和2（2020）年か

ら、コロナを慮って、ようやく35人学級に引き

下げられた。

　クラスの人数は少ないほうが学習効率はよいし、

生徒一人一人への教師の目も届くと、確証はない

が、普通に思える。しかしそれは、官僚も政治家

も、一般国民もあまり望まないようだ。

　子どもの学力が上がるのは好ましいに決まって

いる、ただし自分の子どもなら。他所の子どもの

ために、なぜ多額の税金や社会保障費が使わなけ

ればならないのか。優秀かそうでないかは、所詮

比較相対上の話だ。学力が全体として底上げされ

るなら、むしろ我が子のライバルに塩を送ること

になってしまいかねないではないか。エゴと言え

ばそうだが、子作り・子育てが各家庭の事業であ

る以上、このような思いが根絶されることはない。

　なんだか、どうしようもないという見通しだけ

を述べて終わりになりそうだが、「教育にお金が

かかりすぎる」情況は、特定の個人や集団のせい

ではなく、国民全体の思惑や欲望が絡み合ってこ

うなったのだ、ということは最初に心得ておくべ

きだろうと思う。

　そのうえで、子育て支援金を出す以上の施策は、

私にも思いつかない。今年度から、三歳までは月

額15,000円、その後高校卒業時点までは10,000

円支給することになっている（一人親や、低所得

家庭の場合は増額される。また第三子以降は全期

間30,000円）。ざっと計算して、第一子、二子は

234万円、第三子以降は648万円総額で貰えるこ

とになる。

　この金額の多寡についてはいろいろ議論がある

ところだろう。もう一つのポイントは、この金が

親に渡される、というところである。何にどう使

ったか、報告の義務があるわけではないので、生

活費に充てても、貯金しても、つまり子どものた

めに使わなくても自由。

　再三述べたように、子作り・子育てが各家庭固

有の事業である面からすれば、それでよい。しか

し、自由である場合には、必ず、機会を生かすだ

けの賢明さがある人とそうでない人の差が出てき

てしまう。またこの場合、塾やスポーツクラブな

ど、学校以外の教育機関がどれくらいあるかの地

域差も大きく関係してくる。

　だから私はこれによって、少子化には少しは歯

止めがかかるかも知れないが、それ以上に、いわ

ゆる階層化を進める結果のほうが大きいのではな

いか、と予想している。それでもかまわない、と

思うか、その弊害が顕著になったら他に対策を立

てればよい、と思うか、それぞれではあるだろう

が、今後の日本社会の在り方を考えるためには、

けっこう大きなポイントだと思う。

＊知り合いで元塾講師、現在は一人で出版事業に携

わっている白崎一裕さんが、高校教師佐々木賢と共

同通信社の記者・松田博公の対談による『果てしな

い教育？』と『教育という謎』いう昭和と平成の変

わり目ぐらいに出た二著の再刊を企画しています。

私見によるとこの二冊は、日本における脱学校論最

大の成果です。白崎さんは現在、これについてのメ

ールマガジンを出しておりますので、興味のある方

は連絡してみて下さい。

 

(株)那須里山舎　白崎一裕

〒324-0235 栃木県大田原市堀之内625-24

tel: 0287-47-7620　fax: 0287-54-4824

携帯：090-3688-2431

livetoge@yahoo.co.jp　HP:https://nasu-satoya-

masya.com/



　みんなは、急いで食器を片付けて席に戻った。川

野辺は、みんなを見まわし着席を確認してから言っ

た。

「今、園長先生が見えるから、黙禱をして待って

いてください」

　次郎と修は視線を交わした。それを見ていた明彦

が、“なに？”と視線で次郎に尋ねた。次郎は両方

の眉と眼で“さあね”とジェスチャーを返した。

　少し経つと、ゆっくりとした靴音がして、それは

みんなの前で止まった。

「では、目を開けてください」

　川野辺の声にみんなが目を開けると、そこには園

長がいつものにこやかな表情で立っていた。

「おはよう」

　園長の優しい声に、みんなもにこやかにあいさつ

を返した。

「おはようございます」

「ああ、元気があっていいね」

　園長は、ゴホンと口に手を当てて咳をして、にっ

こりしてから続けた。みんな、園長先生の慈愛に満

ちた笑顔が大好きだ。

「明日の午後に、知事が、上野知事がこの園におい

でになります。そこで、皆さんには、いつも練習を

している鼓笛を披露してもらいます。普段の練習の

成果をしっかり披露してください。川野辺先生がご

指導に当たります」

「あ、園長、鼓笛は小学校の鈴原先生に来ていただ

いていますので」

「こんな、春休みにも来てくださるのか」

「はい。今日も練習に来てくださいますし、明日も

鈴原先生のご指導になります」

「川野辺先生も、ついていてくださるのでしょうね」

「はい。もちろんです」

　そこで、生徒たちにクスクス笑いが起きたので、

園長が怪訝な顔をした。生徒たちは、一層愉快そう

にしていた。川野辺は、心なしか少し声を張り上げ

て言った。

　「ええと、今から９時半までは自習学習をしてい

てください。その後、10時から１時間半鼓笛の練

習をします。10分前になったら、鼓笛の服装に着

替えて、講堂に集合してください。それまで、先輩

たち三人はみんなの勉強をみてやってください」

「はい」

三人が同時に返事をした。

「解散」

　みんながワイワイしながら、食堂から出て行った。

それを見計らって、修が言った。

「なあ、オレ等、もう最後だからさ、３人で食器洗

いに入らないか」

　意気投合して三人は、笑いながら炊事場に入った。

何も知らない明彦は、普段通りだ。その時、炊事場

の斎藤のおばちゃんが誰にというわけではなく言っ

た。

「なんかな、どうしたんだべ」

「何が？」

　明彦が聞いた。

「うんだってな、今日は茎津先生の日だべ。日岡さ

んもおらんしな」

「そういやあそうだな。ま、その方がいいや」

　明彦がするっと言ったので、次郎と修は声を立て

て笑った。

「だけどな、いよいよ次郎や修と一緒にやれるのも

最後だなあ」

　明彦は本当に寂しそうだ。

「そうだ、明彦。あのさ、俺と修は今日の夜は寺橋

のおばちゃんチに泊まりに行くことになってんだ」

「そうなのか。じゃあさ、また後で話すべ。さあて

と、オレは先に勉強を見に行かんとな」

　明彦は、タオルで手を拭くと出て行った。

明彦の後ろ姿を見送ってから修がボソッといった。

「次郎サ、あの後、どうなったんだろな」

「…わからん」

　二人は無言のまま、手際よく大鍋や食器を洗った。

とりあえず、大阪行きの準備をしなければならない。

今日の炊事場のおばちゃんは、斎藤のおばちゃんと、

もう一人は、この近くに住んでいる若い北口のおば

さんだった。

　食器の片づけが終った。次郎と修は並んで二人の

おばちゃんの前に立った。おばちゃんたちは慌てて

エプロンで手を拭いた。二人のおばちゃんに丁寧に

頭を下げてから言った。

　「おばちゃん、オレと修は明後日の朝、大阪に行き

ます。長い間いろいろありがとうございました」

　次郎が言って頭を下げると、修も“ありがとうご

ざいました”と言って、丁寧に頭を下げた。

「うん…そっか、二人共、いよいよだな。次郎は何

年ここにいたことになるんだ」

「なんか、10年位らしいけど、オレは小さかったか

らさ、はっきりと覚えていないんだ」

「そうかい、長かったな。…次郎は、ちっちゃくて

な、メンコかったんだぞ。ここに来たときはな、人

一倍泣き虫でな、よ〜く泣いてたさ。それが、こん

なに大きくなってな、10年か、長かったな。大阪に

行ってしまうんか、そうか、寂しいな。がんばれや」

　斎藤のおばちゃんは感慨深げに言った。

「で、修は何年になるんだ」

　北口のおばちゃんは、汚れたエプロンで早くも、

目頭を押さえながら尋ねた。

「オレは、3年です」

「そうか、お前たちがいってしまうと本当に寂しく

なるな」

　二人のおばちゃんは、優しく二人を見つめた。

「ありがとうございました」

　もう一度声をそろえてから二人が炊事場を出よう

とした時、斎藤のおばちゃんが声をかけた。

「な、二人とも、また顔見せてな。なんかあったら

戻って来いな」

　二人は、深く頭を下げた。思わず、次郎の胸にグ

ッと強く迫りくるものがあった。

　二人が炊事場を出るのと川野辺が炊事場に入るの

が入れ替えになった。川野辺は、後ろ手に炊事場の

ドアを閉めた。

「あ、ご苦労様。これから職員会議が始まりますの

で、職員室に集まっていただけますか」

　かなり前から、重要な政治的イシューとして、

少子化が世界的な話題になっている。

　ロシアではチャイルドフリー（子どもなし）を

奨めるＳＮＳ記事を禁止する法律がじきに成立し

そうだ。チャイナは35年続けた一人っ子政策を

2015年に廃止して、今や「子どもは三人産め。

それが国家のためだ」なんて言っているとのこと。

　いかに独裁国家でも、こんな話を素直に聴く人

はそういないだろう。子どもをいつ作るか、何人

作るか、それは、普通は夫婦の、カップルに委ね

るしかない。これは大原則である。自由主義とか

個人主義とかの、主義主張の問題ではない。子ど

もの養育は両親が最終責任を負うしかない、とい

う単純な事実からして、そうなる。

　例しにこういうことを考えてみよう。「自分は

子どもなんて欲しくない。しかし、それでは国の

ためにならないから、産んで育てるんだ」なんて

言う母親に子どもを育ててもらいたいか？　私は

御免だ。

　イスラエルのキブツや日本のヤマギシ会のよう

に、家族ではない大集団で子どもを養育する例もあ

るが、それは即ち家族の解体を意味する。それが好

ましいと思う人はそんなに多くはいないだろう。

　などなど、世界中で多くの人が真剣に悩んでい

る、かどうかはよくわからないが、少なくともそう

見せてはいる問題なのだが、翻って考えると、少子

化というのは、本当に悪いことなのだろうか？

　すぐにわかるデメリットは、いわゆる高齢化社

会になると、生産に従事する年齢層が薄くなって、

経済が行き詰まる、というもの。しかしそれが、

ロボットやＡＩの発達によって（いわゆる技術革

新によって）、これまで必要とされた人間の労働

力が減少しても、生産性はかなりの程度保持でき

るとしたら、壊滅的な事態は避けられるのではな

いか、と考えられる。いや、楽観的すぎるかも知

れないが……。

　それに第一、人類の歴史を考えると、今の状態

は異常とは言わないまでも、かなり特殊で、しか

も急激にこうなったのである。

「1950年におよそ25億人だった世界の人口は、

2000年にはおよそ61億人と、この50年の間に

2.4倍に増加した。現在は、1.2％の割合で年間

7700万人増加している。（中略）2050年までに、

世界人口は、国連の中位推計で93億人に達する

ものと予想される。」（『国土交通白書平成14年

度』）

　だから地球全体では、人口増こそ依然として問

題なのである。

　そこで、両者を含めて最適な状態を考えると、

現在の文明の状態を保つため（今更農耕社会にも

どるのは、私のためにも、私の子孫のためにも望

まないので）には、

　①労働力不足を補うＡＩ技術の開発発展

　②その技術革新の成果を現在の開発途上国にも

　　及ぼす

ことを目標とすべきであろう。

　そこから逆転して考えると、地球全体での出生

率1.8程度の、緩やかな少子化こそ望ましいので

はないだろうか。

　それでもやっぱり、日本の平成５年度の合計特

殊出生率（1人の女性が産む子どもの数の指標と

なる割合）は昨年1.20（厚生労働省調べ）とい

うのは少なすぎるようだ。有効な方策はあるのだ

ろうか。

「経済的な不安があるから、思うように子ども

を作れないんだ」という夫婦は多いのだから、

政府にできることは、そういう外部的な条件を、

なるべく子どもを増やすことが有利になるよう

に、少なくとも不利はなるべく減らすように、

整えることだろう。というか、外部からの有効

な働きかけとしては、それしかない。

　しかし、ここには抑えておくべきポイントがあ

る、と思う。何も特別なことではない。漠然とな

ら誰でも知っていることだが、教育問題に触れる

ので、あまり露骨に語るのは憚られるような雰囲

気があり、うっかりしていると、百田尚樹氏のよ

うな、見当外れの暴論を言うことになってしまい

かねない。

　以下、ネット上で手に入る統計数値をなるべく

細かく挙げて、実態をみていこう。

　まず家族を作る大前提に関わる晩婚化・未婚化

問題。

　社会保障・人口問題研究所の「出生動向基本調

査」令和３年度（18～34歳未婚男女者対象）に

よると、「いずれ結婚するつもり」の男性は

81.4%（前回85.7%）女性は84.3%（前回 89.3%）

で、「一生結婚するつもりはない」男性17.3%（前

回12.0％）女性14.6%（前回8.0％）を大きく上

回っている。

　ただ結婚願望は前回の調査（５年前）より減っ

てはいる。そしてまた、実際の婚姻数もそうなっ

ている。昭和47（1972）年の約110万組をピー

クとして、平成12（2000）年からは減少傾向が

続き、昨年はついに50万組を割り込んだ（約47

万組。こども家庭庁調べ）。

　なぜ結婚しないのかについては、24歳までは

「結婚するにはまだ若すぎるから」が男女ともに

40％台で最も多い。25歳以降は「適当な相手に

まだめぐり会わないから」が男性43.3％（前回

45.8％）女性48.1％（前回51.2％）が最高にな

る。しかし男女双方で前回より僅かに割合が減っ

ている。その代り、「今は、趣味や娯楽を楽しみ

たいから」「異性とうまくつき合えないから」が

少し増えている。「今は、仕事（または学業）に

うちこみたいから」は、男性14.3％（前回17.9

％）女性14.4％（前回19.1％）で、むしろ減っ

ている。

　これらをまとめると、結婚が家同士の契約関係

の面が薄れ、実際に本人同士の決意のみに拠ると

なると（日本国憲法第二十四条「婚姻は、両性の

合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を有

することを基本として、相互の協力により、維持

されなければならない」）、ある特定の異性（適

当な相手）と夫婦関係になることは新たな家を作

ることに他ならず、そのための決意が、そして、

そのように決意する「理由」が必要になるのだ。

そう感じられること自体が、結婚の敷居を高くする。

　改めて考えてみれば、それまで他人だった者と

ずっといっしょに、新たな生活を築くというのは、

かなり途方もない試みだとも言える。

　一方で、一生独身、というのもまた、重大過ぎ

る決意で、そうする理由もまた、簡単には見つか

らない。人は依然として、家庭を持って生きるの

が普通だと一般に考えられている。その「普通」

を捨ててまで打ち込むべき仕事や学問研究がいつ

でも、いつまでもある人のほうがごく稀だろう。

　この社会通念のみが、今のところ結婚難に歯止

めをかけている。

　というのはさすがに汚く言い過ぎであって、未

婚男女が結婚のメリットとして、「自分の子ども

や家庭をもてる」が男性31.1％（前回35.8％）

女性39.4％（前回49.8％）で、減ってはいるが、

かなり上位を占めているのは当然でもあり、良い

ことだと言うべきだろう（因みに、女性では結婚

する理由中これが第一位。男性では「精神的な安

らぎの場が得られる」33.8％に次ぐ第二位。こ

れは男性のほうが、「安らぎの場」としての家庭

が、タダではないにしろ、より楽に手に入ると思

っている証左であろう）。

　そして、結婚後の夫婦が持ちたい子ども数（平

均理想子ども数）としては2.25人（前回2.32人）

だが、実際問題を考えた場合の子ども予定数は平

均2.01人（前回と同じ）になっている。

　この差はどこから来るか。「子育てや教育にお

金がかかりすぎるから」という理由が52.6%でダ

ントツである。これが、妻が35歳未満の、最も

出産が期待される若夫婦に限ると77.8％で、大

多数となる。少子化解消を政治課題とするなら、

ここにこそ焦点を合わせるべきであろう。

　日本の教育費は高い、というのは有名であり、

個人的に20年ほど前に、外国人にも「そうなん

だろ？」と訊かれたことがある。「子どもを一人、

一人前にするのにだいたい1,000万円かかるんだ

ろ？」と言う日本人もいた。すると三人なら

3,000万円。おいそれと子どもは持てないと思う

のも無理はない。

　この金額はそんなに間違っていない。文科省の

「令和３年度子供の学習費調査」によると、幼稚

園から高等学校まで、すべて国公立へ通った場合

の学習費総額は574万円、すべて私立だと1,838

万円で、ここに今や６割以上が進む大学など上級

学校の資金が加わる。

　問題はその中身である。公立小中学校では授業

料は無償、学校内でかかる費用は制服代や教材費、

部活動などの費用で、学習費にかかる費用は年間、

小学校で18.7％､中学校で24.6％に過ぎない（給

食費は別）。小学校で70.2％（約25万円）、中学

校で68.4％（約37万円）が、塾や習い事など、

学校外の費用に充てられている。なお、私立だと、

小学校の学校外活動費は、割合は39.6％で少な

いが、金額の平均66万円で、公立の三倍近くに

なっている。私立小学校は学費も高い（総額約

961万円）が、校外活動にも多くの金額をかける

ということで、子どもを私立の小学校に入れるの

は富裕層の特権だと感じられるのも無理はない。

　そして幼稚園。文部科学省の管轄だから（保育

園は厚生労働省）学校ではあるのだが、義務化さ

れているわけではない。子どもを行かせなくても、

制度上問題はないということだ。しかし現在、ど

ちらにも行かせない、というのは、未就園児とい

う言葉もできたぐらい特殊で、令和５年のこども

家庭庁設立準備室の発表では1.8％（5.4万人）が

そうだという。

　そして現在、３歳から就園する３年保育が主流

を占めている。これは地域にも拠るが、せいぜい

この20年ほどの傾向であって、例えば私自身は

「あれま、何時からかい？」

「今からです」

「すぐかい？」

「はい。すぐにお願いします」

　そんな会話を耳にしながら、次郎と修は二階に上

がろうとすると、川野辺が追い駆けてきた。

「ちょっと、いいかな…」

　寝不足らしく、川野辺の疲れた目が赤い。

「え〜と、君等は昨日の夜、全部見ていたのかい」

　二人は顔を見合せた。

「…全部か、よくわかんないけど、なんかさ、おっ

きい音がしてさ…びっくりして飛び起きてさ、なっ」

　修は、そう言って次郎を振り返った。

「で、どうなんだ、次郎は」

「…」

「…次郎、…修」

「あのサ、全部かどうかわかんない。…見てたって

言ったってサ、オレらは離れていたし、何やってる

のか、なんかよくわかんなかった」

　次郎がボソッと言うと、続けて修が言った。

「そうだよ、大きな音がしてびっくりして、本当い

うと、日岡先生を助けなきゃって、二人で行ったん

だけどサ、そしたら、川野辺先生がいたのでびっく

りしてさ」

「そうか…で、昨日の女子は何か言ってたか」

「女子って？あ〜あ、あいつ等。なんにも。だけど

さ、なんかさ、泣きそうな顔をしててさ」

　修の言葉を受けて、次郎が言った。

「あいつらにさ、オレらが帰って寝ろって怒ったの

で、それで泣きそうだったのかもしれない」

「いやいや、わかった。ありがとう、もういいよ。

これから職員会議が始まるんだ。園長も見えて打ち

合わせがあるんだ」

　川野辺は少し天を仰ぐようにして続けた。

「ボクはね、実は日岡さんに前からいろいろなこと

を相談されててね、昨日はそっと様子を見に行った

ところだったんだ」

　それから、まじまじと二人を見つめて、川野辺は

話しを止めた。

「まあ、いい。今日は、二人共寺橋さんのところに

泊りに行くんだったな。それに、大阪に行く用意も

あるし、忙しいな」

「泊りに行くっても、夕食の後に風呂入ってから行

くから、パジャマを持っていけばいいだけなんだ、

なあ」

　次郎はぶっきらぼうに言った。

「オレは、初めてだから楽しみだよ」

　修は笑顔を作った。

「そうか」

　川野辺は優しく二人を見てから言った。

「時間あったら、最後だからな、みんなの勉強もみ

てやってな」

「はい」

　そのとき、日岡がタオルで顔を隠すように抑えな

がら職員室に入っていくのが見えた。川野辺が続け

た。

「ああ、それと…明日は知事が見えるから、その時

ちょっと紹介することになっている。その時は、学

生服を着ているほうがいい。それと、明後日の朝、

ボクが君等を空港まで送って行く」

「はい」

　二階に上がると、子供たちはそれぞれ机に勉強道

具を広げていた。
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著書『高校入試超基礎がため国語』　※旺文社

2010年〜2022年「空を見る子供たち」連載完

　　　　　　　　　　　※埼玉私塾協同組合　SSKReport

2022年「春降る雪は音もなく」連載開始

　　　　　　　　　　　※埼玉私塾協同組合　SSKReport

令和5年５月
　山﨑しだれ著　

　小説「仕事の歌」刊行　　　　

　　　　　　 ※文芸社

令和5年10月
　山﨑しだれ著　

　小説「空を見る子供たち」刊行　
　　　　　　 ※文芸社
令和6年9月
　山﨑しだれ著　

　小説「たった一人の裁判」刊行　
　　　　　　※文芸社　　

プロフィール

幼稚園に３ヶ月ほど通ってなんとなく行かなくな

った話を、軽い調子で、小さい頃父母からされて

いた。

　そして国公立と私立の別だと、圧倒的に私立が

多い。幼稚園は学校数で69.7％、在園者数で

88.2％が私立だ（令和６年度学校基本調査によ

る）。その費用は前掲の調査で平均135万円。こ

れが多くの場合、「当然のこと」として教育費の

中に含まれる。

　これは近い将来変ることが見込まれる。公立高

校の授業料は昨年までは収入の条件付きで無料だ

ったが、東京都や大阪府では、今年度の入学生か

ら、私立を含めて、実質すべて無償となると同時

に、就学前の幼児教育も無償にすることになって

いる。

　これらの施策が無意味とは言わない。政府は、

この点ではかなり懸命に、少子化最大の原因であ

る「教育にお金がかかり過ぎる」情況を改善しよ

うとしていると評価すべきであろう。その上で、

我ながら厭な予測を申し上げるのだが、これは無

駄ではないにしても、決定的な方向転換の効果は

そんなにあるとは思えない。

　理由を手短に言えば、子どもの教育は個々の家

庭の事業として行われるからだ。この事業の最終

目標は、自分の子どもの社会的な成功である。一

流企業や上級公務員がそのわかりやすい例。その

他、芸術芸能やスポーツの分野で成功する人はい

わゆる学習の分野よりずっと少ないが、それでも

「子どもの隠れた才能を引き出す」ために習い事

をさせる親は少なくない。そのための学校外活動

費が、前述のように、公立小学校で248万円、私

立で661万円なのである。

　日本人は子どもの教育に金を惜しまない、とも

よく言われるが、目に見えない才能を引き出し、

伸ばす、ことのためにはどれくらいの金額が必要

なのか、誰にも言うことはできないであろう。そ

れを賄う財力があるなら、限界は、子ども自身の

時間と体力にしかない。我が子にずいぶん無理を

させているな、と思える親はしばらく前から決し

て少なくない。

　問題は、このような傾向が、社会の隅々にまで

及ぶ、ということである。今後見込める夫婦の年

収が、上に見たような教育費を賄うには不安だ、

と思えたら、結婚する理由は確実に、一つはなく

なるであろう。そこは妥協して、我が子が、社会

の上位層に入れないのはしかたないとしても、人

並み以下は耐えられない。そこで、幼稚園にも入

れるし、塾にも行かせる。第一、ほとんどの子が

そうするなら、これをやめたら他の子どもたちと

一緒に遊べないのだから、もう選択の余地はない

　そして、このような情況では、公立学校の質の

向上などには、ほとんど魅力が感じられないであ

ろう。そこは、誰でも入れる、というか、私立学

校にも行かないとしたら、入らなければならない

場所だ。ないのは困る、なぜなら、子どもを昼間

どこへ置いたらいいのか分からなくなってしまう

から（その理由で、保育園はかなりの地域でまだ

増設が望まれている）。

　そして学級崩壊の無秩序状態はさすがに困るが、

そうでなければ、何か一定のことを生徒に強制し

過ぎるのはむしろ迷惑だ。義務教育ではないが、

今や進学率が98.8％に達して、行くのが当り前

になっている高等学校では、「勉強をしないから

という理由で留年や退学させるなんてひどい」と、

普通に言われるようになっている。

　最後に、この分野でも参照すべき数値を挙げて

おこう。ＯＥＣＤが2022年に発表した公財政教

育支出（国の総支出のうち教育のために出してい

る部分）は、対ＧＤＰ比だと、ＯＥＣＤ37カ国

の平均4.3％のところ、日本は3.0％で、36位で

ある。もちろんＧＤＰ世界第四位の国なのだから、

金額では小学校から高校までの生徒一人あたり年

間約12,500米ドル（１ドル150円として約188万

円）支出していることになり、これはＧＤＰ各国

平均12,000ドルよりは高い。が、日本は全体と

して公教育にお金をかけているほうだとは言えな

い。

　そのことの結果が一番顕著なのは学級規模、つ

まり一クラスの生徒数である。ＯＥＣＤの平均は

21.1人のところ、日本の公立小学校は平均27.2

人で、ＯＥＣＤ諸国中イギリスと並んで第二位の

人数になっている。

　諸外国に比べて日本のクラスの生徒数は多すぎ

ることは、私が教員になった40年ほど前から話

題になっていた。しかし昭和55（1980）年から

平成３（1991）年までで小学校でようやく40人

学級（一クラスの上限を40人にする、というこ

と。実際の編成には弾力性が認められているので、

地域差がある）が完成し、令和2（2020）年か

ら、コロナを慮って、ようやく35人学級に引き

下げられた。

　クラスの人数は少ないほうが学習効率はよいし、

生徒一人一人への教師の目も届くと、確証はない

が、普通に思える。しかしそれは、官僚も政治家

も、一般国民もあまり望まないようだ。

　子どもの学力が上がるのは好ましいに決まって

いる、ただし自分の子どもなら。他所の子どもの

ために、なぜ多額の税金や社会保障費が使わなけ

ればならないのか。優秀かそうでないかは、所詮

比較相対上の話だ。学力が全体として底上げされ

るなら、むしろ我が子のライバルに塩を送ること

になってしまいかねないではないか。エゴと言え

ばそうだが、子作り・子育てが各家庭の事業であ

る以上、このような思いが根絶されることはない。

　なんだか、どうしようもないという見通しだけ

を述べて終わりになりそうだが、「教育にお金が

かかりすぎる」情況は、特定の個人や集団のせい

ではなく、国民全体の思惑や欲望が絡み合ってこ

うなったのだ、ということは最初に心得ておくべ

きだろうと思う。

　そのうえで、子育て支援金を出す以上の施策は、

私にも思いつかない。今年度から、三歳までは月

額15,000円、その後高校卒業時点までは10,000

円支給することになっている（一人親や、低所得

家庭の場合は増額される。また第三子以降は全期

間30,000円）。ざっと計算して、第一子、二子は

234万円、第三子以降は648万円総額で貰えるこ

とになる。

　この金額の多寡についてはいろいろ議論がある

ところだろう。もう一つのポイントは、この金が

親に渡される、というところである。何にどう使

ったか、報告の義務があるわけではないので、生

活費に充てても、貯金しても、つまり子どものた

めに使わなくても自由。

　再三述べたように、子作り・子育てが各家庭固

有の事業である面からすれば、それでよい。しか

し、自由である場合には、必ず、機会を生かすだ

けの賢明さがある人とそうでない人の差が出てき

てしまう。またこの場合、塾やスポーツクラブな

ど、学校以外の教育機関がどれくらいあるかの地

域差も大きく関係してくる。

　だから私はこれによって、少子化には少しは歯

止めがかかるかも知れないが、それ以上に、いわ

ゆる階層化を進める結果のほうが大きいのではな

いか、と予想している。それでもかまわない、と

思うか、その弊害が顕著になったら他に対策を立

てればよい、と思うか、それぞれではあるだろう

が、今後の日本社会の在り方を考えるためには、

けっこう大きなポイントだと思う。

＊知り合いで元塾講師、現在は一人で出版事業に携

わっている白崎一裕さんが、高校教師佐々木賢と共

同通信社の記者・松田博公の対談による『果てしな

い教育？』と『教育という謎』いう昭和と平成の変

わり目ぐらいに出た二著の再刊を企画しています。

私見によるとこの二冊は、日本における脱学校論最

大の成果です。白崎さんは現在、これについてのメ

ールマガジンを出しておりますので、興味のある方

は連絡してみて下さい。

 

(株)那須里山舎　白崎一裕

〒324-0235 栃木県大田原市堀之内625-24

tel: 0287-47-7620　fax: 0287-54-4824

携帯：090-3688-2431

livetoge@yahoo.co.jp　HP:https://nasu-satoya-

masya.com/



　この数年、人工知能 (AＩ＝artificialｰintelli-

gence) の発展は、おおげさでなく、すさまじいも

のがある。紹介している２冊の書籍は、いずれも

2023 年発行の新刊書であるが、2024 年になって

からも次々に最新の AＩ情報が発表されている。

しかも、それが一般市民の使うパーソナルコン

ピューターやスマートフォンにも浸透し影響を

与え始めている。

　生成 AＩは、文章、音声、画像のみならず、動画

を生成し、さらには芸術の分野にも進出し始めた。

音楽、詩、絵画、随筆、小説、イラスト、映画、アニメ

等々。

私が趣味の一つとして楽しんでいる俳句にも、A

Ｉ俳句が存在する。その無数の俳句をヒントに俳

句を作ることは、歳時記に載っている著名な俳人

たちの句を参考に作句するのと同じで、何ら問題

はない。しかしながら AＩ俳句をそのまま自作の

俳句として投句することが許されるものかは、は

なはだ疑問である ( そんなことをして楽しいとは

思えないが )。季語を指定し、「芭蕉風に」とか「蕪村

風に」とか、作風を指定し「無常観あふれる内容に」

などと作品の傾向を指定 ( 入力 ) し、AＩが作った

句 ( 出力 ) を投句しても、選者は人間の作句か、A

Ｉの作句かは解らない。芸術性、独創性があれば、

秀逸な俳句として評価するであろう。その場合、入

力した者に著作権が生じるのであろうか。１７音

の俳句ばかりでなく、卒業論文、企画書などのビジ

ネス文書なども作成可能となっている。私には、A

Ｉに関する専門的な知識はまるでない。データ

ベースをどう活用するかのソフト面、半導体をど

う集積しているのかのコンピューターのハード面

など皆目解らない。チェス、囲碁、将棋のプロもコ

ンピューターに勝てないことは、周知の事実であ

る。大量のデータを基に正解手を指す。さらに現在

では、コンピューターそのものが学習し、あらゆる

質問 ( 入力 ) に解答する。しかも超高速で処理す

るので、瞬時に答が返ってくる。あたかも会話が成

立したかのように。当然、仕事を AＩに奪われると

懸念している人もいる。著作権の有無の問題、頻発

するフェイクニュース ( デマ、虚報 )、詐欺などの

犯罪に悪用されてもいる。世界的なルールが必要

と言われる由縁である。

　生成 AＩは、果たして人間を越えることが可能

なのか。というより生成 AＩは、人間の頭脳を凌駕

することができるのか。頭脳の機能は多岐に渡り、

人間の行為のすべてを統括している。その頭脳と

AＩを比較して、AＩが頭脳を越えた、あるいは越

えるであろう、と予測することは現状では不可能

である。あらゆる脳科学者が、頭脳のすべてを解明

したとは言えないからである。人間は、顔の表情か

ら(広い意味での運動)、情動(≒感情)に至るまで、

頭脳がつかさどっていることは自明のことであ

る。しかし、脳科学者は全容を解明できないでい

る。それは健康な人間の頭蓋骨を開けて調べるこ

とは、倫理的にも不可能だからである。従って実験

動物 ( サルやマウスなど ) を使い、研究をせざる

を得ない。また例外的に脳に損傷を受けた人間の

治療の課程で、脳の働きを知ることはできた。それ

らによって、脳の地図を作成した。脳の A の部分

は、記憶を司り、B の部分は言語の働きがある、な

どのように。しかし、脳機能の局在論は、複雑な脳

の仕組み、働きを解明したとは言いがたい。物質で

はない「心」は脳のどこに存在するのか。我々が「精

神」と呼ぶものは、どこに存在するのか。おそらく

脳全体が複雑に絡み合って、喜怒哀楽や好き嫌い、

憎悪や愛情を内分泌物を含めて作動した結果だと

思われる。脳の局在地図は、一つの仮説に過ぎな

い。単純に右脳の機能はこれこれ、左脳の機能はこ

れこれ、といったものではないはずである。fMRI

( 機能的核磁気共鳴画像 ) や PETｰCT( 陽電子放

出断層撮影 ) などの機器により、脳各部位の血流

の状態や病変が解るようになってきた。私も両機

器により、検査を受けた経験があるが、その筒状の

機器に横たわるだけで、生活する訳ではない。機器

によって、人間の日々の行為・感情と脳の関係が

明らかになることはない。

　唯物論の立場から考えれば、脳も物質そのもの

であるから、やがては解明されると私は推測して

いる。ニューロン ( 神経細胞 ) とニューロンの接

続部位は、シナプスという構造がある。脳内の情報

伝達は、化学物質が物理的に作動して情報を伝達

したり、抑制したりしている。素粒子などのミクロ

の世界は、量子力学の世界であり、頭脳の機能もい

ずれは、量子力学で解明されると期待しているが、

「人工知能」と「頭脳」

国分　岳

乱読毒舌独語（17 話） 脳科学者で量子力学にも精通している学者がいる

と は 寡 聞 に し て 知 ら な い。頭 脳 の 神 経 細 胞

( ニューロン ) は、千数百億個、さらにグリア細胞

は神経細胞の 10倍もあると言われている。言うま

でもないが、進化とは環境に適応するために、必要

なものは発達し、不必要なものは、痕跡を残して衰

退する。莫大な数のグリア細胞は、神経細胞のため

の脳内環境の維持と支援をおこなっていると漠然

とした説明しかなく、神経細胞の10倍もあるグリ

ア細胞の詳細に触れているものはない。要するに

頭脳の細胞の全容は解明されていないのである。

　これまで時代の変化と共に失われた職種もあっ

たが、これからも減る職種は少なくないだろう。量

子力学が大いに貢献している生成 AＩが人間の

頭脳を越えるかどうかは、現時点では不明としか

言いようがない。ただ私は、生成 AＩが頭脳をす

べてに渡って越えるとは思えない。なぜなら生成

AＩも人間が作り出した「道具」の一つにすぎない

からだ。便利な道具は、効率がよく、利用者は増え

る一方である。便利な機器が登場して、それまでの

不便さに気づくのが、人間の常である。例をあげれ

ば切りがないが、パーソナルコンピューターやス

マートフォンの無い世界は、今や考えられない。し

かし、道具に人間がかしづくのは SF(scienceｰ

fiction) の世界だけである。フィクション ( 虚構 )

では、何でも限りなく想像できる。Google や

Amazon の大手企業が、現在危惧しているのは、

膨大なデータを扱うデータセンターの電力供給で

ある。コンピューター機器が正常であっても、電源

が切れれば、使えなくなる。そこへいくと、頭脳は

正常ならば死ぬまで使える。人間のふりをしてい

る ( 感情があるかのような ) コンピューターに振

り回されてはたまらない。

　しかしながら、この拙文も生成 AＩに任せた方

が、読みやすく、解りやすい文章になるだろうこと

は、予測できる。そういう時代が到来していること

だけは間違いない。

〈了〉

書　名　生成 AＩ―社会を激変させる AＩの創

　　　　造力―
著　者　白辺陽

出版社　SB クリエイティブ ( 株 )

発行年　2023 年

概　要　ま ず 第 一 に 著 者 自 身 が OpenAＩや

ChatGTB を実際に試して本書を執筆しているこ

とである。つまり体験談を書いているので、説得力

がある。生成 (generative)AＩの歴史から始め、未

来の予測まで、生成 AＩの利点だけでなく、マイ

ナスの問題点も指摘している。世界的なルールが

できない限り、ソフトウェアとしての武器となる。

ロシア vs ウクライナ戦争において、双方がフェ

イクニュースとして非難し合っていることからも

解ることである。

書　名　―ここまできた！―人工知能の最前線

著　者　新井克人、他８名

出版社　( 株 ) 工学社
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発行年　2023 年

概　要　本書は、雑誌に掲載された各執筆者の連

載文書を 15 章にまとめたものである。第１部で

は、現在の AＩ事情、文章・画像の自動生成、法的

課題。第２部では、今すぐ使えるサービスの具体的

紹介。第３部では、最新 AＩチップの話、現実に工

場に組み込まれた AＩの話、最後に鳥取県の AＩ

アバター職員の話を紹介している。全体に散文で

は な く 項 目 ご と に 集 約 し た 一 覧 に し て い る

( ひょっとして編集者が生成 AＩを使って見易い

体裁にしたのではないか、と思わせる )。

書　名　脳科学のはなし―脳科学の眼で見る日　

　　　　常の疑問―
著　者　稲場秀明

出版社　技報堂出版

発行年　2020 年

概　要　全 13 章 84 話からなる脳科学の概要。１

話ごとに ( 見出しは、すべて疑問文にしてある )

文末に疑問に答える形で「まとめ」がある。第１章

の「脳のしくみ」から始まり、感覚・記憶・言語・

学習・運動・情動・性格・発達・ストレス・こころ・

活性化・脳に関わる病気、以上脳の基礎知識につ

いて、ほぼ網羅されている。順を追って読まなくと

も「人間は、なぜ忘れるのか？」「脳科学でこころは

解明できるのか？」など自分の興味ある話から読

むことができる。

書　名　「こころ」はいかにして生まれるのか―最

　　　　新脳科学で解き明かす情動―
著　者　櫻井武

出版社　講談社 ( ブルーバックス )

発行年　2018 年

概　要　第１章脳の情報処理システム、第２章

「こころ」と情動、第３章情動をあやつり表現する

脳、第４章情動を見る・測る、第５章海馬と扁桃体、

第６章おそるべき報酬系、第７章「こころ」を動か

す物質とホルモン、終章「こころ」とは何か、でまと

められている。可視化できない「こころ」は、どう定

義されるのであろうか。

りょうが
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のがある。紹介している２冊の書籍は、いずれも

2023 年発行の新刊書であるが、2024 年になって

からも次々に最新の AＩ情報が発表されている。

しかも、それが一般市民の使うパーソナルコン
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与え始めている。
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等々。

私が趣味の一つとして楽しんでいる俳句にも、A

Ｉ俳句が存在する。その無数の俳句をヒントに俳

句を作ることは、歳時記に載っている著名な俳人

たちの句を参考に作句するのと同じで、何ら問題

はない。しかしながら AＩ俳句をそのまま自作の

俳句として投句することが許されるものかは、は

なはだ疑問である ( そんなことをして楽しいとは

思えないが )。季語を指定し、「芭蕉風に」とか「蕪村

風に」とか、作風を指定し「無常観あふれる内容に」

などと作品の傾向を指定 ( 入力 ) し、AＩが作った

句 ( 出力 ) を投句しても、選者は人間の作句か、A

Ｉの作句かは解らない。芸術性、独創性があれば、

秀逸な俳句として評価するであろう。その場合、入

力した者に著作権が生じるのであろうか。１７音

の俳句ばかりでなく、卒業論文、企画書などのビジ

ネス文書なども作成可能となっている。私には、A

Ｉに関する専門的な知識はまるでない。データ

ベースをどう活用するかのソフト面、半導体をど

う集積しているのかのコンピューターのハード面

など皆目解らない。チェス、囲碁、将棋のプロもコ

ンピューターに勝てないことは、周知の事実であ

る。大量のデータを基に正解手を指す。さらに現在

では、コンピューターそのものが学習し、あらゆる

質問 ( 入力 ) に解答する。しかも超高速で処理す

るので、瞬時に答が返ってくる。あたかも会話が成

立したかのように。当然、仕事を AＩに奪われると

懸念している人もいる。著作権の有無の問題、頻発

するフェイクニュース ( デマ、虚報 )、詐欺などの

犯罪に悪用されてもいる。世界的なルールが必要

と言われる由縁である。

　生成 AＩは、果たして人間を越えることが可能
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である。あらゆる脳科学者が、頭脳のすべてを解明
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ら(広い意味での運動)、情動(≒感情)に至るまで、
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る。それは健康な人間の頭蓋骨を開けて調べるこ

とは、倫理的にも不可能だからである。従って実験
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を得ない。また例外的に脳に損傷を受けた人間の

治療の課程で、脳の働きを知ることはできた。それ
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は、記憶を司り、B の部分は言語の働きがある、な

どのように。しかし、脳機能の局在論は、複雑な脳
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はない「心」は脳のどこに存在するのか。我々が「精

神」と呼ぶものは、どこに存在するのか。おそらく

脳全体が複雑に絡み合って、喜怒哀楽や好き嫌い、

憎悪や愛情を内分泌物を含めて作動した結果だと

思われる。脳の局在地図は、一つの仮説に過ぎな

い。単純に右脳の機能はこれこれ、左脳の機能はこ

れこれ、といったものではないはずである。fMRI

( 機能的核磁気共鳴画像 ) や PETｰCT( 陽電子放

出断層撮影 ) などの機器により、脳各部位の血流

の状態や病変が解るようになってきた。私も両機

器により、検査を受けた経験があるが、その筒状の

機器に横たわるだけで、生活する訳ではない。機器

によって、人間の日々の行為・感情と脳の関係が

明らかになることはない。

　唯物論の立場から考えれば、脳も物質そのもの

であるから、やがては解明されると私は推測して

いる。ニューロン ( 神経細胞 ) とニューロンの接

続部位は、シナプスという構造がある。脳内の情報

伝達は、化学物質が物理的に作動して情報を伝達

したり、抑制したりしている。素粒子などのミクロ

の世界は、量子力学の世界であり、頭脳の機能もい

ずれは、量子力学で解明されると期待しているが、

脳科学者で量子力学にも精通している学者がいる

と は 寡 聞 に し て 知 ら な い。頭 脳 の 神 経 細 胞

( ニューロン ) は、千数百億個、さらにグリア細胞

は神経細胞の 10倍もあると言われている。言うま

でもないが、進化とは環境に適応するために、必要

なものは発達し、不必要なものは、痕跡を残して衰
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の脳内環境の維持と支援をおこなっていると漠然

とした説明しかなく、神経細胞の10倍もあるグリ

ア細胞の詳細に触れているものはない。要するに

頭脳の細胞の全容は解明されていないのである。

　これまで時代の変化と共に失われた職種もあっ

たが、これからも減る職種は少なくないだろう。量
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概　要　ま ず 第 一 に 著 者 自 身 が OpenAＩや

ChatGTB を実際に試して本書を執筆しているこ
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発行年　2023 年

概　要　本書は、雑誌に掲載された各執筆者の連

載文書を 15 章にまとめたものである。第１部で

は、現在の AＩ事情、文章・画像の自動生成、法的

課題。第２部では、今すぐ使えるサービスの具体的

紹介。第３部では、最新 AＩチップの話、現実に工

場に組み込まれた AＩの話、最後に鳥取県の AＩ

アバター職員の話を紹介している。全体に散文で

は な く 項 目 ご と に 集 約 し た 一 覧 に し て い る

( ひょっとして編集者が生成 AＩを使って見易い

体裁にしたのではないか、と思わせる )。

書　名　脳科学のはなし―脳科学の眼で見る日　

　　　　常の疑問―
著　者　稲場秀明

出版社　技報堂出版

発行年　2020 年

概　要　全 13 章 84 話からなる脳科学の概要。１

話ごとに ( 見出しは、すべて疑問文にしてある )

文末に疑問に答える形で「まとめ」がある。第１章

の「脳のしくみ」から始まり、感覚・記憶・言語・

学習・運動・情動・性格・発達・ストレス・こころ・

活性化・脳に関わる病気、以上脳の基礎知識につ

いて、ほぼ網羅されている。順を追って読まなくと

も「人間は、なぜ忘れるのか？」「脳科学でこころは

解明できるのか？」など自分の興味ある話から読

むことができる。

書　名　「こころ」はいかにして生まれるのか―最

　　　　新脳科学で解き明かす情動―
著　者　櫻井武

出版社　講談社 ( ブルーバックス )

発行年　2018 年

概　要　第１章脳の情報処理システム、第２章

「こころ」と情動、第３章情動をあやつり表現する

脳、第４章情動を見る・測る、第５章海馬と扁桃体、

第６章おそるべき報酬系、第７章「こころ」を動か

す物質とホルモン、終章「こころ」とは何か、でまと

められている。可視化できない「こころ」は、どう定

義されるのであろうか。

かぶん

ばくだい

しらべよう



　この数年、人工知能 (AＩ＝artificialｰintelli-

gence) の発展は、おおげさでなく、すさまじいも

のがある。紹介している２冊の書籍は、いずれも

2023 年発行の新刊書であるが、2024 年になって

からも次々に最新の AＩ情報が発表されている。

しかも、それが一般市民の使うパーソナルコン

ピューターやスマートフォンにも浸透し影響を

与え始めている。

　生成 AＩは、文章、音声、画像のみならず、動画

を生成し、さらには芸術の分野にも進出し始めた。

音楽、詩、絵画、随筆、小説、イラスト、映画、アニメ

等々。

私が趣味の一つとして楽しんでいる俳句にも、A

Ｉ俳句が存在する。その無数の俳句をヒントに俳

句を作ることは、歳時記に載っている著名な俳人

たちの句を参考に作句するのと同じで、何ら問題

はない。しかしながら AＩ俳句をそのまま自作の

俳句として投句することが許されるものかは、は

なはだ疑問である ( そんなことをして楽しいとは

思えないが )。季語を指定し、「芭蕉風に」とか「蕪村

風に」とか、作風を指定し「無常観あふれる内容に」

などと作品の傾向を指定 ( 入力 ) し、AＩが作った

句 ( 出力 ) を投句しても、選者は人間の作句か、A

Ｉの作句かは解らない。芸術性、独創性があれば、

秀逸な俳句として評価するであろう。その場合、入

力した者に著作権が生じるのであろうか。１７音

の俳句ばかりでなく、卒業論文、企画書などのビジ

ネス文書なども作成可能となっている。私には、A

Ｉに関する専門的な知識はまるでない。データ

ベースをどう活用するかのソフト面、半導体をど

う集積しているのかのコンピューターのハード面

など皆目解らない。チェス、囲碁、将棋のプロもコ

ンピューターに勝てないことは、周知の事実であ

る。大量のデータを基に正解手を指す。さらに現在

では、コンピューターそのものが学習し、あらゆる

質問 ( 入力 ) に解答する。しかも超高速で処理す

るので、瞬時に答が返ってくる。あたかも会話が成

立したかのように。当然、仕事を AＩに奪われると

懸念している人もいる。著作権の有無の問題、頻発

するフェイクニュース ( デマ、虚報 )、詐欺などの

犯罪に悪用されてもいる。世界的なルールが必要

と言われる由縁である。

　生成 AＩは、果たして人間を越えることが可能

なのか。というより生成 AＩは、人間の頭脳を凌駕

することができるのか。頭脳の機能は多岐に渡り、

人間の行為のすべてを統括している。その頭脳と

AＩを比較して、AＩが頭脳を越えた、あるいは越

えるであろう、と予測することは現状では不可能

である。あらゆる脳科学者が、頭脳のすべてを解明

したとは言えないからである。人間は、顔の表情か

ら(広い意味での運動)、情動(≒感情)に至るまで、

頭脳がつかさどっていることは自明のことであ

る。しかし、脳科学者は全容を解明できないでい

る。それは健康な人間の頭蓋骨を開けて調べるこ

とは、倫理的にも不可能だからである。従って実験

動物 ( サルやマウスなど ) を使い、研究をせざる

を得ない。また例外的に脳に損傷を受けた人間の

治療の課程で、脳の働きを知ることはできた。それ

らによって、脳の地図を作成した。脳の A の部分

は、記憶を司り、B の部分は言語の働きがある、な

どのように。しかし、脳機能の局在論は、複雑な脳

の仕組み、働きを解明したとは言いがたい。物質で

はない「心」は脳のどこに存在するのか。我々が「精

神」と呼ぶものは、どこに存在するのか。おそらく

脳全体が複雑に絡み合って、喜怒哀楽や好き嫌い、

憎悪や愛情を内分泌物を含めて作動した結果だと

思われる。脳の局在地図は、一つの仮説に過ぎな

い。単純に右脳の機能はこれこれ、左脳の機能はこ

れこれ、といったものではないはずである。fMRI

( 機能的核磁気共鳴画像 ) や PETｰCT( 陽電子放

出断層撮影 ) などの機器により、脳各部位の血流

の状態や病変が解るようになってきた。私も両機

器により、検査を受けた経験があるが、その筒状の

機器に横たわるだけで、生活する訳ではない。機器

によって、人間の日々の行為・感情と脳の関係が

明らかになることはない。

　唯物論の立場から考えれば、脳も物質そのもの

であるから、やがては解明されると私は推測して

いる。ニューロン ( 神経細胞 ) とニューロンの接

続部位は、シナプスという構造がある。脳内の情報

伝達は、化学物質が物理的に作動して情報を伝達

したり、抑制したりしている。素粒子などのミクロ

の世界は、量子力学の世界であり、頭脳の機能もい

ずれは、量子力学で解明されると期待しているが、

脳科学者で量子力学にも精通している学者がいる

と は 寡 聞 に し て 知 ら な い。頭 脳 の 神 経 細 胞

( ニューロン ) は、千数百億個、さらにグリア細胞

は神経細胞の 10倍もあると言われている。言うま

でもないが、進化とは環境に適応するために、必要

なものは発達し、不必要なものは、痕跡を残して衰

退する。莫大な数のグリア細胞は、神経細胞のため

の脳内環境の維持と支援をおこなっていると漠然

とした説明しかなく、神経細胞の10倍もあるグリ

ア細胞の詳細に触れているものはない。要するに

頭脳の細胞の全容は解明されていないのである。

　これまで時代の変化と共に失われた職種もあっ

たが、これからも減る職種は少なくないだろう。量

子力学が大いに貢献している生成 AＩが人間の

頭脳を越えるかどうかは、現時点では不明としか

言いようがない。ただ私は、生成 AＩが頭脳をす

べてに渡って越えるとは思えない。なぜなら生成

AＩも人間が作り出した「道具」の一つにすぎない

からだ。便利な道具は、効率がよく、利用者は増え

る一方である。便利な機器が登場して、それまでの

不便さに気づくのが、人間の常である。例をあげれ

ば切りがないが、パーソナルコンピューターやス

マートフォンの無い世界は、今や考えられない。し

かし、道具に人間がかしづくのは SF(scienceｰ

fiction) の世界だけである。フィクション ( 虚構 )

では、何でも限りなく想像できる。Google や

Amazon の大手企業が、現在危惧しているのは、

膨大なデータを扱うデータセンターの電力供給で

ある。コンピューター機器が正常であっても、電源

が切れれば、使えなくなる。そこへいくと、頭脳は

正常ならば死ぬまで使える。人間のふりをしてい

る ( 感情があるかのような ) コンピューターに振

り回されてはたまらない。

　しかしながら、この拙文も生成 AＩに任せた方

が、読みやすく、解りやすい文章になるだろうこと

は、予測できる。そういう時代が到来していること

だけは間違いない。

〈了〉

書　名　生成 AＩ―社会を激変させる AＩの創

　　　　造力―
著　者　白辺陽

出版社　SB クリエイティブ ( 株 )

発行年　2023 年

概　要　ま ず 第 一 に 著 者 自 身 が OpenAＩや

ChatGTB を実際に試して本書を執筆しているこ

とである。つまり体験談を書いているので、説得力

がある。生成 (generative)AＩの歴史から始め、未

来の予測まで、生成 AＩの利点だけでなく、マイ

ナスの問題点も指摘している。世界的なルールが

できない限り、ソフトウェアとしての武器となる。

ロシア vs ウクライナ戦争において、双方がフェ

イクニュースとして非難し合っていることからも

解ることである。

書　名　―ここまできた！―人工知能の最前線

著　者　新井克人、他８名

出版社　( 株 ) 工学社
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発行年　2023 年

概　要　本書は、雑誌に掲載された各執筆者の連

載文書を 15 章にまとめたものである。第１部で

は、現在の AＩ事情、文章・画像の自動生成、法的

課題。第２部では、今すぐ使えるサービスの具体的

紹介。第３部では、最新 AＩチップの話、現実に工

場に組み込まれた AＩの話、最後に鳥取県の AＩ

アバター職員の話を紹介している。全体に散文で

は な く 項 目 ご と に 集 約 し た 一 覧 に し て い る

( ひょっとして編集者が生成 AＩを使って見易い

体裁にしたのではないか、と思わせる )。

書　名　脳科学のはなし―脳科学の眼で見る日　

　　　　常の疑問―
著　者　稲場秀明

出版社　技報堂出版

発行年　2020 年

概　要　全 13 章 84 話からなる脳科学の概要。１

話ごとに ( 見出しは、すべて疑問文にしてある )

文末に疑問に答える形で「まとめ」がある。第１章

の「脳のしくみ」から始まり、感覚・記憶・言語・

学習・運動・情動・性格・発達・ストレス・こころ・

活性化・脳に関わる病気、以上脳の基礎知識につ

いて、ほぼ網羅されている。順を追って読まなくと

も「人間は、なぜ忘れるのか？」「脳科学でこころは

解明できるのか？」など自分の興味ある話から読

むことができる。

書　名　「こころ」はいかにして生まれるのか―最

　　　　新脳科学で解き明かす情動―
著　者　櫻井武

出版社　講談社 ( ブルーバックス )

発行年　2018 年

概　要　第１章脳の情報処理システム、第２章

「こころ」と情動、第３章情動をあやつり表現する

脳、第４章情動を見る・測る、第５章海馬と扁桃体、

第６章おそるべき報酬系、第７章「こころ」を動か

す物質とホルモン、終章「こころ」とは何か、でまと

められている。可視化できない「こころ」は、どう定

義されるのであろうか。

1943年東京生まれ、現在、名古屋在住。

1963年大学中退、元人財共育コンサルタント。

プロフィール

もうら

かいば へんとうたい
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S c e n e  1 3  　 様 々 な 学 び 方

ホームスクーリング

　月に１度アメリカ人のお友達の家で各国の方と

お話をする会に参加していました。いつお邪魔し

てもお子さん３人が家にいるので、学校は？と聞

いてみたら、ホームスクーリングをしている。との

こと。当時は 250 万人の子供がホームスクーリン

グで学んでいましたが、コロナ禍を経

て現在は 300 万人が学んでいるよう

です。これは全体の３％以上にあたり

ます。各州によって規定が違うようで

すが、家庭での指導計画を市の教育委

員会に提出をし、許可を得ることが必

要です。また、前年度の成績結果の提出も義務に

なっています。

　お話会のお礼を考えた時、レポートが書けるよ

うに各国の面白い事を紹介しようという事にな

り、日本チームは流しそうめんに決定しました。竹

はないのでビニールパイプを半分に切り、ペット

ボトルの水と共に素麺を流しました。子供達は器

用にお箸を使いこなし、楽しんでくれました。とて

も気に入ってくれて、パイプが欲しいというので

部分に本物のひまわりの種を張り付けて、ひまわ

りの花びらは紫や青でした。先生は生徒の作品 1

つ 1 つに専門的なアドバイスをして、小さい子で

ありながら、立体的になるような影の描き方や筆

の使い方を教えてくれます。出来上がった作品は

子供の作品というより、芸術家の作品に見えます。

好きな題材で絵を描く事はあまりなく、模写が多

かったと感じます。

　日本に帰国後、絵のクラス展示物を見たときに、

びっくりした事がありました。校舎を描いていた

ので、大体の子が背景を水色で塗ってある中、娘は

夕方の方が綺麗だから。と、紫とオレンジが混ざっ

た紺色にしていて、独特な雰囲気を醸し出してい

ました。（写生ではないから何色でも OK と先生

にはお聞きしました。）

　決して上手とは言えない娘の絵ですが、一つの

「作品」と思わせてくれるのは Art の先生のご指

導のお陰だと思っています。

カラフルなリコーダー

　音楽の授業は3rd まではコーラスやリトミック

をします。４th からリコーダーが始まるのですが、

紫、緑、赤、青、黄色の中から好きな色のリコーダー

を注文出来ます。届いたリコーダーは 100 円

ショップに売っていそうなスケルトンカラーのリ

コーダーでした。毎週課題が出され、先生の前で披

露し合格すると、その級のリボンがもらえる〔リ

コーダー KARATE〕というものをしていて、黒帯

にあたる黒リボン目指して皆頑張っていました。

リコーダーコンサートも開かれ、演奏だけでなく

マーチングのように動いたり踊ったりと工夫され

た面白い演奏でした。　

スクールプレイ

　毎年３月に４th、５th 希望者によるスクールプ

レイ（音楽劇）が開かれます。「アニー」や「チャー

リーとチョコレート工場」など毎年大作です。台詞

やソロ歌唱のある役はオーディションが行われま

すが、大体 PTA 役員の子が選ばれていた印象で

す。実力主義のアメリカにおいて、面白いなと思い

ましたが、寄付やボランティアで成り立っている

面もあるので「選ばれたかったら仕事をするべ

き！」という主張も納得できます。

アメリカでは行動した人が勝ち！！

３カ月ほど、放課後の練習をしてミュージカルコ

ンサートが開かれます。３日間で４公演。チケット

娘たちとの生活　in  America

織井　菜穂
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制でこの売り上げも学校に寄付されます。コーラ

スパートは誰でも参加できます。リコーダーコン

サートの時も思ったのですが、背の順という並び

方を普段からしないからなのか、背の高い子が前

列にいて後ろの子が見えない事があります。日本

では配慮されてきっと綺麗に整列するのだろうな

あと思いました。

スキップする？しない？

　娘の担任の先生から、算数のスキップテストを

受けてみない？と提案されました。（日本の学校の

方が１学年分位進みが早いです。）スキップとは飛

び級の事です。飛び級は学年を一つ上げるだけで

なく、特定の科目のみ飛び級する事も可能との事。

テストに受かると算数の時間だけ上の学年にお邪

魔します。そのまま学年が上がっていくとエレメ

ンタリー最高学年５th になった時にはどうするの

か？ミドルスクールにお邪魔するのです。169 号

で書いたように、１時間毎にハイスクール、ミドル

スクール、エレメンタリースクールの順で学校が

始まるので、朝、ミドルスクールのバスに乗って１

時間目の算数の授業を受け、終わったら特別バス

でエレメンタリーに戻ればエレメンタリーの１時

間目に間に合うというスケジュールです。エレメ

ンタリーでの算数の時間は自習をしたり算数を教

えてあげるアシスタントになるそうです。

　飛び級なんてカッコイイ！とも思いましたが、

英語だらけで頑張っている娘達。算数がクラスの

中で一番出来るという事で皆からすごいね！と

言ってもらえる時間＆リラックスタイムが必要だ

と思ったので試験は受けませんでした。

　長女の担任の先生から教えてもらったのです

が、ある日、長女と同じクラスの男の子が他のクラ

スの男の子と口喧嘩した時に、

　「うちのクラスの S（長女）はもう割り算できる

んだからな〜！！」

　と言っていたそうで、

　「クラスの自慢なのよ〜！」

　と笑っていました。

元気な子は注意！

　自由にみえるアメリカ。学校生活は日本よりも

厳しいかもしれません。エレメンタリーでは教室

移動の際は必ず列になって移動します。この時に

押したり、叩いたりすると、ふざけていただけだと

しても報告書が出されます。バスから降りる時に、

兄弟喧嘩でお兄ちゃんの事を押してしまった弟が

報告書を出された事もあります。

　暴力はもちろん、差別的な発言、行動もすぐに報

告されます。お相手もアジア系の子だったのです

が、日本人の子がつり目ポーズをされた時や、紙で

作った銃で人を撃つ真似をしただけで一週間の停

学処分になった例もあります。

　しかし、スターウォーズの真似で紙の剣を振り

回してチャンバラごっこをしている子は罰せられ

ることはなく・・。どこからがダメなのか分かり

ずらいです。

ワンちゃんも一緒に

　時々、学校にやってくるワンちゃんがいます。セ

ラピードッグとして生徒たちの不安な気持ちを和

らげてくれます。各クラスを巡回し、一緒に授業を

受けます。本を読むのが嫌いな子もワンちゃんに

読み聞かせする事を楽しみに音読を練習していま

した。

娘の友達が通っている高校では【ZEN ZONE】と

いうセラピードッグが常駐している心を落ち着か

せる部屋があり、ストレスを溜め込みやすい年齢

の子達の助けになっているそうです。

　リコーダー【空手】や【禅】ゾーン。日本語が何気

なく使われていて嬉しい気持ちになりました。

プレゼントしました。今でも使ってくれているら

しく、バーベキューの時などに活躍しているそう

です。

　ホームスクーリングをしていると、同年代の子

と触れ合う機会がないのかな？と思っていました

が、アウトドアクラスというクラスに参加してい

て、他のホームスクーリングで学んで

いる子供達と動物園や図書館のプロ

グラムを通じて定期的に交流する機

会があり、沢山のお友達がいるとのこ

と。また、Art と Music は Kinder か

ら担任ではなく、専門の先生が指導し

てくれるという理由で、本来通う予定の小学校に

授業を受けに行っていました。３人の子供のスケ

ジュールに合わせて送り迎えをするのは大変そう

でしたが、毎日がとても充実していると感じまし

た。

独創的な作品

　Art の美術では、様々な物を使って作品を作り

ます。娘がひまわりの絵を描いてきた時には、種の



ホームスクーリング

　月に１度アメリカ人のお友達の家で各国の方と

お話をする会に参加していました。いつお邪魔し

てもお子さん３人が家にいるので、学校は？と聞

いてみたら、ホームスクーリングをしている。との

こと。当時は 250 万人の子供がホームスクーリン

グで学んでいましたが、コロナ禍を経

て現在は 300 万人が学んでいるよう

です。これは全体の３％以上にあたり

ます。各州によって規定が違うようで

すが、家庭での指導計画を市の教育委

員会に提出をし、許可を得ることが必

要です。また、前年度の成績結果の提出も義務に

なっています。

　お話会のお礼を考えた時、レポートが書けるよ

うに各国の面白い事を紹介しようという事にな

り、日本チームは流しそうめんに決定しました。竹

はないのでビニールパイプを半分に切り、ペット

ボトルの水と共に素麺を流しました。子供達は器

用にお箸を使いこなし、楽しんでくれました。とて

も気に入ってくれて、パイプが欲しいというので

部分に本物のひまわりの種を張り付けて、ひまわ

りの花びらは紫や青でした。先生は生徒の作品 1

つ 1 つに専門的なアドバイスをして、小さい子で

ありながら、立体的になるような影の描き方や筆

の使い方を教えてくれます。出来上がった作品は

子供の作品というより、芸術家の作品に見えます。

好きな題材で絵を描く事はあまりなく、模写が多

かったと感じます。

　日本に帰国後、絵のクラス展示物を見たときに、

びっくりした事がありました。校舎を描いていた

ので、大体の子が背景を水色で塗ってある中、娘は

夕方の方が綺麗だから。と、紫とオレンジが混ざっ

た紺色にしていて、独特な雰囲気を醸し出してい

ました。（写生ではないから何色でも OK と先生

にはお聞きしました。）

　決して上手とは言えない娘の絵ですが、一つの

「作品」と思わせてくれるのは Art の先生のご指

導のお陰だと思っています。

カラフルなリコーダー

　音楽の授業は3rd まではコーラスやリトミック

をします。４th からリコーダーが始まるのですが、

紫、緑、赤、青、黄色の中から好きな色のリコーダー

を注文出来ます。届いたリコーダーは 100 円

ショップに売っていそうなスケルトンカラーのリ

コーダーでした。毎週課題が出され、先生の前で披

露し合格すると、その級のリボンがもらえる〔リ

コーダー KARATE〕というものをしていて、黒帯

にあたる黒リボン目指して皆頑張っていました。

リコーダーコンサートも開かれ、演奏だけでなく

マーチングのように動いたり踊ったりと工夫され

た面白い演奏でした。　

スクールプレイ

　毎年３月に４th、５th 希望者によるスクールプ

レイ（音楽劇）が開かれます。「アニー」や「チャー

リーとチョコレート工場」など毎年大作です。台詞

やソロ歌唱のある役はオーディションが行われま

すが、大体 PTA 役員の子が選ばれていた印象で

す。実力主義のアメリカにおいて、面白いなと思い

ましたが、寄付やボランティアで成り立っている

面もあるので「選ばれたかったら仕事をするべ

き！」という主張も納得できます。

アメリカでは行動した人が勝ち！！

３カ月ほど、放課後の練習をしてミュージカルコ

ンサートが開かれます。３日間で４公演。チケット
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制でこの売り上げも学校に寄付されます。コーラ

スパートは誰でも参加できます。リコーダーコン

サートの時も思ったのですが、背の順という並び

方を普段からしないからなのか、背の高い子が前

列にいて後ろの子が見えない事があります。日本

では配慮されてきっと綺麗に整列するのだろうな

あと思いました。

スキップする？しない？

　娘の担任の先生から、算数のスキップテストを

受けてみない？と提案されました。（日本の学校の

方が１学年分位進みが早いです。）スキップとは飛

び級の事です。飛び級は学年を一つ上げるだけで

なく、特定の科目のみ飛び級する事も可能との事。

テストに受かると算数の時間だけ上の学年にお邪

魔します。そのまま学年が上がっていくとエレメ

ンタリー最高学年５th になった時にはどうするの

か？ミドルスクールにお邪魔するのです。169 号

で書いたように、１時間毎にハイスクール、ミドル

スクール、エレメンタリースクールの順で学校が

始まるので、朝、ミドルスクールのバスに乗って１

時間目の算数の授業を受け、終わったら特別バス

でエレメンタリーに戻ればエレメンタリーの１時

間目に間に合うというスケジュールです。エレメ

ンタリーでの算数の時間は自習をしたり算数を教

えてあげるアシスタントになるそうです。

　飛び級なんてカッコイイ！とも思いましたが、

英語だらけで頑張っている娘達。算数がクラスの

中で一番出来るという事で皆からすごいね！と

言ってもらえる時間＆リラックスタイムが必要だ

と思ったので試験は受けませんでした。

　長女の担任の先生から教えてもらったのです

が、ある日、長女と同じクラスの男の子が他のクラ

スの男の子と口喧嘩した時に、

　「うちのクラスの S（長女）はもう割り算できる

んだからな〜！！」

　と言っていたそうで、

　「クラスの自慢なのよ〜！」

　と笑っていました。

元気な子は注意！

　自由にみえるアメリカ。学校生活は日本よりも

厳しいかもしれません。エレメンタリーでは教室

移動の際は必ず列になって移動します。この時に

押したり、叩いたりすると、ふざけていただけだと

しても報告書が出されます。バスから降りる時に、

兄弟喧嘩でお兄ちゃんの事を押してしまった弟が

報告書を出された事もあります。

　暴力はもちろん、差別的な発言、行動もすぐに報

告されます。お相手もアジア系の子だったのです

が、日本人の子がつり目ポーズをされた時や、紙で

作った銃で人を撃つ真似をしただけで一週間の停
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てくれるという理由で、本来通う予定の小学校に

授業を受けに行っていました。３人の子供のスケ
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●SSK活動の記録

10.17(木) 　　理事会　　　　　　　レイボックホール(大宮)　  　　10:00～12:00

11.21(木)　　 理事会　
　　　　　　　　　　　　　　　　 レイボックホール(大宮)　  　　10:30～12:00

12 .8(日)　  「年末情報交換会」　　大宮サンパレスGLANZ           18:00～20:00

                                                             (受付) 17:30
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SSK顧問　社会保険労務士 高橋　裕

・業務内容 ① 雇用・人事に関する相談

② 労働保険・社会保険に関する相談

③ その他、労働関係諸法令、労働保険・社会保険関係諸法令に関する相談

・相談窓口 埼玉県私塾協同組合　本部事務局　坂田義勝

TEL：049-224-7193　FAX：049-224-3342

F-Mail  sakata2451@nitfy.com

「労務関係のご相談は、私にお任せください！」



下記本部事務局にお問い合わせ頂け
れば、早速申込書をお送り致します。
定例会・イベント等もお気軽にお越
し下さい。

【本部事務所】

〒350-0822 川越市山田東町1707-3

英進学院内：坂田　義勝

TEL 049-224-7193

FAX 049-224-3342

【広報事務局】

〒344-0059 春日部市西八木崎3-17-7

戸田　敦子

TEL 048-763-3886 FAX 048-763-3892

E-mail:ats001@mtg.biglobe.ne.jp

埼玉県私塾協同組合事業ご案内
☆通常総会　☆定例会（隔月）：各種研修会等の報告、得意

分野等の実践報告、教育や経営情報等の交換会　☆中高

入試説明会（年1回）　☆全国研修大会（私塾協同組合連合

会）参加　☆組合忘年会　☆私塾フェア　☆機関誌「SSK

REPORT」発刊：組合広報活動　☆組合公式Webサイト

運営　☆メール、FAX等による情報交換　☆「公立・私立」

の合同フェア後援活動　☆協同組合連合会及び友好団体

との情報交換活動　☆受験情報速報　☆協賛企業による

特別価格物品販売　☆顧問税理士による税務相談：豊野

会計事務所
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●編集後記

●報告・執筆協力者

鎌田慎太郎（ベネッセコーポレーション　塾・教室開発部グループレーダー）／神山達人（東京農業大学第三高等学校・附属中学校校長）

神杉旨宣（城西大学附属城西中学・高等学校校長）／深澤一博（西武台新座中学校・西武台高等学校校長）／山口直也（埼玉平成中学校・

高等学校校長・理事長）／小宮山博仁／長原糸惠（のびのび学習塾）／浅沼渉（専門学校東京ビジネス外語カレッジ・学習塾ファインズ

講師）／布浦万代（万葉集研究家）／大水秀樹（東星学園中学校高等学校）／由紀草一（元茨城県公立高校教諭）／山﨑しだれ／国分岳／

織井菜穂／坂田義勝（埼玉県私塾協同組合理事長）

■今回から、各学校の紹介を４校に増や
し、１回あたりの字数を抑えて２～４回
の連載方式にいたします。各学校の校長
先生の魅力を、１回だけで「完結」させ
てしまうのは惜しいと編集部の方で議論
になりました。
■東京農大三高では、ピンチをチャンス
にして学校改革を構想。生徒たちの意識
を自由に拡散させ（グローバル教育）、
生きている世界における自然科学的、社
会科学的実相に観入しようとし（実学教
育）、学校そのものを一つの小宇宙とし
て生命活動（生活）の場とする（学内完
結型教育）。
　生徒保護者だけでなく学校職員の生活
も活性化することで「新たな景色」を開
こうとされています。
■城西城西中高は普通科の学校ですが、
「国際」をことさら冠せずとも開学当初
から海外との交流を日常化していたそう
です。本当の「国際化」なのでしょう。
　「日本の若者の『自己肯定感の低さ』」
も問題視されています。先生方が、子供
たちに多様な経験の機会を提供し、成否
よりも「気づき」を得るよう、働きかけ
ているとのこと。成果は上がっているそ
うです。合唱コンクールのエピソードが
印象的。
■ICTやAIの発達・普及のなかでこそ、生
徒の人間性を重視し、自己実現のサポー
トをしようとするのが西武台中高の校風。
　新しいものを生み出す創造力の養成、

そうしたテーマでのこの先の展開が楽し
みです。
■埼玉平成中高山口校長先生の飾らない、
そして真摯な人柄がよく伺えます。「育
む」とは「羽括くむ」ことだと、私自身
かつて教えられたのを思い出しました。
どのような生命も「受け入れ」巣立って
いくのを見守ること、それが大事なのだ
と。山口先生もそのような心的境地に立っ
てらっしゃるのだろうと拝察しました。
今後の展開も楽しみです。
■ベネッセ「スタディサポート」での調
査データについて、全体及び教科ごとの
分析結果はとても参考になりました。ミ
クロな個人塾のなかでも感じていたこと
が、マクロデータで裏打ちされるのを見
て、これは保護者にもそのまま面談資料
として提示できる貴重な資料だなと感じ
ました。
■浅沼渉先生の「 M a t h a n d S c i e n c e 
Ka l e i d o scope」は今回で最終回となり
ます。英語で書くのが先か、日本語で書
くのが先か、聞こうと思ってずっと聞き
そびれていましたが、いずれにせよテー
マを考え、少ない紙数でまとめ、翻訳す
る。相当な労力であったろうと思います。
日々の激務のなか、これまで本当にあり
がとうございました。
■教育評論家小宮山博仁先生の新刊紹介
を掲載しました。『リベラルアーツ』。
全国の公立高校入試における社会の問題
を数年分博捜し、現代社会の象徴的事象

や世相、課題、文化や制度の意義と役割
など77のトピックで網掛けし、全体像を
掬い取りしようという意欲作です。問題
と解答例、一般人が身に着けたい教養ポ
イントのフカボリ解説と、その事例を実
生活で有効活用するための提案という構
成で、読みやすく親しみも湧く内容にな
っています。社会の先生方だけでなく、
広く一般の方々にこそ味わってほしい本
です。早速社会の授業時の小ネタとして
活用させてもらいましたが、生徒の反応
も良かったです。
■小紙の発行後まもなく米国次期大統領
の就任式を迎えます。トラ氏は品性につ
いて疑問も多く、日米関係でも過酷な要
求を繰り返しそう。そのツケは有難いこ
とに我々への増税へ回されるはずです。
不愉快な未来を歓迎したくはないが、各
地の「戦争状態」を終わらせようとはし
ている。が、まるでそれを阻止しようと、
紛争を拡大する動きが活発化中。「正義
を重視するか、それとも戦闘中止を優先
してしまうか」「戦闘停止前に領土拡大
しようと、却って紛争の激化を招く」（Ｎ
ＨＫ「国際報道」)等々、トラ氏の方針が
世界を危機に陥れる印象報道の連続。強
烈な違和感、いやおぞましさ。不倫疑惑
の方がはるかにマシに見えてしまう。増
税される方が…やっぱ嫌だがマスコミた
ちのおぞましさが上回る。そんなへびー
な年になるのか。勘弁してほしい。

（表紙デザイン　沢辺　均）

 （本荘雅一）

『SSK Report』編集部からのお知らせ

『SSK Report』編集部では、読者の皆様からのメールを受け付けます。
　おおむね以下の内容で自由にお寄せ下さい。
　＊『SSK Report』内容に関するご意見・感想・質問・要望・提案など
　＊エッセイ、PRなどの投稿
　＊『SSK Report』編集部からの取材・誌上での紹介をご希望される方や
　　各種団体、機関等。自薦他薦ともに
　　

送信先：honjo@gkdan.com　　
　　　　本荘雅一　まで
　　　　件名に「SSK広報誌編集部行」
皆様からの貴重なドキュメント、お待ち申し上げます。
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